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エリート官僚は政略妻に淫らな純愛を隠せない～離婚予定でしたが、今日から夫婦をはじめます～










第一章　政略花嫁の悩み




「澄すみ夏か……今夜は離してやれない」

　澄夏を組み敷く夫の声は、なにかに耐えているかのようにかすれていた。

　いつだって冷静で決して心を見せてくれなかった彼が、今は強く澄夏を求めている。

　夫の変化に戸惑いながらも、喜びが込み上げた。

　愛する人に求められるのはこんなにうれしいことだったのか。

　夫は切なそうに目を細めてから、澄夏の頬に大きな手を添えて唇を寄せる。

（一いち哉やさん……大好き）

　澄夏はうっとりとした気分で目を閉じる。

　そのとき不意に、女性の声が脳裏をよぎった。

『私は須す和わさんをひとりの男性として慕っています』

　夫の同僚だという美しい女性が語った言葉だ。それは澄夏に大きなショックをもたらし、もともと抱いていた悩みと不安を大きくした。

（私たちは離婚した方がいいのかもしれない）

　愛する夫と離れるのはつらいけれど、それが彼にとっても自分自身にとっても最善の道なのだろうから。

（こうやって抱かれるのは、きっとこれが最後）

　そう思うと悲しみと切なさが込み上げる。けれどそれも、キスが深く激しいものになるにつれて霧散した。

　深い陶酔感に襲われ、思考には靄もやがかかっている。

　今夜の夫の愛撫は執拗で徹底的で、澄夏は彼の動き一つひとつに敏感に反応した。

「澄夏……」

　耳もとで一哉がなにかささやいた。

　ぼんやりとした目を彼に向けようとした瞬間、彼のものが澄夏の中に押し入ってきて、澄夏は悲鳴をあげてのけ反った。

「あ……」

　それまで感じたことのないような激しい快楽にどうかしそう。

　一哉が腰を動かし始めた。澄夏はただただ翻弄されて、いつ眠りについたのかわからないまま朝を迎えた。




◇◇◇




　経済産業省キャリア官僚である須和一哉と、代議士・岩いわ倉くら通みち成なりの娘澄夏が結婚をしたのは一年前。澄夏が二十六歳、一哉が二十九歳のときのことだ。

　地元の名家須和家と岩倉家の関係を深め、いずれ一哉が澄夏の父の地盤を引き継ぎ政界に進出するのを想定した、いわゆる政略結婚。

　彼は向上心が強く何事にもストイックに取り組む自分自身に厳しい人だ。けれど家族や友人など周囲の人々に対しては寛容で、言葉は少ないながら気遣いが感じられる。

　冷静で穏やかな内面に加え、容貌も素晴らしい。

　百八十センチを超える長身はほどよく鍛えられ、彼をより精悍に見せている。

　性格を表すようなきりりとした眉と切れ長の澄んだ瞳に、すっきりした鼻梁の端正な顔立ち。

　よく似合う艶やかなブラックショートヘアは、清潔感だけでなくほのかな色気を醸し出していて、澄夏は今でも夫に見惚れてしまうときがある。

　恋愛結婚ではないけれど澄夏は夫を深く愛している。結婚式で誓った通り、どんなときでもともにありたい。

　だけど夫はたぶん澄夏に心を許していない。

　会話ひとつとっても澄夏に対してかなり気を使っているのが伝わってくるし、義務としての夫婦の営みや穏やかな会話はあるものの、心から笑い合ったことはないと感じる。

　一哉にとって澄夏は、まだ心を許せる存在ではないのだろう。

　だから少しずつでも心の距離を縮めたくて、澄夏なりにコミュニケーションを取ろうと努力をしてきた。

　いつかはお互いを理解して愛し合う夫婦になりたいと願って。

　けれど現実はそんなにうまくいかないものだ。




　四月上旬のある日。朝の家事をひと通り終えた澄夏は寝室のドレッサーの前に座り、鏡に映る自分の顔を眺めていた。

　パーツの一つひとつが小さめで特徴のない顔は、よく言えば清楚で、ストレートな表現をするなら地味。

　きめの細かい肌とサラサラした髪は気に入っているけれど、それも今は最悪のコンディションで、目の下にはコンシーラーでもカバーしきれないクマがくっきり浮かんでいる。

　心身の疲れがこれでもかと滲み出て、二十七歳という実年齢よりも確実に年上に見える。少し前までは若く見られる方が多かったのに。

（これじゃあ、お世辞でも一哉さんとお似合いの夫婦とは言われないわ）

　思わずため息が漏れた。

　夫にふさわしい妻になりたいのなら、現状を悲観するより外見と内面を磨く努力をすればいい。でも今の澄夏には前向きになるほどの心の余裕がなかった。

　それどころか、夫と離婚した方がいいのではないかと真剣に悩んでいる。




　こんなふうに考えるようになったきっかけは、五カ月前に行われた国政選挙にある。

　それまで五期連続当選を果たしていた澄夏の父、岩倉通成が、初出馬の候補者にダブルスコアで敗北したのだ。

　ライバル候補は見目のいい若手議員。メディアに注目されたことで人気が急上昇していたところに、タイミング悪く澄夏の父に官僚へのパワハラ疑惑が浮上した。

　それは誤解だったと後日証明できたが、有権者に広がった悪いイメージの払拭が間に合わず、あえなく落選。

　代議士としての地位を失ったショックと、その後の身の振り方が思うようにいかない父は気力を失い、人との交流を拒むようになった。

　それではだめだと親切に助言をくれる人にも威圧的な返事をする。やけになっているのだろう。

　さらには同時期に、結婚してから陰日向で支えていた母が事故に遭い入院した。精神的な負担が大きかったからか、けがが回復に向かっても体のあちこちに新たな不調が見つかり、なかなか退院できないでいる。

　岩倉家の環境は、一瞬にして激変した。

　世間では没落したと揶揄されているが、それは間違っていないと澄夏は思っている。

　岩倉家からは明かりが消えたように、活気というものがまるでなくなってしまったのだから。

　それ以降、澄夏は結婚と同時に入居した霞かすみが関せき近くのマンションから、実家がある北関東の町にときどき帰り、母の見舞いや家の細々した管理を手伝っている。

　そのため家を空ける機会が増えたけれど、夫はなにも言ってこない。

　一見いつもと変わらず、淡々と過ごしているように見えるし、彼自身に『俺のことは気にしなくていいから』と言われている。

　だけど、澄夏は政治家の娘だ。通常国会が開かれている今の時期、官僚がどれほど多忙かはよくわかっている。

（それなのに彼のフォローができないなんて）

　妻なのに肝心なときに力になれないのがつらい。自分の存在価値がなくなっていくような気になる。

（このまま一哉さんの妻でいていいのかな）

　恋愛結婚だったらこんなふうに思いつめたりしなかったかもしれないが、ふたりは条件ありきのお見合い結婚。地元で会社経営をしている一哉の家は澄夏の父の政治家としての影響力を必要としていた。

　ところが今では政略結婚の意味がなくなっている。

　結婚して専業主婦になったとき、忙しい夫を支えて家庭のことをしっかりやろうと決めたのに、それすらままならない状況だ。

　彼は正義感が強く誰にでも優しい人だから、実家が困窮している妻を追い出したりはできないだろう。でも同情だけで結婚生活を続けてもらい引け目を感じるような生活は、彼にも自分にもつらいこと。

（もし一哉さんが本音では離婚したいと思っていたら……）

　考えると不安がどんどん大きくなり、近頃は心身ともに弱っているのを感じる毎日を過ごしていた。




　午後は父の代理で都内に住む遠縁を訪ねる予定になっているので、早めに夕食の下ごしらえを済ませることにした。

　一哉は毎日遅くまで残業で、家で夕食を取る機会は少ないけれど、必要な場合に備えていつも用意している。

　キッチンに向かおうとしたとき、スマートフォンが鳴った。

　画面には幼い頃からの親友である〝渥あつ美み瀬せ奈な〟の名前が表示されている。

「はい」

『澄夏、久しぶり。今話せる？』

　応答するとすぐにハキハキした声が耳に届いた。

「大丈夫だけど、どうしたの？」

　澄夏はキッチンに行くのをやめて、リビングのソファーに腰を下ろした。

『今は実家？』

「ううん。マンションだけど」

『そうなんだ。明日、実家に帰るんだけど、澄夏がいるなら会いたいと思って』

　瀬奈は法学部を卒業後、大手の司法書士法人事務所に就職した。仕事をしながら司法書士の実務を学び、二年前に独立開業して今に至る。

　学生時代の人脈なども活用しながら営業を続けたおかげで事務所経営はなかなか順調らしいが、そのぶん忙しく実家にはしばらく帰っていなかったはずだ。

「瀬奈が地元に帰るなんて珍しいね」

『まあね。今回は仕事で地元の知り合いから法人登記の依頼を受けたの。何人かで飲食関係の仕事を始めるそうで、まずはカフェの開店から。その打ち合わせにね』

「そうなんだ。あの辺ゆっくりできるカフェが少ないから、人気出そうだね」

『私もそう思う。提供するサービスの内容がよかったらリピーターも期待できるよ。社長は私たちと同い年なんだけど、ようやく夢を叶えたって張りきってる。うまくいってほしいわ』

「え、同い年なの？　それで起業するなんてすごいね」

『うん。でも私たちもあと三年で三十歳じゃない？　独立する人が増えてくる年なんだよね』

　瀬奈の何気ない言葉に、澄夏は目を伏せた。

　夢を叶えていく人たちに比べて、実家の問題で右往左往するばかりの自分が情けなくて焦燥感のようなものが生まれたのだ。

『カフェの住所送るよ。次に実家に戻るときに寄ってみてよ』

「そうする」

『そのとき会えたらいいんだけどね、久しぶりに須和さんの顔も見たいし」

「一哉さんは、無理だと思うよ」

『そうなの？　まあ不夜城で働く官僚だからね、仕方ないか』

　瀬奈はとても残念そうにつぶやく。

「瀬奈ったらまだ一哉さんのファンなの？」

『当然じゃない。私の目標だったんだから。須和さんの走る姿がいかに最高だったか、澄夏だって忘れてないでしょ？』

「それはもちろん」

　忘れるわけがない。

　もう十年以上前。日差しが降り注ぐ陸上競技場で走る彼の姿を見て、澄夏は初めての恋をしたのだから――。




◇◇◇




　あれは澄夏が中学二年生の頃。陸上部員として熱心に活動していた瀬奈に誘われ、高校陸上競技会を見に行ったときの出来事だ。

　会場を何気なく眺めていたとき、トラックを走る男子生徒に目を奪われた。

　彼は誰よりも速かった。真っすぐ前を見すえて駆け抜けていく圧倒的な勝者。

　感動しているのにその気持ちを表現する言葉が出てこない。

　けれどそう思っているのは澄夏だけではないようだった。瀬奈もほかの観客も、彼の走りに魅せられて大きな声援を送っている。

　そのスプリンターこそが、夫、須和一哉だったのだ。

　瀬奈の説明では、彼は地元でも有名な全国レベルの選手らしい。澄夏たちが通う私立の中高一貫校の近くにある県内一の公立進学校の生徒で、まさに文武両道の存在だった。

　整った外見も相まってファンクラブのようなものまである人気者なのだとか。

　一般の高校生にそんなものがあるのかと驚きながらも、彼なら不思議はないかと納得していた。澄夏もたった一度走る姿を見ただけの彼に、憧れの感情を持つようになっていたから。

　といっても、彼に恋をしたとか近づきたいとか、そんな大それた考えはなかった。

　自分とは直接関係のない、遠くから眺めるだけの相手。好きなタレントに対する気持ちに近かったかもしれない。

　実際その後は彼と関わるどころか、瀬奈についていって見学したほかの競技会でも見かける機会がないまま進級し、澄夏は三年生になった。

　しかしその夏、澄夏はたった一度だけ憧れの彼と会話を交わす機会を得たのだ。

　七月上旬のある日。両親の勧めで参加した地域のボランティア活動の一貫で、花火大会の後片付けがあった。打ち上げ場所近辺に落ちた花火の殻を拾う単純な仕事だ。

　大きな公園を中心にかなりの距離まで玉殻が散乱していて手間がかかるため、それなりの人数が集められていた。

　参加者のメインは市会議員や地元の町内会の役員たち。

　彼らは澄夏が岩倉代議士の娘だと知っているので、いい加減な姿を見せては父に恥をかかせることになる。逆にしっかりした振る舞いはイメージアップにつながるのだと昔からしつこいくらいに言い聞かされていたからか、澄夏はかなり周りの目を気にする方だった。

　サボっていると思われたくなくて、一生懸命に玉殻拾いに取り組んだ。だけど小さく砕けた殻を都度地面に屈んで拾う作業は、運動が苦手で体力がない澄夏には結構きつい。

　へとへとになりながら作業を続けてしばらくすると、地元で一番大きな『岩いわ倉くら神社』に続く長い階段にたどり着いた。

　偶然にも澄夏の名字と同じ名称のこの神社は、パワースポットとして有名で、他県からも人が集まるところだ。

　七月の気温は高く、噴き出す汗が体にまとわりつく。喉はカラカラだし、さすがにもう限界だった。

（少しだけなら大丈夫だよね）

　キョロキョロと周囲を見回し、こっそり休めそうなところを探してみる。

　するとちょうどよさそうな大きな樹木を見つけたので移動して、日陰になるところに座り込んだ。

　気温は変わらないはずだけれど、樹々の間を通る風は爽やかな感じがして、ほっとひと息つけた気分になった。

「あー疲れた」

　誰もいない安心感と無言で作業していた反動からか、澄夏にしては珍しく大きな声で独り言を言ってから、持参していた水筒を取り出した。

　風が通り葉が揺れる音と、それ以上に大きな蝉の声が辺りに響く。

「蝉の声大きすぎるよね。急かされてるみたい」

　まるで早く働けと言われているようだ。独り言で文句を言いつつ水筒のお茶をごくごく飲む。ひんやりとした液体が喉を通り、体に入っていく感覚が心地よい。

「おいしい、生き返る！」

　水分補給をして、ようやくひと息つけてほっとした、はずだった。

　ところが次の瞬間、澄夏は手にしていた水筒を地面に落としそうになった。

　それまでまったく気づかなかったけれど、目の前の大きな木の幹にもたれるようにして、長身の若い男性が佇んでいたのだ。

　彼は驚くくらい整った顔をしているがその表情は怪訝そうで、あきらかに澄夏を怪しんでいるようだった。

「え？　あ、あの……いつからそこに？」

（私、変な独り言、言ったよね。だからおかしなやつだって思われているのかも）

　どうやってごまかそうか急ぎ考えるが、なにをしても無駄な気がした。

　しかもさらにショックな事実に気がついた。

（この人、須和一哉さんなんじゃ……）

　こんなに近くで見るのは初めてだけど、たぶん間違いないと思う。

　憧れの人に、気を抜きまくりのだらしないところを見られ、おそらく変な人と思われたショックで、澄夏はパニックに陥っていた。

「俺？　初めからいたけど」

　澄夏とは対照的に冷静な様子の彼は、自分も殻ゴミ拾いに参加していると説明した。

　ずっと憧れていた彼と突然話すことになったものだから、澄夏の心臓は落ち着かない。緊張感でいっぱいだったが、ふと彼の顔色が優れないことに気がついた。

　心配になって具合が悪いのかと聞いてみると、寝不足との返事でどうやらなにか悩みがあるようだ。

「例えば、なにかやりたいことがあったとして、それがみんなの期待を裏切る結果になったとしても、気持ちを貫くべきか……」

　彼のイメージとは違い、声が小さく歯切れの悪い口調だった。

　澄夏に返事をしているというより、無意識に出た独り言なのかもしれない。

（須和さんみたいにすごい人でも、私と同じように悩んだりするんだな）

　そんなことを考えながら澄夏は口を開いた。有名スポーツ選手である彼の悩みに共感するのは難しいけれど、それでもなにか言って励ましたかった。

「あの、なにかを決めるときは覚悟と責任を持たないといけないそうです。たとえ失敗しても自分のせいで……」

　思いついた言葉は父の受け売りだった。覚悟と責任については日頃父から耳が痛くなるくらい聞かされているためだ。

　だけど的はずれな発言だったかもしれない。

　失敗したかなと焦っていると一哉がもたれていた樹木から体を起こした。

「貴重な意見ありがとう」

「え？」

　ほっとしたのと同時に、澄夏を見下ろしていた一哉が手を伸ばしてきた。そして驚き瞬きをした澄夏の髪に触れる直前で手を引っ込める。その手には、小さな葉っぱが一枚あった。

（髪についた葉っぱを取ってくれたんだ）

「ありがとうございます」

　お礼を言うと彼は小さな笑みで応え、二言三言交わして去っていった。

　彼のうしろ姿が小さくなると、辺りに静けさが戻る。

　澄夏は少し休んでから集合場所に向かった。

　途中殻ゴミが落ちていないかチェックをしていく。

　しかし一哉が拾ってくれたのか、道は綺麗になっていた。

　到着した広場で拾い集めた殻ゴミの処理をしながら、辺りに視線を巡らす。一哉もここに戻ってきたのではないかと思ったのだ。

　けれどいくら探しても彼の姿は見つからなかった。

　その後の清掃会解散の挨拶になっても一哉は現れず、澄夏は落胆しながら自宅に帰った。

（残念だな。須和さんともっと話してみたかったのに）

　遠目から見て憧れていた彼との会話は緊張して、うまく話せなかった。

　でも彼はたどたどしい澄夏の言葉をしっかり聞いてくれていた。

（頭にのった葉っぱも取ってくれたし……優しい人だった）

　彼とのひとときを思い出すと胸が甘くときめく。

　別れたばかりなのにもう一度彼に会いたいと思う。とはいっても、自分から会いに行くほどの積極性と行動力はなく、偶然の再会を期待して日々を過ごしていた。

　どこに出かけても、気づけば彼がいないかと姿を探していた。

　結局偶然は訪れないまま季節は流れ、春。彼は高校を卒業して地元を出ていった。

　噂では国内最難関の国立大学に合格したらしい。いずれはオリンピック出場などと期待されていた陸上はやめたそうだ。

（あのとき言っていた〝やりたいこと〟って、国立大学合格だったのかな）

　気にはなったものの、実際のところを知ることはできない。

　彼と話す機会はもう二度とないだろうから。

　澄夏の初恋はそうやってあっさり終わった。

　だけどそれから約十年後に、一哉と思いがけない再会をした。

　澄夏の父岩倉通成が決めた縁談相手が、憧れの彼、須和一哉だったのだ――。




◇◇◇




『須和さんの仕事が落ち着いたら、今度こそ食事会をセッティングしてよ。陸上選手時代の話をしたいし』

　思い出に浸っていた澄夏は、電話の向こうから聞こえた声で我に返った。

「う、うん。でも一哉さんがなんて言うか……。私とも昔の話はあまりしないんだ」

　一哉はあの夏の日の出会いを覚えていないようだ。澄夏にとって忘れられない記憶でも、彼にとっては印象的な出来事ではなかったのだろう。

　お見合いの席で、お久しぶりですと言おうとしていた澄夏に、彼は初対面の相手に対する挨拶をした。

　そのときの彼の言動はとても優しいものだったけれど、忘れられていたのはショックだった。

　おかげで過去に会っていると言いそびれたため、彼はいまだに見合いの席が初対面だと思っている。

『あ、もうこんな時間。ごめん、だらだら話しちゃって。大丈夫だった？』

「うん、大丈夫だよ」

『実家の方は落ち着いた？』

　瀬奈の声にためらいが滲んだ。

　澄夏の父の落選は誰もが知る事実で、匿名のＳＮＳなどでは失脚した政治家としておもしろおかしく話題にされている。

　そのため瀬奈はとても気を使ってくれているようだ。

「少しはよくなってきてるけど、お母さんが退院できるのはまだ先になりそう」

『そう……いろいろ大変だろうけど、無理しすぎないようにね』

「ありがとう、瀬奈。また連絡するね」

　親友との会話が気分転換になったのか、電話を切ったときには少し気分が浮上していた。

　澄夏は手早く支度を整え、予定通り遠縁の家に行くために家を出た。




　両親の様子などをあれこれ聞かれたため予定より時間がかかり、遠縁の家を出た時点で夕方五時を過ぎていた。

　駅までの道を歩きながら、スマートフォンを取り出し履歴を確認する。

　遠縁との会話中に一哉からメッセージが届いていたようだ。

【帰りは十二時近くになる】

　澄夏はメッセージを読み終えると顔を曇らせた。

　最近は深夜帰宅が続いている。仕方ないこととはいえ体調面が心配だ。

　彼の仕事は一月に通常国会が開かれるとさらにハードになる。

　国会の中継で見かける野党議員から大臣への質問。大臣はその場で質問に答えているが、実は質問は事前に内容を伝えられており、その答弁をつくるのが一哉たち官僚の仕事なのだ。質問の内容によって担当する省庁は変わり、該当すると対応に奔走することになる。

　答弁作成とひと言で言うと簡単に聞こえるかもしれないが、場合によっては質問主の議員へのヒアリングをしたり、さまざまなデータを確認しながら関連部署と連携して答弁を作成し、それを持って大臣との打ち合わせに臨む。

　大臣は最高責任者であるけれど実務のすべてを把握しているわけではないから、詳細の説明が必要になるのだ。

　そんな大変な作業がたった一日の間で行われる場合も多く、とてもじゃないが定時に帰宅なんてできない。

　澄夏は父が議員だったから官僚の忙しさをある程度はわかっていたし、覚悟もしていた。

　実際結婚して一哉と暮らしてみると、彼の仕事の拘束時間は予想以上。結婚して一年経つが、ふたりで過ごした時間はとても少ないものだった。

　それでも大きな不満はなかった。大変だけれどやりがいを持って働く夫を応援し支えたいと思っていたから、寂しさにも耐えられた。

【了解です。お仕事がんばって、でも無理しすぎないでください】

　一哉に返信をしてから、澄夏はひとり分のパンを買い自宅マンションに戻った。とても疲れていたので、下ごしらえしていた夕食は明日に回す。

　ひとりの部屋で簡単な食事を済ませて、十一時半にはベッドに入った。

　しばらく待っていたけれど、十二時を過ぎても一哉は帰ってこなかった。澄夏は寂しさを感じながら目を閉じた。




　翌朝六時。

　隣のベッドには夫の姿があった。彼は深く寝入っているようで、静かな寝息が聞こえてくる。

（いつ帰ってきたのかな）

　そっと音を立てないように体を起こし、寝室を出た。そのままバスルームに行き、洗顔とスキンケアをする。髪をゆるくまとめてモカブラウンのルームワンピースに着替え、朝食の準備に取りかかった。

　一哉が昨夜何時頃に夕飯を取ったのかはわからないけれど、長時間の勤務に加えて睡眠不足のため、それほど食欲はないだろう。

　あっさりとしたお粥と卵焼きと小鉢を用意する。だいたい準備が終わってから時計に目をやると六時四十分を回ったところだった。

　澄夏たち夫婦が住むマンションは、霞が関から電車で約十五分ほどの駅前にある。通勤のしやすさとセキュリティの面においてかなり好条件なこの家には、結婚と同時に入居した。

　一哉は通常は朝の九時までに登庁するが、繁忙期は早出をするため、そろそろ起こした方がいいだろう。

　寝室のドアを開けると、彼は先ほどと同じ体勢のまま眠っていた。相変わらず寝相がよい。

「一哉さん、六時四十分になったけど」

　いつものセリフを口にした。起きなくてはいけない場合は彼はすぐ起きてシャワーを浴びに行く。

「……おはよう。もうそんな時間？」

　少しかすれた声がした。いつもきりっとしている彼が珍しく油断してぼんやりしているのがこの瞬間で、澄夏はひそかに気に入っている。

「うん。もう少し寝る？」

「いや、起きる」

　彼はむくりと体を起こし、バスルームに向かう。

　朝のシャワーはそれほど長くかからないので、すぐに出てくるだろう。

　用意しておいた朝食ふたり分をダイニングテーブルに並べる。忙しいときはなかなか夕食をともにできないため、朝食が夫婦の会話ができる貴重な時間だ。

　思った通り、彼は時間をかけずに出てきた。

　家用のＴシャツにスエットパンツという楽なスタイル。

　まだ湿った髪をタオルで拭きながらダイニングテーブルに視線を移した。

「朝粥か」

「うん、座って」

　冷たいお茶を淹れて彼の席に置く。

「いただきます」

　お粥が彼の今の気分に合っているのか、食が進んでいるようだ。

「最近ずっと遅いけど、体は大丈夫？」

「ああ。しばらくは立て込んでいる。六月半ばになったらある程度落ち着くはずだ」

「やっぱり通常国会が閉会するまでは忙しいんだね。ごめんなさい、こんな時期に家を空けてばかりで」

　多忙な夫をフォローできないうしろめたさが込み上げて、澄夏は肩を落とす。

「気にするな。俺のことは放っておいてくれてかまわない」

「……うん」

　一哉は気を使って発言したのかもしれない。だけど必要とされていない虚しさを強く感じて、澄夏はひそかに傷ついた。

　こんなときは離婚の文字が頭をよぎる。

（お父さんが落選したことで自虐的になってるのもあるけど）

　最近の澄夏は迷ってばかりだ。

「どうした？」

　澄夏が黙ったからか、一哉が心配そうに眉をひそめる。

「ううん、なんでもないよ」

　澄夏はマイナス思考を消して微笑んだ。

　こうやって彼から穏やかな優しさを感じる瞬間だってあるのだ。激しく求められたことはなくても、愛の形はいろいろあるのだし、もともと一哉が恋愛に対してそこまで熱くならない性格なのかもしれない。

　今は距離を感じているけれど、いつかはお互いを必要とする関係になれるのかもしれないし。

「あ、もうこんな時間か」

　一哉がリビングの時計をちらりと見てから、お粥の残りを蓮華で掬い口に運んだ。

　それから手を合わせて「ごちそうさまでした」と言い席を立った。




　一哉が家を出た後、ひと通りの家事を済ませた。

　部屋が綺き麗れいに整ったのを確認してからちらりと時計を見ると、いつの間にか九時を過ぎている。澄夏はソファーから立ち上がり、外出の支度を始めた。

　今日は駅前のスーパーに食材を買いに行く予定だ。帰宅後は、母に見舞いの品を贈ってくれた知人へのお礼品を手配しなくてはならない。

　母が倒れてからは毎日用事が多く、家でのんびり過ごせる日は少ない。

　ほとんどが家族関係の用件であるものの、決して適当にはできないから神経を使う。

　外出の支度をしていると、自宅の電話が鳴った。

　携帯ではなく家の方にかけてくる人は限られている。

　どこかから番号を入手しているセールスか、または……。

　思い浮かんだ名前のせいで少し緊張しながら受話器を手に取った。

「はい。須和でございます」

『澄夏さん、私だけど』

　澄夏が名乗るとすぐに、女性にしては低く張りのある声が聞こえてくる。

　予想していた通り一哉の母。澄夏にとっての義母からだ。

「お義母様、お久しぶりです」

　義母からの電話はたしか一カ月ぶりだ。それほど頻繁に連絡してくるわけではないので楽だが、一度話し始めると長話になる。

　今日もすぐには終わらないだろうと、澄夏は受話器を手にソファーに腰を下ろした。

『本当に久しぶりね。岩倉先生と奥様の具合はどうなの？　心配していたのよ？』

「不義理をして申し訳ありません。父も母も相変わらずで、落ち着くまでまだしばらくかかりそうです」

『そうなの……心配ね』

　受話器の向こうから重いため息が聞こえた。なぜか嫌な予感がよぎり、澄夏は身構えるように姿勢を正す。

「ご心配をおかけして申し訳ありません」

『あら、そんなふうにかしこまらないで、澄夏さんは今となっては私の娘なんだからもっと頼っていいのよ？』

「ありがとうございます」

　地元の大手不動産会社の社長夫人という立場の義母は顔が広い。日頃から相談事を持ちかけられる機会が多々あり、てきぱきと対応している。

　頼りになるところは一哉に似ているなと思っていた。

　ただし実家に関してはあまり相談できない。父も母も、地元の人に内情を話すのを嫌がるからだ。

　とくに父は議員を辞めた今でも、頼られる立場でいたいと思っているように見える。

　だから詳細を連絡していなかったのだけれど。

『本当に澄夏さんが一哉と結婚してくれてよかったと思っているのよ。それまであの子、結婚なんてどうでもいいって感じで全然興味がなさそうだったから』

　義母の少し早口な声が聞こえてきたが、澄夏は内心首をかしげた。

（私たちの結婚はとくに遅くないと思うけど）

　一哉は同僚の中では結婚が早い方だし、澄夏も、卒業後も親しくしている友人の中では二番目の早さだった。

『学生時代は陸上にのめり込んで、社会に出たら仕事一色でしょ？　あの子はちょっとストイックすぎるところがあるのよね』

　エリートキャリア官僚で、日々精力的に仕事をこなしている彼が、義母にかかっては〝あの子〟扱いだ。

「ストイックなのは長所だと思いますよ。私は一哉さんのそんな姿勢を尊敬しています」

『澄夏さんは優しいのね。でもね、母親としては息子には幸せになってほしくてね。仕事ばかりの人生じゃ味気ない。気づけば独りぼっちなんてことにならないか心配していたのよ』

「一哉さんが独りになるなんてないと思いますけど。高校生の頃から皆の中心人物でしたし」

『そうでもないの。あの子あんな図体で態度も大きいけど、意外と奥手なところがあるのよ。好きな女性ができてもアプローチできないんじゃないかって心配だったの。でも澄夏さんと出会い、幸せな家庭を築いてほっとしているわ。ありがとうね澄夏さん』

「奥手……ですか？」

　一哉に対してそんな感想を持った覚えはない。

　見合い後の初めてのデートも彼は慣れた様子だったし、初めてのキスもセックスも、すべて一哉が主導で戸惑いやためらいなんて少しも感じなかった。

　彼の過去の恋愛について聞いたことはないけれど、人並みの経験は積んでいるはず。

（まあ、親に恋愛関係の話なんてしないものね）

『そうだ。この前一哉が帰ってきたときね、岩倉神社に行ったみたいなのよ』

　義母の言葉にドキリとした。

（この前帰った？　一哉さんが帰省したってこと？）

　彼からそんな話は聞いていない。

「あの、それはいつ頃でしょうか？」

『四カ月くらい前だったかしら。もしかして聞いていない？』

　義母の声音が変化した。澄夏は慌ててごまかしの言葉を口にする。

「い、いえ……すみません、その頃は実家の問題でいろいろパニックになってしまっていましたし、聞いたのに忘れてしまったのかもしれません」

『あ、そうよね。きっと一哉はそんな澄夏さんを心配して御守りを買いに行ったのかなって思ったのよ』

　岩倉神社は浄化・開運・厄やく除よけにご利益があると言われていて、訪れた人のほとんどが御守りを買って帰るそうだ。澄夏にとっては、一哉と初めて会話をした思い出の場所でもある。

（でも私は御守りをもらっていない）

　自分用に買ったのだろうか。いやでも、彼が持っているのを見かけた記憶がない。

　夫の持ち物を思い浮かべていると『ところで』と彼女の声の調子が変わったのに気がついた。

『あのね……』

　義母にしては珍しく歯切れが悪い。

「はい、どうかしましたか？」

『お父様の今後について、須和に少しでいいから報告してほしいの。できれば岩倉さんと直接話したいみたいなんだけどね』

「お義父様にですか？」

『ええ。一哉に聞いているみたいだけど、まともな返事をよこさないって言っていてね。須和も今回の件をとても心配しているのよ。うちの事業はもちろん、一哉の将来にも関わるわけだから』

　義母の本当の用件はこちらだったのだと今頃になって察した。おそらく義父の差し金で電話してきたのだろう。

「わかりました。お義父様に連絡するよう父に伝えます」

『ごめんなさいね。私はもう少しそっとしてあげたらって言ってるのだけど』

　そう言いながらも、義母の声にはほっとした気配が滲んでいる。

「いえ、私の配慮が足りずご心配をおかけしました」

　政略結婚の相手としての価値を失ったと突きつけられた気がして、気持ちが沈んだ。

　想像している以上に、須和家では父の進退が問題になっている様子だ。

　義父は寡黙な人で澄夏はあまり話したことがない。話すときは大抵一哉が一緒で、彼の隣で相づちを打つ程度だったから。それに厳しい雰囲気を少し苦手に感じていた。

（お義父様は私と一哉さんが離婚した方がいいと考えているのかしら）

　夫がこれまで父親の言いなりになっていた印象はないけれど、彼自身の考えが澄夏にはわからないから不安になる。




　義母との電話を切った後、すぐに実家に電話をして父に義父の希望を伝えた。

　わかったとは言っていたが、実際連絡はしないかもしれない。

　その場合は澄夏が義父と話す必要があるだろう。

（気が重い……）

　義母が何気なく発した一哉の帰省の件も、澄夏の心を暗くしていた。

　日帰りできる距離だから、なんらかの仕事で近くまで行き立ち寄った可能性はある。

　でもそれを澄夏に黙っている理由がわからない。ひとりだけ里帰りしたからって澄夏は責めたりしないのに。

（言い忘れたのか、あえて黙っているのか、どっちなんだろう）

　気がかりでいっぱいでしばらく考え込んでしまったが、いつまでもぼんやりはしていられない。今日の予定をこなさなくては。

　座っていたソファーから腰を上げたタイミングで、今度はスマートフォンが鳴った。

　この音は夫からのメッセージだ。ダイニングテーブルに置いていたスマートフォンを取りに行き画面をタップする。

【十時頃に忘れ物を取りにいったん帰る。部下を連れているけどかまわなくて大丈夫だから】

「え……今から」

　澄夏は思わず独りごちた。仕事に出た夫が一時帰宅するのは、かなり珍しいことだ。

【わかりました。待ってます】

　返信をしてから時計を見遣ると九時三十分を過ぎていた。彼が戻るまでの間に、玄関周りやリビングなどが乱れていないか念のためチェックすることにした。部下を連れて帰ると書いてあったので、できるだけ整った状態で迎えたい。

　今日は四月にしてはかなり気温が高く喉が渇いているかもしれないから、キッチンに行って冷たいお茶をすぐに出せるように準備をしておく。それから自身の身支度をもう一度確認していたら、予定より五分早く夫が帰宅した。

　彼はもちろん鍵を持っているけれど、澄夏に気を使ったのかロビーからインターホンを鳴らしてくれたので、慌てずに出迎えられた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　夫の部下を歓迎しようと、彼の背後に目を向ける。

　その瞬間、心臓がどくっと跳ねた。

　少し遅れて玄関に入ってきたのは、若く美しい女性だったのだ。

「澄夏、こちらは部下の南な雲ぐもさんだ」

　動揺する澄夏に、一哉が女性を紹介する。

「あ……あの、主人がいつもお世話になっております」

（部下って女の人だったんだ）

　なぜだか男性だと思い込んでいた。

「南雲真ま咲さきと申します。須和さんにはいつも熱心にご指導いただいています」

　南雲真咲は同性の澄夏が見惚れてしまうような美女だ。

　一哉と並ぶとバランスのよい長身で、澄夏より十センチ近く高く百七十センチはありそうだ。彫りの深い華やかな顔立ち。手入れが行き届いているのがわかる艶やかなミディアムヘア。シンプルなメイクとネイビーのスーツが、彼女の素材のよさを引き立たせている。

（こんなに綺麗な人が、一哉さんの部下だなんて）

　澄夏の中で焦りのような思いが湧き上がる。

「少し待っていてくれ」

　一哉は真咲にそう告げてから、澄夏をちらりと見遣り書斎として使っている部屋に向かった。

「あの、南雲さん、お待ちいただく間、中にどうぞ」

　澄夏は客用スリッパを出して、真咲をリビングに促す。

「失礼します」

　彼女はさりげなくリビングを見回してから、澄夏が勧めたソファーに腰を下ろした。

「すぐに冷たいものをお持ちしますね」

「いえ、おかまいなく」

　声をかけてキッチンに向かおうとしていた澄夏を真咲が止めた。

「遠慮しないでくださいね」

　夫の部下という立場ゆえ遠慮しているかと思ったが、振り返り真咲と目が合った瞬間、そうではないのだと気がついた。

　彼女の顔から、先ほどまで浮かべていた感じのいい笑みが消えていたのだ。澄夏を見すえる目には、怒りの感情が込められているようにすら見える。

（私、なにか気に障ることをしてしまった？）

「奥様は、かつて与党の総務会長を務められた岩倉先生のご息女と伺っています」

「え、ええ。そうですが」

　粗相があったのかと心配していたところに突然のプライベートな質問がきたため、面食らった。

　戸惑いが顔に出てしまっているだろうに、真咲は気にならないのか平然と続きを口にする。

「須和さんとは政略結婚だそうですね。今回岩倉先生が落選されましたが、今後はどうされるのですか？」

「どうって……」

　あまりに踏み込んだ問いに呆気に取られた。失礼だと感じる。とはいえ相手が夫の部下と思うと反論しづらい。

「奥様？」

　返事を促されて、澄夏はため息をついた。

「なぜそのような質問を？」

　結婚生活という最もプライベートな問題が、仕事に関わるとは思えないのに。

「それは……」

　真咲はわずかにためらいながらも、すぐに自信にあふれた笑みを浮かべた。

「私、須和さんとは個人的にお付き合いをしているんです。ですから奥様との今後の関係も気になってしまいます」

「え？　お付き合いって……まさか……」

（嘘！　一哉さんがこの人と浮気をしているっていうの？）

　青ざめる澄夏に、真咲が微笑みかける。

「仕事だけでなくプライベートでも親しくさせていただいています」

「……友人としての付き合いがあるということですか？」

　わずかな希望を持って問いかける。けれど真咲はあきれたように苦笑いをした。

「わざわざただの友達宣言をすると思うんですか？」

「え？」

「いえ……私は須和さんをひとりの男性として慕っています。彼も私を信頼してくれていて、なんでも話し合えるとてもいい関係なんですよ。ですから奥様が現状をどうお考えなのか気になってしまって。ぶしつけな質問で驚かせてしまったようで申し訳ありません」

　真咲は謝罪の言葉を口にしたものの、とても本心から謝っているようには見えなかった。

　それはそうだ。ここで悪いと感じるような人なら初めから余計な発言はしないはず。

（まるで宣戦布告されたみたい）

　彼女の口ぶりから、一哉とはかなり親密な関係なのだろう。

（男女の関係なのかもしれない）

　はっきり言わないのは自分が不利になるとわかっているからか。

　けれど、澄夏に身を引いてほしいと意思表示されたようなものだ。

　ドクンドクンと心臓が音を立てる。

（いやだ……）

　一哉を渡したくない。夫婦の関係を壊さないでと思うが、言葉が出てこない。

「悪い、待たせた」

　冷ややかな沈黙が訪れるリビングのドアが開き、同時に低くクールな声が耳に届く。

　澄夏が振り返り目が合うと、ドアの近くで佇んでいた一哉が怪訝な表情になった。

「どうかしたのか？」

　彼は澄夏のそばまで来て、様子をうかがうように見下ろす。

「顔色がよくないな」

「大丈夫」

　ちっとも平気ではないし真咲の話が本当なのか確認をしたいが、本人がいる前では話したくない。

「須和さん、そろそろ出ないとまずいです」

　一哉は澄夏を見つめていたが、割り込んできた真咲の声に「わかった」と答えた。

「疲れているんだろうな。あまり無理はするなよ」

「ええ、いってらっしゃい」

　部屋を出ていくふたりを眺めていた澄夏は、真咲のバッグに目を向けた瞬間、思わず声をあげそうになった。

　なんとか抑えたけれど、心臓がドクドクと音を立てている。

（あの御守りは……）

　真咲の黒いビジネスバッグには小さな赤い御守りがついていた。

　どこから見ても洗練されたキャリアウーマンの彼女のバッグに、御守りというのがあまりにミスマッチで目に留まった。信仰心があったとしても、普通は見えないところにしまっておくのではないかと。

　そんなふうに気になって見ていたせいで、気づいてしまった。あれは岩倉神社の御守りだと。

　同時に義母から聞いた話を思い出した。

（お義母様が言っていた、一哉さんが買った御守りは彼女のためのものだったの？　それとも一緒に行った？）

　頭の中は疑問でいっぱいだ。今すぐ一哉を呼び止めて問いただしたくなる。

　しかし仕事の邪魔はできない。澄夏は込み上げる衝動をこらえて、真咲と連れ立って出ていく一哉を苦しい気持ちで見送った。




　部屋にひとりになると、澄夏は脱力してどさりとソファーに座り込んだ。

（南雲真咲……一哉さんが以前話していた信頼できる部下って、彼女だったのね）

　以前に一度だけ同僚の話題が出た。

『信頼できる部下がいるんだ。仕事も人あたりも完璧で、部下だけど尊敬している』

　一哉はそんなふうに最高の誉め言葉を口にしていた。彼が職場の話題を出すのは珍しいことだったのでよく覚えている。

　頼りになる部下がいてよかったと、彼の話を聞いていたのだけれど。

　たしかに真咲の容姿は完璧だった。でも人あたりは……どうだろう。澄夏にとってはあまりいいと思えなかった。彼女の言葉は悪意があるように感じたし、澄夏の地元の御守りを隠しもせずにつけていたところといい。

　けれどそんなふうに思うのは、恋のライバルだからだろうか。

（でもライバルっていうのは違うかもしれない）

　自分は妻で彼女は部下と立場が違う。ただ、一緒に過ごす時間は同僚である彼女の方が格段に多い。

　激務の一哉は早朝に登庁して深夜帰宅する。きっと彼女も似たようなものだと思う。

（それに今だって一緒にいるのだし）

　時間だけでなく、澄夏には話せない業務上の機密も彼女とは共有して相談し合えるのだろう。

　政略結婚の愛していない妻と、信頼できる完璧な同僚。客観的に考えると真咲に軍配が上がりそうだ。真咲の言うようにふたりが恋人関係なのだとしたらなおさらだ。

　いや、そもそも張り合うこと自体が間違っているのかもしれない。

（もし一哉さんも彼女と一緒になりたいと思っていたら……）

　澄夏が身を引いて別れた方が彼のためにはなる。そんな状況になってほしくないけれど、今の澄夏は父といううしろ盾がなく彼を引き留めるだけの利点はないのだから。

　沈んだ気持ちを立て直せないまま、予定通り礼品の手配を済ませ、その後は夕食の準備をした。ほかの家事を済ませた頃には日が落ち、外は暗くなっていた。

（一哉さんは今日も遅いよね）

　澄夏は、スマートフォンの画面を眺めてため息をついた。

　普段なら夕方に帰宅予定を知らせる電話かメッセージがあるのに、今日に限って音沙汰なし。澄夏の方からメッセージを送ってみたが、未読のままだ。

　もやもやとした気持ちが胸を覆い、焦燥感のようなものが込み上げてくる。

　それは間違いなく日中の南雲真咲の発言が原因だ。

（彼女も一緒に残ってるんだろうな）

　以前一哉に聞いた話では、議員からの質問書が回ってくるタイミングがギリギリの場合もよくあるので、そうなると徹夜確定。夕食を取る暇さえ惜しいとのことだった。

　きっと戦場のような状態なのだろう。そんな状況だったらたとえ同じ職場にいたとしても、お互い自分の仕事で精いっぱいのはず。プライベートの会話をしている場合ではないと思う。

　頭ではそうわかっているものの、不安が拭えない。一哉と真咲が寄り添い語り合っている姿を想像してしまい、たまらない気持ちになるのだ。




　ひとりの食事をして入浴を終えると午後十一時を過ぎていた。

　一哉は深夜帰宅のときは先に寝ていてほしいと言う。待っていられるとわずらわしいのかもしれない。だけど今夜は、どうしても出迎えて少しだけでも話したい。

　それから三十分。依然として連絡はないままでさすがに心配になり、澄夏は一哉に電話をした。急用でもない限り仕事中の電話は遠慮しているが、ここまで音沙汰なく帰りが遅いのは初めてだ。真咲の件もあるが帰宅中に事故に巻き込まれたなどの可能性もよぎり、かけずにはいられなかった。

　スマートフォンからは呼び出し音が聞こえるだけで、一哉はなかなか出てくれない。

　あきらめて切ろうとしたとき、ようやくコール音が止まり、応答する声が聞こえてきた。

『はい』

　ほっとしたのはつかの間。電話に出たのは一哉ではなく女性の声で、予想外の状況に澄夏は思わず息をのむ。

　無言の澄夏に、相手は『奥様ですよね』と平然と言った。

「はい、あなたは……」

『今日お目にかかりました南雲真咲です』

　やっぱりと心の中でつぶやく。

「あの、夫は？」

（なぜあなたが電話に出るの？）

　そう聞きたいけれど、澄夏に問いつめる勇気はなかった。

『須和さんは今出られません』

　真咲の方は堂々としたものだ。うしろめたさなどなにもないといった様子。

「席をはずしているということですか？」

　そもそも今どこにいるのだろう。庁舎で仕事をしているにしては、電話の向こうはシンとしており、ほかに人がいる気配がない。

『いえ、今眠っているんです。かなり疲れているから起こすのはかわいそうなので』

「寝てる？」

（仮眠を取っているということ？）

　いや、違う。一哉はいつも庁舎で仮眠するより帰宅して短時間でも落ち着いて寝たいと言っているのだから。

「あの、仕事中ですよね？　いったいなにを……」

『なにをって、眠っているところだと申し上げましたよね？　須和さんはとても疲れている様子なので起こしたくありません』

「……疲れて寝てしまったのなら起こして帰宅するように言ってください」

　動揺しているせいか、きつい口調になっていた。

『昼間もお伝えしましたが、私と須和さんはプライベートでも付き合いがあります。その付き合いを奥様に邪魔されたくはありませんし、指図も受けません』

「……今どこにいるんですか？」

『安全な場所です。彼のことは心配いりません。私がついていますので』

　真咲はそう言ったきり口を閉ざしてしまった。

（今は仕事中ではなく、退庁後にふたりで出かけたの？　それとも疲れて庁舎で仮眠しているだけ？）

　澄夏の焦りは大きくなるばかりだった。真咲は不安になるような情報だけを語り、澄夏が聞きたいことには答えてくれないからだ。だけど一哉が帰宅していないことと、真咲が電話に出たのは事実。

　ずきんずきんと胸が痛む。澄夏は失望に目を伏せた。

「では、起きたら連絡するように伝えてください」

　これ以上真咲に質問しても彼女ははぐらかすだろうから無駄だ。それにだんだんと口調がきつくなっているのは、おそらく澄夏に苛立っているからだ。

　思うところは多々あるけれど、夫の部下である彼女と争うわけにはいかない。

『わかりました』

　真咲は澄夏の言葉を聞かず、電話を切った。

　通話の切れた機械音がツーツーと虚しく鳴っている。

　澄夏はぼうぜんとスマホを眺めて、うなだれた。

　一哉と真咲が恋人同士であるのは間違いないように思える。もし真咲の言葉が嘘でふたりは上司と部下の関係だったとしても、真咲は一哉が携帯を預けるほど信頼している相手で、ふたりの間には確固たる絆がある。

（やっぱり一哉さんは本心では南雲さんを好きなんだろうな）

　それに義母が言っていた件もある。父が落選してからずっと考えていたこと。

（私は一哉さんの妻でいる価値がなくなった）

　澄夏だけでなく、義父やそのほかの人も同じように感じているはずだ。そのことから目を背けてきたけれど。

（これ以上、気づかないふりをしていられない）

　澄夏は彼といたいけれど、そのせいで夫を不幸にしてはだめだ。

　とはいえすぐに話し合って離婚を申し出る勇気も覚悟もないし、かなり混乱している自覚があるから、距離を置いて心を落ち着ける時間が欲しい。ひとりでゆっくり考えれば、正しい判断ができそうな気がした。

　疲弊した心を立て直して、冷静に話し合おう。

　だけど……離れる前にあと一度だけ。彼と過ごしたこの一年の月日を終える前にあがいてみたい。

　スマートフォンを手にして緊張しながら発信する。

　また真咲が出たらと思うと不安だったが、一哉も真咲も応答しなかった。

　あまりしつこく連絡するのも気が引ける。

（待つしかないな……明日の朝までに一哉さんが帰ってきたら、素直にこのつらい気持ちを伝えてみよう）

　心から愛していると。これからもそばにいたいのだと。

　それはとても勇気がいることだし、彼を困らせるだけかもしれない。

　彼から少しでも澄夏と別れたい気持ちを感じたら、別れを受け入れるつもりでいる。でももしこのまま夫婦関係を続けたいと言われたら。

　そのときは、義両親をはじめとした周りの人に反対されてもがんばりたいと思う。

　静かな部屋で澄夏は夫の帰りを待ちわびていた。




　翌朝。澄夏はアラームよりも先に目を覚ました。起きて待っているつもりが、いつの間にかソファーで寝落ちしていたようだ。

　起き上がり部屋を見回す。一哉が帰ってきた気配はない。それでもわずかな期待を捨てきれず寝室に向かう。

　彼のベッドは昨日ベッドメイキングした状態から変化がない。しわひとつない様子は一哉が眠らなかったのだと示していて、澄夏は深く落胆した。

（結局、帰ってこなかったんだね）

　スマートフォンを手にして着信を確認する。夫からの連絡は途絶えたまま。

　無断外泊は結婚してから初めてだ。

　ショックだけれど、こうなると心のどこかで予想もしていた。

　仕方がない。帰ってこなかったらあきらめると決めたんだから。

　胸はズキズキと痛み、これ以上がんばる気力が湧かない。




　澄夏は身支度をして、朝食をつくる代わりに荷造りを始めた。

　昨夜決めた通り、しばらく家を離れるつもりだ。

　長期滞在の準備をするとキャリーケースには収まらず、大きなボストンバッグまで引っ張り出すはめになった。

　終わった頃にはクローゼットの中はすっきりしていて、もし彼がこの扉を開けたら妻が家出をしたと思いそうだ。

（実際、家出のようなものかもしれないけれど）

　一度家を出た後は、夫婦関係が変わっていくはずだ。

　澄夏から離婚を提案したら、彼は離婚に合意するだろう。

　そのときを想像すると苦しさが襲ってくる。

　早くも後悔しそうな弱い心を振りきって、荷造りを続ける。

（自分で決めたんだから、迷うのもいい加減にしなくちゃ）

　ふいにいつか一哉に話した言葉を思い出した。

『なにかを決めるときは覚悟と責任を持たないといけないそうです。たとえ失敗しても自分のせいで……』

　今の澄夏には身につまされる言葉だ。

（受け売りとはいえ一哉さんに偉そうに言ったんだから、私もちゃんと覚悟をしよう）

　クローゼットは終わったので、次はドレッサーの化粧品と装飾品に取りかかる。

　この際なので不要品は処分して、必要なものだけをより分ける。化粧品はやはり今使用しているものがメインになった。

　そして装飾品は一哉にプレゼントでもらったものばかりが残った。

（これは誕生日プレゼントでこっちはクリスマス。結婚記念日のネックレスもある）

　一年とまだ短い結婚生活だけれど、彼にもらったものが意外にある。

　一哉が自分で選んだのかはわからないけれど、彼は夫としての務めは果たしてくれていた。

（義務感からの贈り物でもうれしかったな）

　だからこそ彼の負担になりたくないし、役に立てないのに同情心と義務感で一緒にいてもらってもつらいだけだと感じているのだ。




　一哉は夜十時すぎに帰宅した。

「ただいま。昨日は帰らなくて悪かった」

　彼は疲れの滲んだ顔でそう言った。

「大丈夫。仕事が忙しかったんでしょう？」

「ああ。海外から撤退した企業への支援について検討しなくてはならないことが山のようにある中、質問状の対応も入ってうちの部署はほとんど徹夜だ」

　よほど疲労とストレスがたまっているのだろうか。うんざりしたような口ぶりだ。仕事について澄夏に話すのも珍しい。

「大変だね……体調に問題はない？」

「ああ」

　一哉の様子を見る限り、昨夜澄夏と真咲が話したのは知らないようだ。

「食事はどうする？」

　時間的にもう食べてきているはずだろうが、念のために聞いてみる。

　すると彼は予想外にいると返事をした。

（今日は南雲さんと過ごさないんだ）

　ほっとしたような、苦しいような複雑な気持ちになりながら、用意しておいた鰆さわらのソテーと野菜たっぷりのスープをメインとした夕食をテーブルに並べる。

　ビジネススーツから部屋着に着替えてきた一哉は、テーブルを見ると目もとを和らげた。

「やっぱり家の食事はいいな」

　初めて聞く言葉に内心驚いた。

（南雲さんと過ごす方がいいんじゃないの？）

　思わず声に出しそうになった。

「あとは寝るだけだって、ゆっくりできるものね」

　ダイニングテーブルの椅子を引き、向かい合わせで腰を下ろす。

　食欲がなくて食事をしていなかった澄夏の分も用意した。

「いただきます」

　一哉は本当に空腹だったようで、いつもよりも箸を運ぶ速度が速い。

「おかわりはいる？」

「ああ、頼む」

　彼の茶碗を受け取りご飯をよそう。結婚当初彼は自分で動こうとしたが、澄夏がやりたいと言い続けたからか、最近はためらいなく茶碗を渡してくれる。

　自分でやるべきだという意見があるのは知っていても、澄夏の場合は彼の世話がしたくて率先してやっている。

（こんなことくらいでしか、自分が彼の妻だって実感できないからかな）

　一哉は二杯目ももりもりと食し、スープもお代わりをした。たくさん食べてくれると作ったかいがある。

「久しぶりにちゃんとした食事をしたな」

　食後のお茶を飲みながら、一哉がしみじみと言う。

「……昨日はどうしたの？」

　澄夏の言葉に、一哉はどこか気まずそうな顔をした。

「昨夜は連絡できなくて本当に悪かった」

「大丈夫。でも事故に遭ったんじゃないかと心配した」

「本当に怒ってないか？」

　澄夏は少し首をかしげた。一哉がこんなふうに澄夏の機嫌をうかがってくるのは珍しい。

（南雲さんとの関係がばれたと心配しているのかな）

　真咲と違い、彼は恋人の存在を隠したいようだし。

　澄夏は真咲との関係や昨夜なにがあったのかを知りたいけれど、なかなか言い出せずにいる。一哉の口から真咲が好きだと言われるのが怖いのだ。

「澄夏？」

「あ……本当に怒ってないから」

　はっきり告げると、一哉はほっとしたように表情を和らげた。

「よかった。昨夜はいつも以上に忙しかったんだ。ようやく抜け出して澄夏に連絡をしようとしたら充電が切れていた。次に抜け出せたのは夜中で、連絡するには遅すぎたからやめておいた」

「そうだったんだ」

「今朝になっても澄夏からなんの連絡もなかったから、これは相当怒っているなと思ってた」

「え？」

　澄夏は目を丸くした。

「どうした？」

「いえ、私、電話したけど……」

　澄夏の言葉で、一哉も驚きの表情になる。

「着信はなかったはずだ」

　一哉はリビングのソファーに放置してあったスマートフォンを取りに行き、画面をタップした。おそらく着信履歴を確認しているのだろう。

「やっぱりないな」

　一哉は画面を澄夏にも見せてくれた。たしかに見あたらない。

（どうして……あ、私の発信履歴を見ればいいんだわ）

　部屋着のポケットに入れておいたスマートフォンを取り一哉にも見てもらおうとしたとき、彼のスマートフォンが着信の音を鳴らした。

　嫌な相手からなのか、一哉はわずかに眉をひそめてから応答する。

「はい……え？」

　受話器から男性の声が漏れ聞こえた。なんだか慌てている様子だから仕事でなにかあったのだろうか。一哉は受け答えしながら書斎に向かう。

（一哉さんに見せるタイミングをなくしてしまった）

　あの様子ではしばらく戻ってこないだろう。

　ひとり残された澄夏は小さなため息をついてからスマートフォンの画面を確認した。

　しっかりと発信履歴がある。

（いったいどうして……）

　真咲が出たときの履歴は彼女によって消されている可能性がある。そうしなければ一哉が気づいてしまうから。二度目も彼女が消したのだろうか。

　証拠もないのに犯人扱いはよくないことだが、どうしても疑惑は消えなかった。




　三十分ほどして一哉が書斎から出てきて、シャワーを浴びにバスルームに行った。

　深夜零時になろうとしているけれど、澄夏は寝室で彼が来るのを待っていた。

　今夜のうちに家を出ることを伝えようと思っている。

　もちろんいきなり離婚なんてワードを出すつもりはなく、実家の問題で向こうに長期滞在したいと言おうと思っている。そうすればもめずに別居が進むはず。

　話の切り出し方を考えていたら、予想より早く寝室のドアが開いた。

「こっちにいたんだ、もう寝るのか？」

　パジャマ替わりのＴシャツ姿の一哉の手には、ペットボトルのミネラルウォーターがある。

「ううん。一哉さんに話があるの。時間はかからないから」

「話？」

　一哉はスペースを空けて並んでいる彼のベッドに腰を下ろし、ペットボトルの蓋を開けた。

　膝を突き合わせる形になる。どうやらすぐに話を聞いてくれるらしい。

「あの……しばらく実家に帰りたいと思って」

　離れるのはお互いのためだけど、激務の彼を置いて実家に帰るというのは申し訳さを覚えて気まずさが込み上げる。

　彼はかなり驚いたようだった。

「しばらくって、二、三日ってわけじゃないよな？」

「うん。戻る日は決めないで行きたくて」

　一哉の表情がわずかに曇った。

「お義母さんの具合がよくないのか？」

「変わらずといったところ。心配かけてごめんなさい」

　本当の目的を隠している罪悪感に心が疼うずく。

「いや、俺の方こそ、もっと気を使うべきだったな。お義母さんの病院にも顔を出せなくて申し訳ない」

　彼が気遣うように言ってくれるけれど、澄夏は複雑な気持ちになった。

（でも一哉さんは、一度地元に帰ってるんでしょ？　それも私には秘密にして）

　そんな考えが浮かんだのだ。自覚している以上に隠されていることに傷ついているのかもしれない。

「急で悪いんだけど、明日出発したいと思ってる」

「そうか……わかった」

　彼がどことなく落ち込んでいるように見えるのはきっと気のせいだ。

　澄夏自身が落ち込んでいるから、そう感じるのだろう。

（私がいない方が一哉さんだって楽なはず）

　それに義父も、これを機に離婚に進められると動きだすかもしれない。

「そろそろ寝ようか。一哉さんは明日も忙しいものね」

　一哉は疲れているだろうから、話を終えようとした。

　しかし彼はうなずく代わりに腕を伸ばし、澄夏をぐいっと引き寄せた。

「えっ？」

　彼の力に逆らえるはずもなく、澄夏は引っ張られるまま一哉の胸に飛び込んだ。そのままぎゅっと抱きしめられて腕の中に閉じ込められる。

「い、一哉さん？」

　彼がこんな勢いに乗ったような行動をするのは珍しい。いったいどうしたのだろう。

　顔を上げようとしたけれど、ぴったりと胸に抱き寄せられているため叶わない。

「あ、あの……」

　もぞもぞと動きなんとか顔を上げる。その途端に澄夏を見下ろしていた彼と目が合い、どきりとした。なにか訴えかけるような切ない眼差まなざしだ。

「一哉さん？　どうし……んっ」

　なにかあったのかと聞こうとしたものの、それより前にキスで言葉を塞がれた。

「んん……あっ……」

　一哉と初めてキスをしたのは、お見合い後何度か会った後だ。

　澄夏にとっては人生初めてのキス。そのことを一哉に伝えてはいないけれど、男慣れしていない澄夏の態度や反応から察したのか、さらりとした挨拶のようなキスだった。

　それでも澄夏にとっては頭が沸騰するような刺激的な出来事で、たぶん顔は真っ赤になっていたと思う。

　正式に結婚が決まり会う回数が増えても、一哉はとても紳士的だった。

　デートの別れ際のキスは爽やかで胸がときめくようなもの。

　初夜は挙式の日の夜だった。そのとき初めて、息もできないような大人の口づけを彼に教えられた。思考が真っ白になる澄夏に触れる手はあくまで優しくて、決して無理強いはしなかった。

　その後、週に二度ほど夫婦生活があったけれど、一哉は変わらず澄夏を気遣ってくれていた。

　けれど今、知らなかった彼の一面を見せつけられている。

　一哉の力の強さを思い知らされるような、息もできないような抱擁。深いキスは澄夏がびくりと体を震わせても終わらない。

　何度も角度を変えて繰り返し、気づけば一哉のベッドに仰向けに押し倒される体勢になっていた。

　一哉の舌が澄夏のそれに絡んでくる。すると背筋にぞくぞくとした感覚が這い上がり、澄夏は声にならない声をあげるしかない。

　どれくらいそうしていたのか、思考があやふやになった頃ようやく解放された。

　苦しさと快さで視界が涙で滲んでいる。そんな澄夏を労わるように一哉は今度はとても優しいキスで澄夏の涙を拭う。

「あ……一哉さん……」

　彼の眼差しは熱っぽく、澄夏を捉えたまま離さない。

「澄夏……今夜は離してやれない」

　なにかに耐えるようにかすれている声が発する、ストレートな言葉。

　いつもは必ず澄夏の意思を確認する彼が、こんなふうに有無を言わせない発言をするのは初めてだ。今夜はなにもかもが違う。

（一哉さん、どうしたの？）

　澄夏は戸惑ったものの、小さくうなずいた。

　これから離婚しようと考えている夫とこんなことをするなんて、自分でもどうかと思う。

（でも一哉さんを拒否するなんてできない）

　今の彼は強く澄夏を求めていると感じる。その激しさに恐れもあるけれど、それ以上に好きなのだ。

（一哉さんがこんなふうに求めてくれるのは初めて）

　なぜ急に変化が起きたのかはわからない。それでも今、夫は自分だけを見つめ求めている。

　澄夏は一哉の首に腕を回して彼の大きな体を引き寄せた。澄夏をつぶさないようにしてくれているのか、重すぎることはなく、触れ合う温かさが心地よかった。

　一哉は切なそうに目を細めて、澄夏の頬をなでる。そのまま口づけられた。

　寝室に熱気がこもっていくようだった。

　キスが深く激しいものになり、彼の手が素肌をあますところなく這う頃、澄夏はここがどこかわからなくなるような陶酔感に襲われた。

　今夜の彼の愛撫は執拗で徹底的だ。

　澄夏は夫の動きひとつに敏感に反応した。快感でこぼれる声の合間になにか口走っているような気がするけれど、もうよくわからない。

「澄夏……」

　耳もとで一哉がなにかささやいた。

　ぼんやりとした目を彼に向けようとした瞬間、彼のものが澄夏の中に押し入ってきて、澄夏は悲鳴をあげてのけ反った。

「あ……あ……」

　それまで感じたことのないような激しい快楽にどうかしそうだ。

　一哉が腰を動かし始めた。澄夏はただただ翻弄されて、いつ眠りについたのかわからないまま朝を迎えた。




「……夏……澄夏……」

　優しく肩をゆすられて目覚めると、大好きな夫の顔が目の前にあった。

　まだ覚醒しきれずぼんやりと瞬きする澄夏に、一哉が微笑みかける。

「おはよう」

　夫は今日も爽やかで完璧だ。みずみずしい肌は激務の疲れをうかがわせない。昔から変わらないブラックショートヘアはきりりとした雰囲気の彼に相変わらず似合っているし、隙のない着こなしのスーツ姿はエリート官僚にふさわしい。

（一哉さんは本当にいつ見ても素敵で……ってあれ？）

「え……嘘っ、朝？」

　ようやく状況に思い至った澄夏は慌てて体を起こす。

　その勢いで上掛けがはらりと落ちて、なにも着ていない上半身を彼にさらすはめになった。

「あっ！　ごめんなさい」

　慌てる澄夏の代わりに一哉が上掛けを引っ張る。体を隠せてほっとしたのもつかの間で、一哉は澄夏の頬に触れて顔を寄せた。

　端正な顔が迫り、澄夏は鼓動が乱れるのを抑えられない。

（一哉さん、どうしたの？）

　昨夜からの彼の態度がいつもと違うような気がして仕方ない。

　夫婦の距離が突然縮まったような気がして戸惑う。

　別れを決意しているから敏感になっているのだろうか。

　どちらにしても澄夏は、今でも夫に見惚れて平然とはしていられなくなる。

　照れているのが態度でわかるのか、一哉がくすりと笑った。

「今日はゆっくりしていて」

　甘く優しい声が耳もとでささやく。

（どうしてこんな声……）

「で、でも今日実家に帰ろうと思ったから」

「ああ、そうだったな」

　一哉の声があからさまにトーンダウンした。

「一哉さん、あの、今日じゃない方がいい？」

　彼が不機嫌になったような気がしてそう聞いた。

「いや、岩倉家が今大変な時期なのはわかってる。帰ってお義父さんたちのフォローをした方がいい」

「あ、ありがとう」

「でも寂しいな」

「えっ？」

　澄夏の心臓がドクンと跳ねた。

（今、寂しいって言った？　まさか……）

　一哉がそんなセリフを口にするはずがない。彼は弱音を吐くタイプじゃないし、澄夏がいてもいなくても生活は変わらないのだし。

（それに南雲さんもいる）

　だけど、もしかして彼も離れがたく感じているのではと、都合のいい期待を抱かずにはいられない。

　彼と離れると決めたのに、早くも心が揺らぎそうになっている。

（ああ、一哉さんの本心がわかったらいいのに）

　じっと見つめても彼の心を読むことはできない。

　一哉が顔を少し傾けて口づけてきた。

　朝からこんなことをするなんて、初めてだ。

　驚きながらも、彼と触れ合いたくて澄夏は目を閉じて受け入れる。

（一哉さんが好き……）

　そんな思いがあふれ、澄夏も積極的にキスに応える。

「んっ、んん……」

　爽やかな朝の光が差し込む寝室に、くぐもった澄夏の声が響く。

　背徳感を覚えながらもやめられない。

　澄夏の背中に回る一哉の腕に力がこもり、抱き寄せられた。

　ふたりの間には隙間がなくなり、貪るようなキスを繰り返す。

　頭の中は真っ白になり、彼のこと以外は考えられなくなる。

　お互いの体が離れたとき、澄夏の視線は定まらず、ぼんやりと目の前の夫を眺めていた。

「ごめん、離れがたくて強引なことをした」

　一哉の声もかすれていて、彼が欲情していたのがわかる。

　澄夏は小さく首を横に振る。

「澄夏、やっぱり……」

　一哉がなにか言いかけたそのとき、場違いな機械音が鳴り響いた。

　澄夏も一哉も体をびくりと震わす。

「……ごめん」

　彼は澄夏にそう言い、スーツのポケットからスマートフォンを取る。

「はい」

　先ほどまでの甘さや切なさの余韻はまったくない彼の冷静な声がする。

『朝早くにすみません、南雲です』

　受話器の向こうの声が漏れ聞こえてきた。もし名乗っていなくても誰だかわかっただろう。それほど忘れられない声の相手。南雲真咲。

　起き抜けの澄夏とは違い、きりりとした声だ。一哉は澄夏をちらりと見てから口を開いた。

「大丈夫だ。なにかあったのか？」

『ええ。今日の答弁の件で追加で確認したいと大臣付きから連絡が。何時頃こちらに来れますか？』

「三十分後には着くと思う。データを揃そろえておいてくれるか？」

『はい、わかりました』

　一哉の表情は険しいし、真咲も余計な発言はなくあくまでビジネスライク。

　澄夏に詳細はわからないが、相当立て込んだ状況なのだろう。緊迫した気配がこちらにまで伝わってくるようだ。

「悪いな、フォローしてもらってばかりで。着いたら交代するから休んでくれ」

　一哉の声ががらりと変わった。ビジネス的なドライさが消え、代わりに相手を気遣うやわらかさを感じる声音。

『大丈夫。あとひと息だもの。でも、落ち着いたら食事にでも連れて行ってくださいね』

　真咲の声も変化した。どこか甘えるような、女の声。

　一哉との濃厚な触れ合いで熱を持っていた心と体の温度が下がる。

　澄夏が入り込めないふたりの絆を目まのあたりにしたからだ。

「ああ、わかった。それは心配するな……後でな」

　一哉のやわらかな声が続いている。いつの間にか一哉は澄夏と距離を取っていたため、真咲の返事は聞こえなくなった。

　通話を終えた一哉はスマートフォンをスーツのポケットにしまってから、澄夏に視線を向けた。

「すぐに出なくてはいけなくなった」

「問題が起きたの？」

　内容が少し聞こえていたけれど、あえて聞いてみる。

「ああ」

　一哉はうなずいたものの詳細は語らない。彼が妻に仕事について話さないのはいつものことで、それは機密事項だからだとわかっているけれど、真咲との電話を聞いた今は疎外感を覚えた。

「後で電話するから」

「うん。玄関まで見送りできなくてごめんなさい」

「大丈夫。昨日無理をさせたから。できるだけゆっくりしていて」

　一哉は澄夏の頬にすばやくキスをしてから部屋を出ていく。

　寝室のドアがパタンと閉じると、澄夏は自分の頬にそっと手をあてた。

　胸が痛くてじわりと涙が滲む。

（どうして今、キスなんてするの？）

　彼はこれから真咲のところに行き、力を合わせて仕事をするというのに。

　まるで妻を愛しているかのような行動で、澄夏の戸惑いは大きくなる。

（南雲さんは彼にとって必要な人）

　対して自分には、もう彼の助けになるだけの価値がない。それは義父も感じている不安要素だ。

　だからこそ身を引く決意をしたというのに。

　ここにきて彼の態度が澄夏を混乱させる。

（これ以上好きにさせないで）

　同情からなら愛情を見せないでほしい。未練を捨てられなくなってしまうから。




　澄夏は一哉が家を出てしばらくしてから、ベッドを出て身支度を始めた。

　通常の清掃に加えて冷蔵庫の中も綺麗にし、昨日のうちに用意しておいた荷物を持って家を出た。




　東京駅から電車で二時間ほどに位置する地方都市が、澄夏の生まれ育った町だ。

　駅を出ると懐かしい景色が目の前に広がり、いつ来てもほっとする。

　実家まで駅から徒歩で二十分ほどかかる道のりを、普段は散歩がてら歩いている。しかし今日は荷物が多いのでタクシーで向かうことにした。

　乗り降りする際のドアの音で気づいたのか、玄関で澄夏が子どもの頃から岩倉家で働いてくれている家政婦の中なか元もと和かず子こが出迎えてくれた。

「澄夏さん、おかえりなさい。今日はずいぶん大荷物ですね」

　和子は澄夏が玄関に運び込んだキャリーケースを見て、目を丸くする。

「今回は少し長めにいようと思って」

「それは旦那様もお喜びになりますよ」

　うれしそうな和子に、澄夏は微笑んだ。

「お父さんはいる？」

「はい。書斎の方に」

「ありがとう。挨拶してきますね」

　澄夏はキャリーバッグを結婚後もそのままにしてある自室に運び、それからすぐ書斎に向かった。ノックをして声をかける。

「お父さん、澄夏です」

「入りなさい」

　しわがれた声の返事はすぐにきたので、引き戸の扉をすべらせ中に入る。父は大きなデスクの前のリクライニングチェアに座っており、澄夏を見て目を細めた。

「帰ったのか」

「お母さんが心配だし、しばらくこちらで過ごそうと思って」

　澄夏の言葉に父は眉を上げた。

「あいつは喜ぶだろうが、一哉君を放っておいて大丈夫なのか？」

「ちゃんと了承は得たから心配しないで。それより、この前電話でも話したけど、お義父様に連絡してくれた？」

「ああ……」

　父が言葉を濁した。これは電話をしていないということだろう。

　澄夏は内心ため息をついた。

「気が進まないのはわかるけど、お義父様も心配しているから……」

「わかってるから、お前は口出ししなくていい」

　父の口調に苛立ちを感じ、澄夏はそれ以上の言葉をのみ込んだ。

（こういうところ、全然変わってない）

　もともとワンマンな性格の人だった。長い間人に指示する立場だったというのもあるかもしれないけれど、もう少し謙虚にしないと周囲の反感を買うだけなのに。

　娘の忠告を素直に聞いてくれる人ではないから困るのだ。

「お前はなにか言われたのか？」

「お義父様とは直接話してないけど、お義母様から状況を聞きたいと言われたの」

「一哉君との結婚についてはなにか言っていたか？」

「……はっきりとした言葉はなにも。でも婚姻関係を継続することに疑問を持っているようだった」

　正直に言ったら父が怒り悲しむだろうと思ったが、黙っていてもいずれは知られる。

　それに一哉との離婚を進めるには、知っておいてもらった方がいい。

　思った通り、父は眉間に深いしわを刻んだ。

「須和家には連絡しておくから、澄夏は離婚なんて考えるんじゃないぞ」

「え？」

　父の予想外の言葉に、澄夏は戸惑う。

「なんだその顔は。離婚しろと言われると思っていたのか？」

　澄夏はうなずいた。プライドの高い父のことだから、義父母の態度に怒りこちらから離婚しろと言いだすだろうと思っていたのだ。

「落選したからといって、なんの力もなくなったわけじゃない。お前は堂々としていればいいんだ」

「……でも、実際お義父様たちが望んでいる役割は果たせなくなったでしょう？　私は一哉さんに望まれて結婚したわけじゃないし、離婚した方がいいと思う」

　父は大きなため息をついた。

「一哉君にそう言われたのか？」

「言われていないけど、私はそう思っていて……」

「お前の思い込みでくだらないことを言うな。離婚は許さない」

「お父さん……」

「それよりも早く母さんのところに行ってやりなさい。娘の顔を見たら少しは元気になるだろう」

　話題を変えた父にこれ以上詰め寄っても、状況がよくならないのは長年の経験でわかっている。

　澄夏は書斎を出て、自室に戻った。父に言われなくても母の病院に行く予定だったので、そのまま外出する。

　母が入院している病院は、実家から車で二十分ほどにある私立の総合病院だ。駅を挟んで反対側にある公立の総合病院とともに、地域の医療を担っている。

　総合受付を通り病室に向かおうとしていたところ、売店に母の姿を見つけた。

「お母さん」

　澄夏の声に振り返った母の顔色は、ここ最近の中で一番よく見えた。表情も明るい。

「澄夏、来てくれたのね」

「うん。なにを買いに来たの？」

「飲み物よ。今日は気分がいいから中庭を散歩しようと思ってね」

　母は手に持っていたお茶にミルクティーを追加してレジに持っていき支払いをした。

「せっかくだから付き合ってね」

「もちろん」

　母から買ったものを受け取り、並んで中庭に向かう。足の具合はだいぶよくなってきてはいるものの、松葉杖を使っているのでかなりゆっくりした歩みだ。

　春の日差しが心地よい中庭には、入院患者がくつろげるようにベンチがほどよい間隔で並んでいる。

　しばらく歩いてから空いているベンチに並んで座った。

「結構歩けるようになったんだね」

「そうね。とくに今日は調子がいいのよ」

　足のけがは別として、母の体調が優れないのは精神的な面が大きいと聞いているから意外だった。

「なにかいいことがあったの？」

「そういうわけじゃないけど、天気がいいからかしら」

　母は青天の空を見上げた。

「澄夏が来てくれたしね、今日はいい日だわ」

「明日も来るよ。しばらくこっちにいることにしたの」

「え……」

　母が困惑して澄夏を見る。

「大丈夫なの？」

「なにが？」

「一哉さんは仕事でしょう？　食事の支度とか着るものの用意とかはどうするの？」

「大丈夫だよ。一哉さんはお父さんと違って、ひとりでなんでもできるし」

　父は亭主関白を体現したような人で、靴下さえも母に用意してもらっていた。

　母が入院してからはさすがに自分で選んでいるようだが、基本的には妻頼り。

「お母さんはお父さんの手がかかって大変だったでしょう？」

　身の回りの世話だけでなく、代議士の妻として選挙活動や社交など気が抜けない日々だったはずだ。

　母は少し考えてから微笑んだ。

「とても大変だったけど、でもお父さんと離れたいとは思わなかったわね」

「そうなの？」

　意外な事実に、澄夏は戸惑った。

　実は母は離婚したかったのではないかと考えていたからだ。

　頑固でワンマンな父の妻として日頃から気苦労が絶えなかった生活に加え、落選して以来自宅に引きこもっている父の世話の負担でストレスが増えたのだと。

「お父さんは難しい人だったけれど、いつだって私を必要としてくれたからね」

　そう言う母の顔はやわらかで、本心であることが見て取れた。

（必要としてくれていたから……）

　母のその言葉に、澄夏は深く共感していた。自身も今、同じように感じ悩んでいるからだ。

（私が一哉さんと別れようとしている根本は、必要とされていないことで感じる悲しさなのかも）

　南雲真咲の存在も、父の失脚も重要な要素であるけれど、でももし一哉が澄夏を必要としてくれていたら、自分から離婚しようと考えはしなかっただろう。

「なにがつらいって、お父さんが落選してすっかり落ち込んでいるのに、助けになってあげられないところね」

　母は自分の存在意義を見失って、心と体のバランスを崩してしまったのだろうか。

「お父さんはお母さんに早く元気になってもらいたいと思ってるよ。今日も寂しそうにしていたもの」

「本当に？　お見舞いに来ても仏頂面だから仕方なく通ってるのだと思ってたわ」

「お父さんが甘い顔をしてたら逆に怖いでしょ？」

　母は声をあげて笑ってからつぶやいた。

「がんばって治さないとね」

「うん、その意気だよ」

　母に前向きになってほしくて、澄夏は明るい声を出した。

（私もいつまでもくよくよするのはやめなくちゃ）

　離婚に反対する父を説得するのは苦労しそうだし、あの様子では実家に出戻りなんて絶対に許されないだろうけれど。

（仕事と住むところを探さないと……）

　今すぐ前向きになるのはなかなか難しいけれど、とにかく動きだそうと澄夏は決心した。










第二章　不本意な別居　一哉 side




　四月最終週の木曜日。

　一哉の勤める経済産業省政策局では、同僚たちが解放感に浸っていた。

「あーついに休める！」

　明日からゴールデンウイークに突入する。通常業務に加えて国会対応に奔走していた一哉たちもようやくひと息つけるのだ。同僚のテンションが上がるのも理解できる。

　一哉は先送りにできない処理の最終確認をしてから、パソコンの電源を落とした。

　時刻は夜八時半。ここ一カ月間で最速の業務終了時間だ。

「須和、飲みに行くぞ」

　帰る準備をしていると、同僚の高たか畑はたが声をかけてきた。見れば数人がフロアの出入口で待っている。

「悪い、今日はやめとく」

　高畑は一哉より二歳年上だが、同期入庁のため上下関係はない。よい友人と言える関係だ。

「そうか、残念だけど須和は家庭があるから仕方ないな」

　高畑はとくに気分を害した様子はなく、軽い足取りで待っていた後輩たちの方に向かい合流する。そして仕事の疲れなんてなかったかのように、はつらつとした様子でフロアを出ていった。

「元気ねえ」

　一哉のすぐそばからなめらかな声がした。

　振り向くと真咲が苦笑いを浮かべて、高畑たちが去っていった方を眺めていた。

「南雲さんは行かないのか？」

　彼女はかなり酒に強いし、人と飲みに行くのが好きなはずだ。ひとり暮らしで急な誘いにも応じられると言っていた。

「さすがに今日は疲れていて、大勢で騒ぐ気になれませんよ」

　真咲は肩をすくめて言う。彼女は仕事熱心な上に超がつく努力家だ。集中力もすごく、休憩を忘れて業務に打ち込んでいる姿をたびたび見かける。

　高畑いわく鉄の美女。しかしそんな彼女もさすがに連日の激務に参っているようだ。

「南雲さんは皆のフォローもしてくれてたからな。俺も本当に助かったよ」

「お役に立てたのならよかったです」

「感謝してる。今日はゆっくり休んでな」

　一哉がそう言うと、真咲の表情に影が差した。

「どうしたんだ？」

「いえ、疲れてはいるんですけど真っすぐ帰るのも味気ない気がして……須和さん、よかったら食事に付き合っていただけませんか？」

「え？」

「落ち着いたお店でゆっくりしたいんです。須和さんとだったらくつろげますから」

　一哉は真咲の突然の誘いに戸惑いながらも、心情を隠して苦笑いをしてみせた。

「おい、俺には気を使わなくていいのか？」

　真咲もくすりと笑う。華やかさと大人の女性の色気を帯びたその表情は、多くの男が落ちるような魅力的なものだ。

「信用してるんですよ」

　真咲が一歩一哉に近づいてきた。上目遣いで見つめられて一哉の戸惑いはさらに大きくなる。

　まるで誘われているような気がするのだ。

　学生時代から現時点まで一哉にアプローチしてくる女性はそれなりにいて、中にはあからさまなベッドへの誘いをかけてくる相手もいた。よく知らない相手になぜそこまで迫れるのか理解できなかったし、自己中心的な積極性に辟易としたことが何度もある。

　真咲は当然そんな人格ではないが、なぜか今、同じような拒否感を覚えてしまった。

（いくらなんでも彼女に失礼だ）

　一哉は自己嫌悪に陥りながら、表面上は上司としての穏やかな笑みを崩さなかった。

「光栄だしがんばってくれた部下を労わりたい気持ちはあるけど、次の機会にさせてくれ。これからはずせない用があるんだ」

「こんな時間から？　……それなら仕方ないですね」

　真咲はがっかりと肩を落とす。申し訳なく思いながら、一哉は視界にフロアの壁かけ時計に目を向けた。

「悪いな。そろそろ出ないといけないんだ」

「それなら私も一緒に出ます」

　急ぎ駅に向かいたかったが、がんばってくれた部下を振りきっていくのはためらわれたので、一緒にフロアを出た。




　多くの官僚たちが働く霞が関。一哉たち以外にも、各庁舎から出てきた人々が駅に向かって歩いていく。

　会議などでほかの庁舎を訪ねることはあるけれど、見知った顔は意外と少ない。

「須和さん、奥様は元気でいらっしゃいますか？」

「ああ。変わらないよ」

　真咲の問いかけにはあたり障りない返事をしたが、本当は澄夏がどうしているのか把握していない。

　澄夏がしばらく実家に帰ると夫婦のマンションを出てから半月以上経つが、その後連絡がこないのだ。

　彼女はもともと一哉の仕事に気を使い必要最低限のメッセージしか送ってこないけれど、結婚後これほどやり取りがないのは初めてだ。

　さすがに不安になり、何度か一哉の方からメッセージを送ってみたが、簡単な返事がくるだけで澄夏自身と岩倉家の状況についての知らせはなかった。

　無事を確認できたのはよかったが、澄夏の反応がいつになくそっけないのが気がかりだった。

　実家のフォローがよほど忙しいのか、そのため疲れているのか。心配で問いつめたい気持ちを抑えるのに苦心した。

　メッセージだとうまく気持ちが伝わらないことがあるから直接話したいけれど、澄夏も実家の手伝いで多忙なようで、なかなかタイミングが合わなかった。

　だが幸い明日からは連休。澄夏に会うため向かうつもりでいる。

　朝早く出発する予定なので、今夜のうちに後回しにしていた用事を済ませたい。

　乱雑になった部屋の清掃と、放置していた実家への連絡。友人からの連絡に返信もしなくては。

　帰宅してからの段取りを頭の中で組み立てていると、真咲の声がした。

「奥様、私についてなにか言ってませんでしたか？」

「いや、とくには」

「本当ですか？」

　真咲はなぜか不服そうだ。

「妻に関して気になることがあるのか？」

「いえ、別に」

　今度はやけに堅い声の返事だった。

　先ほどまでは機嫌がよさそうだったのに、いったいどうしたのだろうか。

　気になったが霞ヶ関駅に到着した。彼女はたしか反対方向だ。

（疲れて気が立っているんだろうな。久しぶりに仕事から離れたら治るだろう）

「それじゃあここで。ゆっくり休めよ」

「……はい」

　真咲はかなり不満そうだ。やはり一哉が誘いを断ったのが気に入らないのだろうか。

　しかし彼女は不機嫌さを周りにあたり散らす性格ではない。少なくとも今まではそうだった。いつにない気まずさと違和感を覚えながら真咲と別れる。

　後味の悪さを感じていたが、ホームにすべり込んできた電車に乗ると、真咲との会話は頭から消えて妻のことばかりが占めた。

（早く顔を見たいな）

　さすがにこれほど離れていると忍耐が尽きそうだ。

　本当は一日だって離れたくないというのに。

　彼女の実家、岩倉家が今困難な状況だとわかっているから止められなかったけれど、そうでなければ行かないでくれと止めただろう。

　澄夏のいない自宅は味気なくて寂しい。それにたった半月のひとり暮らしで、部屋がすさんだ気がするのはなぜだろうか。一哉にもひとり暮らしの経験があり、まったく家事ができないというわけではないのに。

　自宅マンションの最寄り駅近くのコンビニエンスストアで夕飯を買ってから、早足で帰った。

　ポストから取ってきた郵便物を置きっぱなしにしているせいで雑然としたダイニングテーブルに、焼肉弁当とミネラルウォーターを置く。

　久しぶりに酒でも飲みたい気分だったが、明日早めに家を出たいのでやめておいた。

　食事の前にスマートフォンを取り出し履歴を確認すると、実家と友人から数件着信があった。しかし澄夏からはなし。ついため息が漏れた。

（もしかして怒っているのか？）

　家を出る前の彼女にそんな様子はなかったけれど、心あたりはある。

　結婚して初めての無断外泊をしてしまった。

　仕事で泊まり込みになっただけでうしろめたいことはしていないが、連絡ができなかった。きっと澄夏は心配していただろう。

（いくら仕事が立て込んでいたからといって、気が回らなすぎだよな）

　自分が情けないが、へこんでる場合ではない。澄夏に連絡をしなくては。

　時刻は九時三十分。昨日までは十一時すぎまで仕事をしていたので、彼女はもう寝ているだろうと思い電話できなかったが、この時間なら大丈夫だろう。

　久しぶりの妻への電話で少し緊張している自分に苦笑いがこぼれた。

　呼び出し音が長く続く。

（もう寝たのか？）

　あきらめようかと思っていたとき、澄夏の声が聞こえてきた。

『はい』

「澄夏、今話せるか？」

　妻の声がいつもと少し違うような気がしたけれど、それよりも久々に話せるうれしさが勝った。

『……お父さんに呼ばれているので少しだけなら』

「お義父さんになにかあったのか？」

『いえ、とくに問題があるわけじゃないけど』

　やはり澄夏がそっけない。一哉は気落ちする気持ちを隠し、言葉を続ける。

「お義父さんを待たせたら悪いから手短に済ませるな。連絡したのは、明日そっちの家に行こうと思ってるからなんだ」

『えっ？』

　かなり驚いた声が返ってきた。

『でも仕事は？』

「明日から連休だろ？」

『ああ……』

　澄夏は納得したように相づちを打った。忙しくて連休を忘れていたのだろうか。

「朝一でこっちを出るから十時頃には着く。お義父さんの都合もあるだろうから、とりあえず俺の実家で待機してるけど、大丈夫そうな時間を知らせてくれたら行くから」

『……うちじゃなくて外でもいい？』

「外？　かまわないが」

『後で場所と時間を連絡します』

「わかった」

　澄夏は用件だけ告げるとすぐに電話を切ってしまった。

　義父に呼ばれていると言っていたから忙しいのだろうが、漠然とした不安が一哉の胸に広がった。

（やっぱり様子がおかしいよな）

　しかし、本当に朝帰りを不満に思っているだけなのだろうか。

　思いあたる原因はそれだけだが、なにか変だ。怒るにしても態度が彼女らしくない気がするのだ。

　明日会えばわかるだろうが、心配だ。

　冷めてしまった焼肉弁当を食べ終えてから部屋の清掃を始めた。キッチンとリビングと水回り。普段澄夏がやっているようにピカピカとまではいかないが、問題ない程度に整える。

　その後、寝室で明日からの帰省の用意に取りかかった。

（改まった席はないだろうし、服は適当でいいよな）

　動きやすい服を詰めていたそのとき、一哉はふと違和感を覚えた。

　クローゼットは壁一面に設えられており、左半分を一哉が、右側を澄夏が使っている。しかし彼女のスペースがやけにガランとして見えた。

　彼女は無駄遣いをするタイプではないが、物持ちがいいらしく服もバッグもそれなりの数を持っていた。

　嫌な予感にさいなまれながら彼女のスペースに移動した一哉は、顔をしかめた。

　かけられている服はすべて冬服だと気がついたのだ。四月下旬の今、使いそうなジャケットなどが見あたらない。

　一時的に実家に帰るだけにしては、持っていく服の数が多すぎやしないだろうか。

（まさか……帰ってくるつもりがないのか？）

　そんな考えが脳裏をよぎる。

　先ほどの電話での態度からも、一哉との距離を置きたい様子がうかがえた。

　そもそも澄夏がまともに連絡をしてこない時点でおかしかったのだ。

　考えれば考えるほど、間違いがないように思えてきた。

（帰省じゃなくて別居？　そんなバカな！）

　ふと最悪の事態が脳裏をよぎり、一哉は頭を抱えてベッドに座り込んだ。

　いったいなにが原因なのだろうか。朝帰りの件で怒っていたとしても、すぐさま別居になるとは思えない。

（……もしかして）

　ひとつの可能性に思い至たりはっとしたとき、スマートフォンが着信を告げた。

（澄夏？）

　急ぎ手に取り画面を見たが、表示されているのは母の名だった。ひどく落胆しながら応答する。

「はい」

『あ、やっと出たわね』

「母さん……もう少しボリューム抑えてくれっていつも言ってるだろ？」

　一哉の母は地声が大きいため、いつもひと言目は耳が痛くなる。

『メール見たんだけど明日は何時頃に来るの？』

　母は一哉からのクレームはスルーして、自分の用件だけ述べてきた。

「十時頃には着くと思う」

『そう。お昼ご飯はうちで食べるわよね？』

「いや、出かけるかもしれないから用意しなくて大丈夫」

　澄夏からいつ連絡がくるかわからないが、外で会うなら食事くらいするだろう。彼女がそんな気になれない場合は、ひとりで済ませればいい。

（食事も嫌がられるとは思いたくないけどな）

『澄夏さんは一緒に来るのよね？』

「いや、俺ひとりだけど」

『そうなの？　澄夏さんに聞きたいことがあったのに。最近家に電話をしてもつながらないし、心配しているのよ？』

　母は澄夏が地元に帰っていると知らないようだ。

「澄夏には俺がついてるんだから心配いらない」

『あなたが頼りないから心配なのよ。岩倉先生が今後どうするかもどうせ聞いていないんでしょ？』

「それは今すぐに聞く必要はないだろう？」

『今すぐって、もう半年よ？　いまだになにもせず家に引きこもっているっていうじゃない』

　母の声には不満が滲んでおり、一哉はため息をつきたくなった。

「本人にすればもう半年じゃなくてまだ半年なんだよ。お願いだからデリケートな問題にずけずけ口出しするなよ」

『ずいぶん失礼な言い方ね。私が無神経みたいじゃないの』

　母が怒ったように言う。

「無神経とは言わないけど、はっきり言いすぎるんだよ。今みたいに澄夏にまくし立てるのはやめてくれ」

　彼女は母と違い控えめで、相手の気持ちを気遣い言葉をのみ込むところがある。

『まくし立ててなんていないわよ。それにこの前少し話したけど、澄夏さんしっかりしていたわよ』

「この前って？　なんの話をしたんだよ？」

　澄夏はなにも言っていなかった。

『聞いてない？　夫婦で会話していないの？　あなたが無口なんだから澄夏さんの方から――』

「俺は無口じゃないし、夫婦のコミュニケーションは問題ないから。それより澄夏となにを話した？」

『なにって、岩倉先生からお父さんに連絡するように言ってって』

　思わず舌打ちをしたくなった。

「どうしてそんなプレッシャーを与えるようなことを言うんだよ」

『だってお父さん心配しているのよ？　予定していた商業施設の件もだけど、あなたのことも』

「俺の？」

『いずれは一哉が岩倉先生の地盤を引き継ぐ予定だったでしょ。そのために澄夏さんと結婚したのに、今後どうするのよ』

　母の責めるような口調に、頭に血が上りそうになる。

「まさか澄夏にそのセリフを言ってないよな？」

『さすがにオブラートに包んだわよ。でも彼女だって察してるでしょ？　政略結婚だったんだから』

（政略結婚じゃない！）

　そう声をあげたくなるのをこらえ、一哉は冷静さを取り戻そうと努める。

「事業はともかく、夫婦の今後については澄夏と話し合うから母さんは口出し不要だ。それに彼女にあれこれ要求するのもやめてほしい。なにかあったら俺を通してくれ」

『もう！　そっちの方が要求ばっかりじゃない。だいたい一哉と連絡が取れないから澄夏さんに話したのよ』

　不機嫌さを隠しもしない声が返ってくる。一哉の発言を一方的と感じたのか、機嫌を損ねてしまったようだ。だが譲る気はない。

「明日そっちに行くんだからいいだろ。とにかくまずは俺を通して」

『わかったわよ』

　まだ話し足りなそうな母の電話を切った一哉は、盛大なため息をついた。

　澄夏の様子がおかしいのは、おそらく母の電話も一因だ。

（なんでこんなことに……澄夏は気分を悪くしたよな）

　彼女の正確な気持ちはわからないが、どちらにしても一哉が夫として信頼されていないのは間違いない。母との会話について報告も相談もしてこなかったのだから。

　それにはっきりと言いはしなかったが、一哉と会いたくなさそうだった。

　突きつけられた事実に心が沈む。

　しかしいつまでも落ち込んでいるわけにはいかない。

　明日顔を合わせたら彼女の気持ちを聞き出し、不安があるなら取り除くようにしなくては。

　しっかりと伝えればきっとわかってくれるはずだ。

　一哉は澄夏と形だけの夫婦になる気はない。昔も今もこれからも。

　結婚すると決めたのは彼女がもたらす利益目的なんかじゃない。

　初めて会ったあの日から、澄夏は一哉にとって特別な存在で、愛しているのだから――。




◇◇◇




　一哉は高校時代の多くの時間を陸上競技に捧げた。

　我ながらストイックな日々だったと思う。

　幸い努力が実り競技会でいい結果を残せたし、周りの人々も一哉に注目し期待をしてくれている。

　自分が置かれた状況に満足していた。一哉にとって陸上は胸を張って誇れるものだったのだ。

　高校を卒業しても続けようとあたり前のように思っていたけれど、ある出来事がきっかけで気持ちに変化が生まれた。

　高校二年生のとき地元に高速道路が通ることが内定し、市の経営者や市議会議員たちが盛り上がっていた時期があった。

　新たな道路ができて都会からのアクセスがよくなれば、有名企業の誘致も可能だ。

　大がかりな商業施設やテーマパークなどの開発が進み、地域一帯が栄える。

　一哉の家が経営する不動産会社はその恩恵をかなり受けられると、父は精力的に情報取集と営業活動などに勤しんでいた。

　しかし結局、自然環境の破壊を危惧するグループの反対が激しかったのと、予算の関係で新たな道路の計画は立ち消えになってしまった。

　父の落胆は激しかった。不満も大きかったようで、地元の市議と話し合ったりと動いてはいたが結局計画の中止を覆すことができなかった。

　市の財政は慢性的に苦しく、経済効果の見込める道路建設は多くの人が望んでいたプロジェクトだったのだ。

　元気なく暗くなる人々を見るのは一哉としても心苦しかったが、いつもは誰よりも偉そうにしている父でもなすすべない様子で、あきらめムードが漂っていた。

　そんなある日、自宅に衆議院議員の岩倉通成がやって来た。

　地元選出の代議士だが、普段は東京で生活をしているため、一哉が彼を間近で見るのは初めてだ。部下と思われる男性をひとり連れていて、いかにも大物といった雰囲気を醸し出していた。

「岩倉先生！　わざわざご足労いただきありがとうございます！」

　父はそれまで見たことがないほど腰を低くし、それは丁重に彼を迎えた。

　愛想笑いを浮かべた父は強引に出迎えに参加させた一哉の背中をどんと叩き、前に押し出す。

「息子の一哉です。どうぞお見知りおきください」

　ぐいぐい押してくる父に苛立ちながら、一哉は岩倉代議士に頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「ああ、君の名前は聞き覚えがあるな。陸上の選手だろう？　立派な成績を残したそうだな。今後も期待してるよ」

「ありがとうございます」

「先生、こちらに」

　息子が褒められたのがうれしいのか、父は上機嫌で岩倉代議士を応接間に案内する。

　ここからは大人の話し合いなので一哉は加われない。

　三十分ほど滞在してから、岩倉代議士は帰っていった。

　気になりながらもなんの話をしていたのか知る術はなかったが、それから一カ月後。地元に大きな商業施設が建設されると発表があった。

　高速道路ほどの効果はないものの、父たちは喜んでいた。新しい施設には今まで地元にはなかったショップも入るらしく、一哉の学校でも話題に上り、町が活気づくのを肌で感じた。

　楽しそうにするクラスメイトの話に相づちを打ちながら、一哉は考えていた。

（あの岩倉代議士がなにかしたんだ）

　誰に言われたわけではないし確証もないが、間違いないと思った。

　地元では有名企業社長の父も、多くの土地を持つ地主も、市議もできなかったことを、いともたやすく行った。

　その影響力に驚き、しばらくすると考えるようになった。

　一哉にとって大切な生まれ育った地元をよくするには、自分も上の立場に行くのがいいのではないかと。

　この先もし困難があっても、文句を言っているだけではなにも解決しない。

　だったら自分は変える側の人間になりたい。そんな野心が芽生え始めた。

　幸い勉強は得意な方だ。地域一の進学校に通っているため、教師には難関大学受験のノウハウもある。

　ただ、ずっと陸上で関わり支えてくれた監督や仲間の期待を考えると、簡単に決められなかった。

　なにより一哉自身も陸上への未練があり迷っていた。

（周りの期待を裏切ってまで、政治家への道を目指して後悔しないか？　叶うかもわからないのに）

　誰かに相談しても夢物語と否定されそうな気がして、なかなか口に出すことができずにいた。

　そんなある日、父の命令で参加した地域の清掃活動で、澄夏と出会った。

　作業前に簡単な説明を受けるためにボランティア全員で集合したときのことだ。彼女は周囲の注目を集めていた。

　見た感じではまだ中学生だろう。そんな若い女の子が参加しているのが珍しいというのもあるが、彼女が代議士岩倉通成の娘だというのが視線を集める一番の理由だ。

　清楚で上品な雰囲気をまとう少女だった。なにも知らなかったとしても、どこかいい家のお嬢様だろうと思ったはずだ。皆彼女に遠慮して気を使っていた。

　ただ本人はその自覚がないようで、誰よりも熱心に花火の玉殻を拾い集めていた。

　自分と同様に父親の指示で来ているのだとしても、適当にサボることはできる。それなのに彼女は真面目に取り組んでいる。

　感心したし、あの岩倉代議士の娘と話してみたい気持ちはあったが、面識がないのにいきなり声をかけるのはためらわれた。

　一哉はひとりで人の少ない神社の方に向かった。彼女と違い正直やる気がなかったし、考えたいことがある。

　居心地のよさそうな大きな木を見つけて、幹にもたれつつ考えに耽ふける。最近はらしくなく悩んでばかりだ。

　どれくらいの時間が経ったのか、人の気配が近づくのを感じた。

　小枝を踏む音がした方に目をやると、澄夏がよろよろした足取りでこちらの方に歩いてくるところだった。

　地面に落ちている殻を拾い集めるのは、意外と負担がかかる動作だから、体力に限界がきて休憩に来たのだろう。

　澄夏はキョロキョロと周囲を見回し、一哉からほんの少し離れた大きな樹木の陰でしゃがみ込んだ。

「あー疲れた」

　たやすく声が届く距離だというのに、彼女はなぜか一哉に気づいていないようで、独り言にしては大きいちょっと間の抜けた声をあげた。かわいい声音だが、口調が見た目の令嬢風のイメージとあまりに違っていて面食らった。

　それから鞄から水筒を取り出して飲み始める。丁寧にボトルの蓋を開ける仕草が上品だ。ただその後、「ふー」と息を吐く様子はちょっと年寄りくさくて、一哉の祖父に似ている。

　油断しきった素の様子が意外でかわいくておもしろくて、一哉は思わず笑いそうになる。

（外見も雰囲気も岩倉代議士にまったく似てないのな）

　そんなことを考えていたら、澄夏がようやくこちらに気づいたようだ。

　悲鳴こそあげなかったものの驚愕して、丸い目をさらに見開いた。

「え？　あ、あの……いつからそこに？」

　今さらのセリフに吹き出しそうになったが、なんとかこらえる。

「俺？　初めからいたけど」

「そうなんですね……すみません、全然気づかなくて変な独り言を言ってしまって……邪魔をしてしまいましたよね」

　澄夏はかなり動揺しているようだが、そんな中でも相手を気遣うところは好感が持てた。

（真面目にボランティア活動をしているところといい、優しくていい子なんだな）

「俺に気を使わなくていいから休憩してろよ。ずっと真面目にゴミ拾いしていたから疲れてるだろうし」

「は、はい。でもどうしてそれを？」

「俺もゴミ拾いに参加してるんだよ。真面目だなって感心して見てた」

「ええっ、そうなんですか？　でもどうして須和さんが？」

　彼女の反応は予想外だったから驚いた。

「俺を知ってるのか？」

「あ、はい。陸上選手の須和一哉さんですよね？　去年友達と大会を見に行きました」

「ああ、それでか」

　日焼け知らずの真っ白な肌の彼女が、日常的に屋外で運動をしているとは考えられない。おそらく友人の方が陸上部なのだろう。

　納得したところで、質問に答えなくては。

　一哉は澄夏が上ってきた階段の方を指さす。

「向こうに親の会社があるんだ。地域の付き合いで社員が何人かゴミ拾いに参加している。それで俺も出ろって親に押しつけられたってわけ」

　澄夏は大げさなくらい真面目にうなずいた。

「そういえば、須和不動産って大きな会社がありますよね。あそこが須和さんのお家だったんですね」

　一哉の父の会社は大企業とまでは言えないが、地元ではかなり有名で規模が大きい。だから澄夏も知っているのだろう。

「そっか。須和さんもひと休みしていたところだったんですね、殻拾い結構疲れますよね」

「いや、俺はそうじゃないんだけど」

　適当にサボって考え事をしていたとは言えなかった。

　なんだか情けなくなった。年下で体力のなさそうな女子の澄夏が一生懸命働いていたというのに。

「あの、もしかして具合が悪いんですか？」

　一哉の無言をそうと勘違いしたのか、澄夏が心配そうな顔をして近づいてきた。

　さっきまで人見知りしていたのに、今は一哉の体調が気になるのか平気で顔を覗のぞき込んでくるから、一哉の方が戸惑ってしまう。

「顔色が悪いです。大丈夫ですか？」

「ああ、ごめん誤解させた。どこも悪くないんだ。顔色は……少し寝不足だからかもしれないな」

「寝不足？　大変じゃないですか」

　澄夏が大げさに言う。

「たいしたことない。いろいろ考えることがあっただけだからな」

「悩み事ですか……」

　好感を覚えた彼女に親身に問われたからだろうか。

「例えば、なにかやりたいことがあったとして、それがみんなの期待を裏切る結果になったとしても、気持ちを貫くべきか……」

　気づけば、鬱々としていた内面を吐露していた。愚痴のようなもので、相談しようとしたつもりはない。それなのに彼女は真剣に聞き、ためらいながら口を開いた。

「あの、もし私だったら自分の気持ちを優先すると思います。だって周りの期待に応えて将来を決めてもし後悔したら、その人たちのせいだと思ってしまうかもしれない。なにかを決めるときは覚悟と責任を持たないといけないそうです。たとえ失敗しても自分のせいで……。それほどの決意をするにはやっぱり本当にやりたい道に進まないとだめな気がします。私は……」

　よいことを言っていると思ったが、彼女は自分の意見に自信を持っていない様子だった。もしかしたら誰かから聞いた話なのかもしれない。

　だけど、まともに話すのは初めての相手の悩みに真剣に向き合い、励まそうとしてくれる一生懸命なその気持ちが一哉はうれしかった。

（真面目で優しくて思いやりがある子なんだな）

「貴重な意見ありがとう」

「え？」

　一哉の心からの言葉だった。澄夏は意外そうに目を瞬く。

　見上げてくる純粋そうな表情がかわいい。ふと彼女の髪に小さな葉っぱがついているのに気づいた。

（汚れるのも気にせず熱心に作業をしてたんだな）

　手を伸ばし取ると、澄夏は少し驚いたように目を丸くしてから「ありがとうございます」とうれしそうに微笑んだ。

「そろそろ行くよ。この辺の殻ゴミは俺が拾っておくから、君はもう少しゆっくりしてから集合場所に戻るといい」

「あ、はい」

「じゃあ、また」

　戸惑っている様子の彼女に手を振り、その場を離れた。

　それにしても、まさか中学生に励まされるとは思わなかった。

　だけど悪い気はしない。

　一哉は軽い足取りで周囲の玉殻をすべて拾い集めてから自宅に帰った。




　澄夏に会ったのはそれが最後。偶然見かける機会もなく季節は流れ、春になった。

　一哉は国内最難関と呼ばれる国立大学に合格し上京した。卒業後は経済産業庁に入庁し、官僚として日々忙しくやりがいを持って働いていた。

　あの夏の神社で澄夏が励ましてくれた出来事は学生時代のよい思い出だったが、普段思い出すことはなくなっていた。




　しかし思いがけなく再会の日は訪れた。

　あの日から約十年後。父が見合い話を持ちかけてきたのだ。

　仕事が充実していた時期だったこともあり、見合いどころか当分の間結婚も考えていなかったが、相手が代議士岩倉通成の令嬢と聞いて気が変わり話を受けた。

　再会した彼女は思い出の中の小さな女の子ではなく、二十五歳という年齢相応の美しい女性に成長していた。

　女性としては平均的な身長であるものの、骨格が華奢なせいか小柄に感じる。

　初めて会ったときとは違い、大人の女性の振る舞いが身についており落ち着いていたが、清楚な雰囲気はあの頃のままで、淡い色味の着物姿がよく似合っていた。

　澄夏はあの夏の日の出会いを覚えているのだろうか。

　顔見知りとしての態度でいいのか直前まで迷った。久しぶりと言うべきか。

「須和一哉です。本日はよろしくお願いします」

　結局、岩倉代議士の目を気にして無難な挨拶で済ませた。澄夏が後であれこれ聞かれたら大変だろうと思ったのだ。

「あ……岩倉澄夏です。よろしくお願いいたします」

　澄夏は礼儀正しく頭を下げた。

　初対面の相手への緊張が顔に出ている。残念ながら昔の出来事を覚えていなそうだ。

　ただ遠慮がちな態度で口数も少ないながらも、嫌がられているようではなくほっとした。

　両家の親同士の会話などひと通り済ませた後は、ふたりだけの時間。

　ホテルの見事な庭園を歩きながら、澄夏に話しかけた。

「澄夏さんは大学を卒業後、植物園で働いているそうですね」

「はい」

「それは岩倉先生の勧めで？」

「いいえ。学生時代にボランティアで何度か訪れて興味を持ったんです。就職を決めたとき父はあまりいい顔をしませんでした」

　澄夏はそう言いながら、眉をひそめる。

「反対されてけんかになったんですね。意外です」

　彼女は強い権力を持つ父親に従順なイメージがあったから。

「意外ですか？　昔から結構けんかはしていましたよ。父は本当に頑固で、頭ごなしな言い方をするから」

「うちも似たような感じですよ」

「お互い苦労してるんですね」

　澄夏が小さく笑った。少し緊張が解けてきたみたいだ。

「一哉さんが経済産業省に入られたのは、地方経済の活性化に興味があるからですか？」

「いくつか理由はあるけど、地元を豊かにしたい気持ちは大きいですね」

「では、いずれ政治家になりたいんですか？」

　一哉を見つめる澄夏の目は、それまで恥ずかしがっていたとは思えないほど真剣だった。

　だから一哉も歩みを止め、しっかりと向き合う。

「将来の目標にしています。俺はそのために官僚を目指した」

「そうなんですね。目標に向かって努力する一哉さんを尊敬します」

　澄夏の表情がやわらかくなる。優しい笑みに一瞬見惚れた。

「……あくまで目標で、簡単ではないとわかってるけど」

「一哉さんなら大丈夫ですよ。陸上選手として活躍しながらあの大学に受かったんですから。官僚にもなれたんだし、絶対才能があります」

「いや、俺の場合は才能ってよりひたすら勉強したり練習したりで……」

　彼女に褒められると柄にもなく照れてしまう。

「努力を継続できるのも才能だと思いますよ」

「……お世辞とわかってても調子に乗ってしまいそうだ」

　照れて頭をかく一哉に澄夏が笑った。やっぱり彼女は笑顔が似合う。

「お世辞じゃなくて本心です。それに父も一哉さんを認めていました。だからこうしてお見合いの席を設けたんだと思います」

　一哉は澄夏の背にそっと手を添え、再び歩くのを促した。

「澄夏さんは、この縁談をどう思ってる？」

　それまで流暢に受け答えしていた澄夏が、口ごもる。

「……父が一哉さんを後継者に望んでいて、一哉さんのお父様も同意見だからまとまった縁談だと理解してます。私も一哉さんなら父の後継者にふさわしいと思います」

「評価してくれるのはうれしい。でも個人的にはどう思ってる？　俺と結婚するのに抵抗はない？」

　一番聞きたいことだ。澄夏はどう思っているのか。

　いずれ政界に進出していつか岩倉代議士のように働きたいと考えているが、澄夏を犠牲にはできない。

　もし彼女に恋人がいるのだとしたら、または想う相手がいるのならこの縁談は一哉から断るつもりだ。

「あの……一哉さんが相手だからという抵抗感はありません。逆に尊敬している一哉さんの相手が私でいいのか心配しています」

「そんな心配は――」

　いらないと言おうとしたが、それより先に澄夏が口を開いた。

「ただ私、今まで男性とお付き合いをした経験がないんです。だから結婚は考えたこともないし、それに今もとても緊張していて」

「え……誰とも？」

　澄夏のような綺麗で穏やかな人柄の女性が、ずっと恋人なしだなんてあるのか？

「はい、この年齢で恥ずかしいのですが、そういう機会がなくて」

　岩倉代議士のガードが固かったのだろうか。どちらにしても一哉にとっては喜びしかない。

「恥ずかしいなんて思う必要はないから。ただ機会に恵まれなかっただけだ。澄夏さんは魅力的な女性なんだから自信を持って」

　気持ちの高まりが表れているように一哉の声は弾んでいた。澄夏は「ありがとうございます」と照れたようにつぶやく。

　そんな姿もかわいいと思う。再会して少し話しただけなのに、一哉は彼女に好意を抱いていた。

「近いうちに会わないか？　もっと会話をしてお互いを知ろう」

「……本当に私でいいんですか？」

「もちろん。できれば前向きに考えてほしい」

「はい……私も一哉さんともっと話したいです」

　澄夏はうれしそうに微笑んだ。彼女も一哉に対していい印象を持ってくれたのかもしれない。

　早速翌週の週末に会う約束をし、そのために一哉は必死になって仕事を片づけた。




　一哉は恋愛にのめり込むタイプではないものの、これまで何人か付き合った女性がいた。

　友人関係だった相手から告白されて付き合うパターンが多かったが、長く続いたことはない。浮気など決定的な出来事はないのに、相手が去っていくのだ。

　たいして落ち込みもせず別れを受け入れながらも、なぜだろうと思っていた。

　今、その原因をようやく理解した。

　自分には熱量が足りなかった。恋人が喜ぶことをしたいと思ったり、次いつ会えるのか先の約束に気を回したりするなど、自分から積極的に相手に関わろうとする意識がまるで足りていなかった。

　口でなんと言おうと、冷めた気持ちは相手に伝わる。自分を本当に大切にしてくれない相手を、誰がいつまでも想い続けていられるだろうか。振られて当然だったのだ。

　でも澄夏に対しては積極的な自分がいた。会ってすぐどうやって次につなげるのか頭の中で忙しく考えているのだから。

　そんなふうに思える相手との出会いなんてきっと滅多にない。

　その後も定期的に会うように働きかけたが、一哉の気持ちは彼女に会うたびに強くなり、愛しさは増すばかりだった。もともと見合いで周囲の勧めもあったことから、結婚まであっという間に漕ぎつけた。

　ただ、澄夏の気持ちは一哉ほど盛り上がっているようには見えなかった。見合いから結婚までのスピードに戸惑っているように感じた。

　結婚自体を嫌がっている様子はなく、デートの誘いにも快く応じてくれる。ただ男と付き合った経験がないと本人が言っていた通り、手をつなぐだけで頬を染めて、あきらかに緊張していた。

　そんな初心うぶな澄夏に負担をかけないように、ガツガツした面を見せないように気をつけた。

　初めてのキスは三回目のデートで、それ以上は初夜まで待った。一哉にとってはつらい時間だったが、初めて彼女を抱いたときは本当に幸せな気持ちで、それまでの苦労など吹き飛んだ。

　お互いの想いの強さに差があるのはわかっていても、澄夏が妻になることがうれしくて幸せだった――。




◇◇◇




　結婚式が終わり日常が戻ってきてからは、一哉の仕事はますます忙しくなった。結婚してすぐに課長補佐に昇進したことで仕事での責任が増えたのもある。

　そのため、新婚だというのに澄夏と一緒にいる時間をろくに取れないでいた。

　家のことはすべて彼女に任せている自覚があり、常々申し訳なく思っていた。

　義父が落選して澄夏が落ち込んでいるとき、十分そばで支えられなかったのは自分自身でも悔しかった。

　仕事ばかりで一番大切な人がつらいときにそばにいられないなんて。

　それでもずっと愛していたのだ。もちろん今でも気持ちは変わらない。

（もし澄夏の気持ちが冷めているのだとしても、絶対に説得してみせる）

　一哉は決意を固め、明日の再会に想いを馳せた。










第三章　ふたりの想い




　夫からの電話に澄夏は動揺を隠せなかった。

（一哉さんが明日こちらに来るなんて）

　想定外の事態に、澄夏はひどく動揺していた。

　彼がゴールデンウイークに休みを取れることは知っていたが、こちらに来るとは思っていなかったのだ。

　澄夏が不在なら真咲に気兼ねなく会える。それこそ旅行にだって行ける貴重な期間なのに。

（もしかしたらお義父様に呼ばれたのかな）

　父はまだ須和家に連絡をしていない様子だし、待ちわびて一哉をけしかけたのかもしれない。

　今後についてはなにも話し合わないままこちらに戻ってきたけれど、夫と離れて半月以上経ち、今は澄夏の心も多少は安定してきている。

（今なら冷静に話せそう）

　実家で暮らして父が心身ともに弱っているのを実感した。

　表向き弱音を吐いているわけではないのだけれど、喪失感にさいなまれている様子をひしひしと感じる。

　これまで仕事をなによりも優先して生きてきた父だから、役目がなくなったからといって急に切り替えることができないのだろう。自分の存在意義がわからなくなってふさいでいる。

　母も似たようなもので、そんな状況の両親に一哉との今後について相談するわけにはいかないから話していないが、以前父が言っていたように離婚には反対するだろう。

　離婚について考えるための別居と言っても、実家に戻るのは受け入れられないはず。

　だから澄夏はどこかに部屋を借りて独立するつもりでいた。仕事を見つけて生活費を自分で稼ぐ。

　ただそう決めても、毎日母の病院に通っているし、実家にいるときも、事務作業や支援者からの連絡を父の代わりに受けたりとなかなか忙しく、その合間の仕事探しは難しい。自分なりに探してみたものの、なかなか希望の職が見つからない。社会人経験の少なさがネックになっていた。

　困り果てて親友の瀬奈に相談したところ、何社か募集中の会社に心あたりがあるから相談にのると言ってくれて、明日は瀬奈と会う約束だったのだけれど、予定を変更しなくてはならなくなった。

（一哉さんと先に会って、それから瀬奈のところに行く方がいいよね）

　ベッドに入ってからもあれこれ考えてしまいなかなか寝つけなくて困ったが、朝になるとすぐに一哉に連絡をした。

　父がいる家では肝心な話ができないので、外で会いたいと言った。

　場所は、瀬奈のクライアントがオープンした新しいカフェ。北欧風のインテリアでまとめられた、居心地のいい店だ。

　気に入って、母の見舞いの帰りなどにときどき寄っている。スタッフとも顔見知りになった。

　目立ちづらい奥の席を確保してもらい、一哉を待つ。

　彼は約束している午前十時より五分前に到着し、目新しそうに店内を見回しながら近づいてくる。

　目が合うと少し気まずそうな笑みを浮かべた。

「おはようございます。早い時間に来てもらってごめんなさい」

　澄夏から声をかけると、一哉は「大丈夫だ」と言い椅子を引く。テーブルを挟んで向き合う形になった。

「コーヒーをお願いしてあるけど、ほかにもなにか頼みますか？」

「いや、とりあえずコーヒーでいい。ここは澄夏の知り合いの店なのか？」

「オーナーが知り合いというわけじゃないけど、オープンのときに友人が関わっていて、それで通うようになったんです」

　聞かれたことに答えた澄夏に、一哉が眉をひそめる。

「どうして敬語なんだ？」

「あ、そういえば……久しぶりに会ったからかもしれない」

　一哉にはそう言ったけれど、実際は彼との別れを意識しているからだ。どうしても距離を置いてしまう。

　澄夏は運ばれてきたコーヒーをゆっくり口に運びながら、タイミングをうかがっていた。いつどうやって言い出すのがいいのか迷う。

（やっぱりストレートに言うしかないか）

「あの、一哉さん」

「どうした？」

　彼が怪訝な顔をする。

　澄夏は高まる緊張感にさいなまれながらも口を開いた。

「結論から言うけど、私たち近いうちに離婚した方がいいと思う」

「え……離婚？」

　一哉が衝撃を受けたように目を見開く。

　その珍しく動揺する様子から、彼は離婚までは考えていなかったのだとわかった。

「なぜだ？　理由を聞かせてくれ」

　それでも彼はすぐに落ち着きを取り戻したようで、はっきりした口調で言う。

「父が落選してからずっと考えていたの。私たちの結婚はお互いの家の利益のためだったのに、状況が変わってしまった。私がこれ以上一哉さんの妻でいる必要はないって」

（それに離婚したら、一哉さんは本当に好きな人と一緒になれるもの）

　一哉は険しい表情で黙り込み、しばらくしてから口を開いた。

「俺は離婚する気はない」

「え……」

　きっぱりと言いきる夫の反応は予想外で、澄夏は戸惑う。

（どうして？　一哉さんは気まずそうにしながらも、受け入れると思ったのに）

　彼のことだから喜びを前面に出したりはしないだろうが、澄夏を引き留める理由はないのだから。

「……それは私の今後の身の振り方を心配してくれているから？」

　彼は優しいから、一度妻になった相手を簡単には突き放せないのだろうか。

「澄夏を心配しているけど、それだけじゃない」

「だったら、どうして……」

　彼の気持ちがわからなくて澄夏は戸惑った。一哉はそんな澄夏から目を逸らさない。

「決まってるだろ？　澄夏を愛しているからだ」

　耳に届いた言葉に、澄夏は息が止まるような激しい衝撃を受けた。

　これほど予想外のセリフがあるだろうか。

（一哉さんが私を愛してる？　まさか……）

「信じられないって顔をしているな」

　まるで気持ちを読んだように一哉が言った。

「だって、今までそんなふうに言われたことがなかったから」

　澄夏はすぐ向けられる彼の視線から逃げるように目を伏せた。

「態度では表していたつもりだけど、伝わってなかったか？」

「一哉さんが私を気遣ってくれてるのはわかっていたけど、それは義務感からだと思ってた」

「それは違う。澄夏に対して義務と思ったことは一度もない」

　彼が迷わず即答したので、澄香の戸惑いは大きくなる。

（私のことを愛してるって本当なの？　でも南雲さんと付き合ってるんじゃないの？）

　澄夏の勝手な思い込みや、勘違いではない。南雲真咲本人が一哉との付き合いを宣言していたのだから。

『私は須和さんをひとりの男性として慕っています。彼も私を信頼してくれていて、なんでも話し合えるとてもいい関係なんですよ』

　彼女が自信にあふれて口にした言葉を、今でも鮮明に思い出す。

　男女の関係だとはっきり宣言されたわけではないけれど、なにもないとは考えられない。

（そうじゃなければ、上司の奥さんにあんなふうに言うわけないもの）

　あれは問題になったときに、一哉が自分をかばってくれると信じているから言えるセリフ。それに、仕事中の一哉に電話をしたら真咲が出た件もある。

　普通は上司や同僚の妻を勝手に突っぱねたりはしない。どう考えても特別な関係だ。彼女の前で無防備に寝ているという状況自体ありえないのだし。

「……以前、一哉さんと一緒にうちに来た南雲さんなんだけど」

「彼女がどうかしたか？」

　南雲真咲の名前を出してたら一哉は動揺するかと思った。しかし彼は慌てるというより、急に話題が変わったことに戸惑っているようだ。

「彼女が以前話していた、信頼できる部下なんでしょう？」

「ああ。覚えていたんだな」

「うん、仕事中一哉さんをフォローしてくれているのは、どんな人なのかなと気になっていたから」

「彼女は俺より二年下で、役職は係長なんだけど後輩のような感覚だな」

「後輩……」

　一哉は真咲の件を隠し通すつもりなのだろうか。

「南雲さんも一哉さんみたいに遅くまで残業しているんでしょう？　今までずっと、私より長い時間を一緒に過ごしてたんだよね」

　彼が真咲に好意を抱いているのは確かだろう。

　一哉は澄夏の質問の意図が読めないようで、戸惑った様子だ。

「一哉さんは彼女を……」

　同僚ではなく女性として好きなんでしょう？　そう聞こうとしたけれど、どうしても肝心なところが言えずに澄夏は口を閉じた。まだ返事を聞く覚悟が持てないのだ。

（私、愛してるって言われて、期待してしまってる）

　だからこそ彼の本当の気持ちを聞いて、傷つくのが怖い。

　一哉の真摯な言動から、これからも澄夏との夫婦関係を続けていくつもりでいるのは伝わってくるけれど、澄夏だけでなく真咲のことも愛しているのだとしたら？

　もし彼が真咲への想いを否定したとしても、今後も彼女から一哉へのアプローチが続く可能性は高く、不安が尽きない。

　真咲と関わるのをやめてほしい。そう言えたら楽だけれど、同僚の彼女と距離を置くのは実際無理だし、一哉自身が受け入れるかわからない。

（だって一哉さんは南雲さんを信頼しているんだもの）

　たとえ男女の関係がなくても、真咲は一哉にとって必要な女性なのだ。

　そしてその事実が澄夏はつらくて、この先も割りきる自信がない。

　もとに戻っても、ふたりの関係を疑うことにとらわれ続ける日々に逆戻りするだけ。

　澄夏が黙り込むと、一哉が「さっきの話だけど」と話題を戻した。

「澄夏に伝わっていなかったのは、俺の気持ちを押しつけすぎても澄夏の負担になるだけだと遠慮しすぎたからだと思う。でも言葉が足りなかったんだな。今さらながら後悔している」

「後悔？」

「お義父さんの落選が原因で澄夏が離婚を考えてしまう。その程度の関係しか築けなかった自分を悔やんでるんだ」

　父の落選をたいした問題でもないように言う一哉に驚いた。

「でも一哉さんは政治家になりたくて私と結婚したんでしょう？　お見合いのときにそう言ってたから私は……」

「政界進出は目標だけど、澄夏を失ってまで叶えたい夢じゃない」

「え……」

「俺にとって一番大切なのは澄夏だから」

　一哉が切なそうに、でもはっきりと言う。

（一哉さんは、昔からの夢よりも、私を大切だと思ってくれてるの？）

「本当に一哉さんは離婚を考えたことがないの？」

　政略結婚の意義を考え、迷って悩んで苦しんでいたのは澄夏だけだったのだろうか。

「もちろん。実は夫婦仲はそれなりにうまくいっていると思ってたんだ。澄夏の気持ちが離れているのに気づいたのは、離れて暮らすようになってからだ」

　どうして気づいたのかと疑問を抱いたのが顔に出たのだろう。

「澄夏は俺を避けていたよな？　連絡してもときどき短い返事がくるだけだったから、さすがに気づくよ。初めは俺の行動に怒っているのかと考えたが、クローゼットの荷物がごっそり減っているのを見て、深刻さを理解した。それでも離婚を言い渡されるとまでは思っていなかったけれど」

　もの悲しく言われ、澄夏の胸に罪悪感が広がる。

「あの、出ていくときに話さなくてごめんなさい。でもどうしても言えなくて」

「なぜ？」

　澄夏はそっと目を伏せた。そうすることで自分の内面を見つめて当時の気持ちを思い出す。

「離婚しようと考えていたけど、まだ気持ちが揺れていて、冷静に話をする自信もなかったから」

「今言い出したのは、決心できたから？」

　澄夏はうなずいた。

　形だけの結婚生活に固執して悩み続けるよりも、一時の悲しさを乗り越えて前に進もうと決心していたのだ。彼の気持ちを聞くまでは。

「私たちふたりにとって、その方がいいと思った」

　そう答えると、一哉がため息をついた。きっと失望しているのだ。

（私だって本当は離婚なんてしたくない）

　けれど、心のまま彼の胸に飛び込んでやり直すのは問題が多すぎる。

　義父をはじめとした一哉の家族が心配していること。彼本人が気にしないと言っても周りはそうは思わないだろう。

　そして南雲真咲の件。

　黙ったままの澄夏にがっかりしたのか、一哉が顔を曇らせた。

「澄夏が望んでも俺はこのまま別れる気はない。一度家に戻ってきてくれないか？　しっかり話し合いたい」

「家で？」

「ここじゃ言えないこともある。周りを気にせず気持ちを伝えたいんだ」

　一哉の目は真剣だ。彼の決意は固く、澄夏がなにを言ってもその決意は揺らぎそうにない。

「……わかった。近いうちに一度帰ります」

　澄夏自身も予想外の展開に困惑して戸惑っている。一度時間を置く方がいいかもしれない。

「ありがとう……よかった」

　一哉がほっとしたように微笑みを浮かべる。こんなときだというのに、綺麗なその表情にどきりとした。

「澄夏からも俺に言いたいことがあったら遠慮なく言ってほしい。なんでも受け止めるから」

「うん……」

　うなずく澄夏を一哉は優しい目で見つめる。

（一哉さんうれしそう……私が譲歩したから？　まさか）

　彼だったら澄夏と別れたとしても、いくらでも次の相手がいるはずなのに。

（本当に私だけを好きでいてくれてるの？　南雲さんを恐れる必要はないの？）

　彼の表情から読み取れないかとじっと見つめたままでいたら、一哉が困ったような苦笑いになった。

「あまり見つめられると照れるな」

「あ、ごめんなさい」

「いや、うれしいよ。拒否されるよりずっと幸せだ」

　一哉はそう言いながら、テーブルの端に立てかけてあったメニューを手に取る。

「せっかくだから食事をしたいな。中途半端な時間だけど、澄夏は食べられそうか？」

「ええ、今日は朝ごはんを抜いたから」

　彼との話し合いだと思うと、食欲なんてまるで湧かなかった。

「それならちょうどいい」

　一哉はうれしそうに言い、メニューに視線を走らせる。

「ローストビーフハンバーグか、うまそうだな」

　この店一番のお薦めらしく、メニューの一番目立つところに写真が載っている。

　ハンバーグをローストビーフで包み、その上からたっぷりとデミグラスソースがかかった食欲をそそるものだが、澄夏はまだ頼んだことがない。ボリューム満点で食べきる自信がないからだ。

「一哉さん、おなかぺこぺこなんだね」

「実は俺も朝食抜きなんだ。らしくもなく緊張していて」

「一哉さんが緊張？　すごく意外。メンタル強いのに」

　陸上競技でも常に本番で最高のパフォーマンスを発揮していたと聞いているし、大学受験でも、第一志望の最難関校に合格。陸上部の活動メインの高校生活で、受験勉強のスタートが遅れたとは思えない快挙だった。厳しい条件の中でもしっかり結果を出すところに、彼の精神的な強さが表れている。

　けれど一哉は、否定するように首を横に振る。

「澄夏に関してはそうでもない。なにを言われるのか結構不安だったんだ。離婚って想像以上の宣言をされて逆に開き直ったけどな」

　彼は最後は少し冗談っぽく言い、「澄夏はなににする？」とメニューを差し出してきた。

　澄夏がなにか言うのを防ぐようなタイミングだ。〝ごめんなさい〟と言いかけた言葉をのみ込み、メニューを受け取った。

「……私は、クラブハウスサンドにしようかな」

「了解」

　一哉は店員を呼び、それぞれが選んだものとコーヒーのお代わりをオーダーした。

　料理が届くまでは少し気まずかったが、食事を始めると手持無沙汰ではないぶん気楽になる。

　顔を合わせたばかりの頃は緊張感にあふれていたふたりの間の空気も、落ち着いたものになってきていた。

　澄夏は予想外の展開に驚きながらも、どこかほっとしていた。

　改めての話し合いにも、段々と前向きな気持ちになってきている。

（ここでは話せない内容ってどんなことだろう）

　彼の内面をもっと深く聞かせてくれるのだろうか。

　考えてみれば、婚約時代からお互いの深いところをさらけ出し合った記憶がない。

　澄夏は政略結婚だからと彼に遠慮している面があり、それは今でも続いている。

　真咲に関係を仄めかされたときや、家を出る決意をしたとき、そして今この瞬間も本音をすべて出せないのは、彼と心がつながっている自信がないからだ。

　だけどやはりそれではだめなんだろう。

　彼の気持ちが離婚に向いていなくても、お互いの実家の問題があるから結果として別れることになるかもしれない。それでも、澄夏の気持ちは正直に伝えた方が後悔なく前に進めそうな気がする。

「うまいな。今度からこっちに戻ったときはここに来ようか」

　一哉が朗らかに澄夏に話しかけてきた。先ほどまでの深刻さはもうない。

「このサンドイッチもおいしくてお薦めなの。でも一哉さんには物足りないかな」

　どちらかというと、女性向けかもしれない。

　そう考えた途端、真咲の顔が思い浮かぶ。

（そういえば、一哉さんは彼女を連れて帰省しているんだよね）

　話し合いのときは、その件についても聞いてみたい。




「この後、なにか予定があるのか？」

　ボリューム満点のハンバーグを満足そうに食べ終えた一哉は、食後のコーヒーを飲みながら澄夏にこれからの予定を尋ねてきた。

「あ、うん。友人と会う約束をしているの」

「そうか」

　一哉は言葉にはしないものの、がっかりしているように見えた。

　予定がないと言ったら、どこかに誘われたのだろうか。

（いえ、私の勘違いかもしれない）

　彼に好きだと言われて調子に乗ってしまっているのだ。

　一哉とはカフェを出たところで別れる流れになった。ふたりの間には穏やかな空気が流れているだけに、名残惜しさを感じる。

「それじゃあ、また」

　澄夏が言うと、一哉はうなずいた。

「気をつけて行けよ。俺はあと二日はこっちにいるから、いつでも連絡して。すぐに出られるようにしておくから」

　とても気遣いのある言葉だった。

「ありがとう」

　手を振ってから彼と反対方向に歩き出す。心の中に寂しさが広がった。




　一哉と別れた澄夏は、実家に戻らずその足で瀬奈との待ち合わせ場所に向かった。

　彼女は今ビジネスホテルに滞在しているという。実家には年の離れた弟妹がいて騒がしく、仕事に集中できないので数日部屋を取ったらしい。

　地元とはいえ、澄夏は初めて訪れるホテル。一階のフロントの近くに宿泊客以外も利用できるレストランがあり、瀬奈はそこで待っているはずだ。

　澄夏はレストラン内を見回してすぐに瀬奈の姿を見つけた。

「ごめんね、遅くなって」

　彼女はコーヒーを飲みながらテーブルに置いたタブレットを眺めていたが、澄夏の声に顔を上げた。

「いいけど、もめたの？」

　瀬奈には一哉と話し合いをすると言ってあるから、心配してくれていたようだ。

「もめてはいないんだけど、予想外の展開になってね」

　澄夏は席に座り、近くのスタッフにアイスレモンティーをオーダーした。

「今日はコーヒーじゃないの？」

「うん。さっき二杯飲んだから」

「そういうこと。食事は？」

「済ませてきた。瀬奈はまだなら頼んで」

「朝が遅かったから、いいや」

　澄夏のアイスレモンティーが届くと、瀬奈が視線で話を促した。

「それで須和さんはなんて？」

「離婚するって言ったら、拒否された」

　瀬奈は意外そうに目を丸くする。

「同僚の女性との浮気は澄夏の勘違いだったの？」

「まだはっきりしてない。詳しい話は家ですることになったの」

「ああ、まあ外だと周りが気になるものね」

「うん。来週一度向こうの家に帰るんだけど、一哉さんが離婚を拒否すると思ってなかったから戸惑ってる」

　瀬奈は、氷が溶けて薄くなったアイスコーヒーをストローでかき回した。

「私が聞いた澄夏目線での話だと、須和さんとの関係は結構ドライな印象だったけど、実際は違うのかもしれないね」

「そうなのかな……」

「あくまで可能性。こんな中で私ができるアドバイスは、次の話し合いを最後のチャンスと思ってぶつかった方がいいってこと。澄夏は自己主張が弱くて、それは奥ゆかしいっていう長所でもあるけど、今はだめ。自分の人生がかかってるんだからがんばってきなよ」

　いつになく強い親友の言葉を、澄夏は少し驚きながらも受け入れる。

「うん。私も本音をもっと出さないといけないと考えてたんだ。ありがとうね、背中を押してくれて」

「いいって。実はちょっと安心してるしね」

「安心？」

「憧れていた須和さんが、妻を簡単に捨てるひどい男じゃなくてよかった。軽蔑せずに済んでほっとしてる。あとは同僚女性の件も誤解だと信じたい」

　それは澄夏も思っている。

（でも、南雲さんに関しては完全な勘違いではないから悩ましい）

　だが今真咲のことを考えるのはやめようと自分に言い聞かせた。

「瀬奈に仕事の件とかいろいろ相談しているのに、コロコロ変わってばかりでごめんね」

「まだ話を進めたわけじゃないから大丈夫。でも就職活動で中途半端はよくないから、しっかり結論が出てからにしよう」

　瀬奈の言う通りだ。澄夏はもちろんとうなずく。

「でもね、もし一哉さんと夫婦を続けていくとしても、なにかできることを探したいなと思ってるんだ」

「働くってこと？　もしかして一哉さんの収入では厳しいの？」

　官僚の給料はイメージほど多くないらしいって聞くけど、と瀬奈がつぶやく。

　親友とはいえ、あまりお金の話はしない。瀬奈が言っているのは一般論だ。

　実際、澄夏は彼の収入で十分な生活を送れている。

　彼は給料全額を家庭に入れてくれている上に、使い道についても細かいことをいっさい言わないので、なにも不自由はしていない。

　しかも彼は学生の頃から投資をしているらしく、そこでの利益があるため小遣いは不要と言う。子どもがいない今、かなりゆとりのある生活なのだ。

「経済的な問題じゃなくて、私もなにかしたいと思って。もちろん家事はしっかりやる前提で」

「あーそっか。気持ち少しわかるよ。私もいつか結婚しても仕事続けたいからね。澄夏がそう言うのは意外だったけど」

「最近考えが変わったんだ」

　そう思ったきっかけは母との会話だったと思う。

　父に必要とされない気がして悩んでいた母に共感した。多かれ少なかれ、人は誰かに必要とされたい欲求があるのだろう。居場所が欲しいとも言えるかもしれない。

　だからいろいろな経験をして、自分だけの場所を探してみたい。そんなふうに思うようになった。

　それにこの先、どんな道を選んでも自分の力で進んでいけるように、準備をしておきたい。

　一哉とやり直す可能性を考えながら、別れも覚悟しているのだ。




　一週間後の金曜日の昼過ぎ。澄夏は夫との約束通り東京のマンションに戻った。

　連休が終わり世間では通常勤務になっている。当然一哉の帰りは遅くなるだろうが、明日は休みなのでゆっくり話し合いができそうだ。

　彼が帰宅する前に部屋の清掃や、買い物を済ませておこう。

　鍵を開けて「ただいま」とつぶやきながらリビングに向かう。

　だいぶ汚れているだろうと覚悟していたものの、予想外だった。

（一哉さんが片づけたんだ）

　彼は結婚前にひとり暮らしをしていたから、ひと通りの家事はできる。

　ただ平日は仕事に忙しく不在がちだし、休みの日でも澄夏がいてやる必要がなかったから彼が家事をする姿を見たことがない。

（すごく忙しいのに、こんなにしっかり掃除してくれたんだ。なんか申し訳ないことをしちゃったな）

　自分がいない方が彼のためと思っていたけれど、身勝手な行動だったと実感する。

　窓を開けて空気の入れ替えをしながら掃除を始める。その後近所の商店街に行き、食材を仕入れてきた。冷蔵庫は空っぽだったので、あれこれ買っていたらずっしりした重みになった。

　夕方には家事を終えてひと休みしていると、スマートフォンが着信を知らせた。一哉からだ。

「はい」

『澄夏、今日帰ってくるんだよな』

　一哉が少し早口に言う。仕事の合間に急ぎかけてきたといった様子だ。

「うん。もうマンションにいるよ」

『そうか』

　彼の声が少し明るくなった気がした。

『俺は七時頃に帰るけど、外食でもするか？』

「え？　そんなに早く帰ってくるの？」

『……迷惑か？』

「まさか。ただ今までこんなに早く帰ってきてくれたことがないから驚いて」

『そうだな』

　彼の声音があきらかに沈んだ。責めているような口調だっただろうか。なんだか気まずい。

（文句を言いたいわけじゃないのに）

　今はお互い不自然なほど気を使ってしまっている状態だ。微妙な雰囲気を消したくて、話題を変える。

「夕食は、一哉さんが嫌じゃなかったら私が作るけど」

『嫌なわけないだろ？　久しぶりの澄夏の料理、楽しみだよ』

　一哉も気持ちを切り替えてくれたようだ。

「リクエストはある？」

『なんでもいい』

「うーん……それが一番迷うんだよ？」

『はは、悪い。それじゃあカレーがいいかな』

　澄夏は目を瞬いた。またなんとも平凡なリクエストだ。でも一哉が食べたいというのならいいかもしれない。

「わかった。七時頃に食べられるように、用意しておくね」

『ああ。後でな』

　電話を終えた澄夏は、スマートフォンを持ったままリビングのソファーに腰を下ろした。

（一哉さん、優しい声だった）

　よい方に考えすぎてはだめだとわかっているけれど、彼は澄夏の帰宅を喜んでいるように感じた。

（本当にこのままやり直せるのかな）

　そんなことを考えながら、澄夏はカレーに足りない材料を買うため、もう一度外に出た。




　少し迷ってシーフードカレーを作ることにした。それからアボカドのサラダ。結婚してすぐの頃においしいと喜んでくれたのを思い出したからだ。

（夫婦関係をやり直すための話し合いにちょうどいいかも）

　当時の、余計なことを考えずただ幸せだった気持ちに戻れるかもしれない。

　一哉は予定通りの時間に帰宅した。部屋にはカレーの匂いが漂っている。

「おかえりなさい」

　澄夏が出迎えると、一哉はうれしそうに顔を輝かせた。

「ただいま、本当にカレーを作ってくれたんだな」

「うん」

「ありがとう。すぐ着替えてくる」

「その間に用意しておくね」

　一哉は寝室へ。澄夏はキッチンに戻り、テーブルセッティングに入る。お気に入りの皿にライスを綺麗に盛りつけ、大きめのエビなどを贅沢に入れたルーをよそう。

　サラダを涼しげなガラスの器に盛りつけてダイニングテーブルに並べた。

　ちょうどそのとき部屋着に着替えた一哉が戻ってきて、湯気を立てるカレーを見て目もとを緩ませる。

「シーフードカレーか。うまそうだな」

「前に好きだって言ってたから」

「覚えていてくれたんだ」

　一哉は少し驚いた様子だったが、それが澄夏には意外だった。

（自分の夫の好みを覚えようとするなんて当然だと思うけど）

　一哉は澄夏のことをどんなふうに思っていたのだろう。ふとそんな疑問が湧く。

「食べていいか？」

「あ、もちろん」

　ダイニングテーブルに向かい合って座り、食べ始める。

　味見をしていてわかっていたけれど、なかなかうまくできているなと満足していると、ひと口食べた一哉が顔を輝かせた。

「うまい！」

「あ、ありがとう」

　彼がこんなふうに食事中に声をあげるのを見るのは初めてだ。

　今までも『おいしいよ』と言ってくれたことはあるけれど、落ち着いた様子で微笑みながらといった感じで、社交辞令のようなものだと思っていたから。

　驚いたけれど、うれしい。作ってよかったと思う。

「どうしたんだ？」

　澄夏の食事の手が止まったことに気づいた一哉が眉を上げる。

　なんて答えようかと一瞬迷ったけれど、正直になろうと決心したばかりだと思い出した。

「料理を喜んでもらえてうれしいなと思って」

　すると一哉は目を見開いた。

「今まで、言ってなかったか？」

「おいしいって言ってくれたことはあるけど、気を使ってくれているように見えてたから。今は本当にそう思ってくれているんだって感じたの」

「……そんなつもりはなかった」

　彼はショックを受けたように視線を落とした。失礼なことを言ったと澄夏は慌てて取り繕う。

「私がそう思っただけだから。それにこんなふうに一緒に夜ご飯を食べる機会が滅多になかったでしょ。だから……」

　言いながらはっとした。フォローしたつもりが、一哉がますます暗くなってしまったからだ。

「あの、一哉さん？」

　声をかけると彼ははっとしたように澄夏を見る。それからため息をついた。

「どうしたの？」

「俺はだめな夫だったんだなと再確認していたんだ。仕事ばかりで家庭を顧みなかったよな」

　たしかに彼は多忙で、一年という結婚生活の中でともに過ごした時間は少ない。

　けれど官僚とは皆そのようなものだと澄夏だって知っている。

　だからいつも夫が不在でも不満はなかったし、仕事だと偽って別のことをしているなどと疑うわけもなかった。

（南雲さんに言われるまで浮気の心配だってしていなかったし）

　社会的立場と彼個人の要素、容姿や能力などを考慮すれば、女性が放っておくわけがないのだ。それなのになぜか澄夏は信じきっていた。

「私、一哉さんが激務なのを不満に思ったことはなかった。仕事をがんばる一哉さんを尊敬していた」

　澄夏の言葉に一哉が目を見張る。

「ありがとう、澄夏は俺の仕事を理解してくれていたんだな……それなのに離婚を考えるほど俺たちの距離は開いてしまった。後悔してるよ、もっと早く夫婦で話し合う機会をつくればよかったって」

「それは私もだよ」

　夫婦といってもお互いのことをよく知らないまま今日まできた。それは言葉が足りなかったから。

（どこで間違ってしまったのかな）

　初めから心を開いて気持ちを伝えていたら、今違う関係になれていたかもしれないのに。

　苦い思いが胸に広がる。

　けれど澄夏は沈みそうな気持ちを振り払うように笑みを浮かべた。

「一哉さん、いろいろ話はあるけど、今は食事をしよう？　お代わりもたくさんあるから食べてね」

　心を込めて作った料理を楽しんでほしい。

「ああ、そうだな。久しぶりの澄夏の手料理なんだ」

　一哉も気持ちを切り替えてくれたようで、スプーンを手に取る。

　結局彼は三杯目までお代わりをした。気に入ってくれたと伝わってきてうれしい。

　片づけ時も、いつもとは違う事態が起こった。

　一哉が食器洗いを手伝うと言いだした。

　今までもそのように気遣ってもらったことはあるが、家事は澄夏の役目だと思っていたので断っていた。でも今は彼の善意を断りたくはなくてお願いした。

　ふたりでキッチンに並ぶのは初めてで新鮮だった。

「あ、一哉さん、それは食洗器に入れないで」

　彼が手にしていたのは澄夏が気に入って使っているフライ返し。柄の部分が木で食洗器に入れると色あせてしまうものだ。

「あ、悪い」

「ううん、言ってなかったから」

「このシリーズは手洗いなんだな」

　一哉はすぐに理由を察したようで、手早く仕分けていく。こんなところでも要領がいい。

　ふたりで家事をするのは思っていたより楽しかった。今さらこんな感情になるなんて皮肉だ。




　片付けが終わった後、彼が食後のコーヒーを淹れてくれた。

　ついに帰宅した目的である話し合いの時間だ。にわかに緊張感が漂う中、澄夏は気持ちを奮い立たせた。

　リビングのソファーだと並ぶ形になり話をしづらいので、ダイニングテーブルで向かい合う。

　まずは一哉が切り出した。

「澄夏が離婚したいとまで思う問題や不満についてはいくつか心あたりはあるが、澄夏の口からはっきり聞きたい。その上で今後改善していくと約束するから、やり直してほしい」

　澄夏は目を見開いた。

　一哉が離婚したくないと思っているのは前回聞いたが、今の言い方はすべて澄夏に譲歩するようなもの。

（どうしてそこまで……）

　戸惑うものの、澄夏も自分の気持ちを伝えると決めている。

「私がうまく伝えられなかったから誤解させてしまってごめんなさい。離婚を考えたのは、一哉さんに原因があるわけではないの」

　一哉の顔に戸惑いが浮かぶ。それならなぜ？と言いたげだ。

「この前も少し話したけど、お父さんが落選してからずっと考えていたの。一哉さんにとって私は必要なくなったんじゃないかって。私たちはお見合いで、お互いの家の利益のために結婚したでしょ？　でも今の岩倉家は須和家の役に立たないのかもしれない。少なくともお父さんが今の状態では無理だと思った」

「状況が変わったのはその通りだが、だからといって澄夏との離婚を考えたことなんてない。むしろ支えたいと思っていた。実際は仕事ばかりで力になれなかったけど」

「一哉さんはそう思ってくれていても、お義父様は今の状況をとても心配しているみたい。実家に帰る前にお義母様から連絡があって、そう言っていたの。その話を聞いたとき私は当然だと思った。一哉さんだって本当はわかってるでしょ？」

「母が澄夏に連絡したのは聞いた。嫌な思いをさせて本当にごめん。母には夫婦の問題に余計な口出しはするなって言ってあるし、父には俺からしっかり説明するつもりだ」

「説明って？」

「俺が絶対に澄夏と離婚したくないとはっきり言う」

　一哉の目は真剣で、その決意はとても固いように見える。

「私と離婚した方が一哉さんはメリットが大きいのに」

　彼は心外だとばかりに顔をしかめる。

「メリットなんてなにもない。俺には澄夏が必要だ、失いたくない」

「それなら南雲さんはどうするの？　……彼女とは同僚以上の関係なのでしょう？」

「え？　南雲さん？　澄夏、なにを言ってるんだ？」

　彼の顔に困惑が浮かぶ。その様子に澄夏はじれったい気持ちになった。

「一哉さん、私には言わないで実家に帰ったことがあるでしょ？　そのとき南雲さんも一緒だったんじゃないの？」

「え……どうしてそれを」

「先日お義母様から聞いたの。私に秘密にしていたのは、南雲さんが一緒だったからじゃないの？」

「ち、違う！　たしかに仕事で近くに出向いたときに寄ったが、俺ひとりだ。やましいことはない。話さなかったのは、澄夏が実家の問題で悩んでいるときに地元の話をするのがはばかられたからだ」

　一哉は気を使い澄夏に言わなかったという。だけど素直に信じられない。

「岩倉神社に南雲さんと行ったんじゃないの？　彼女のバッグについていた御守りは見覚えがあるものだったし、なにか意味があるように感じたけど」

「神社にはひとりで行った。澄夏の悩みが早く解決するようにと神頼みをしたんだ。南雲さんは無関係で、彼女の御守りについては存在も知らない」

（私のためだったの？）

　一哉が澄夏のためを想ってお参りに行ってくれたなんて。

「ありがとう……ずっと心配かけてたんだね、ごめんなさい」

「いいんだ」

「……神社の件は私の誤解だったとしても、やっぱり無関係ではないと思う。だって私、南雲さんに直接言われたんだもの。彼女と一哉さんが特別な関係だって」

　一哉は衝撃を受けたように息をのむ。

「まさか……」

　独り言のようにつぶやく声は震えている。

「本当よ。一哉さんが忘れ物を取りに帰ってきた日、彼女を連れていたでしょう？　そのときに言われたの」

「どうしてそんなことを」

「それに、一哉さんが帰らなかった日、私が電話をしたら彼女が出たわ。一哉さんは寝ているから話せないって言われて、電話を切られたの。普通の同僚だったらそんな真似はできないはずでしょ？」

　いつになく強い口調になってしまった。

　だけどそれだけショックな出来事だったのだ。夫婦でも気持ちまでは縛れないから仕方がない。そう思っていたけれど、一哉が離婚を拒み澄夏を必要だと言ってくれているのなら、話は別だ。

「待ってくれ。誤解だ。南雲さんは部下のひとりというだけだ」

「それならどうして彼女は私にあんなことを言うの？」

「それは彼女に聞いてみないとわからないが、どうしてすぐに言ってくれなかったんだ？」

「実家のことで離婚した方がいいのかと迷ってたときだから。一哉さんにとって私は負担でしかないと思っていた。そんなときに夫の恋人だと思わせる人からなにか言われて、相談できるわけがなかった」

　真咲が絡んできたのは、澄夏が思いつめていたときだ。タイミングも悪かったのだと思う。

　とてもじゃないが一哉から事情を聞き出して、問題解決をする気になれなかった。

　それ以前に、澄夏は彼に愛されている実感などなにもなかったのだから。

　一哉はショックを受けたようだが、気を取り直したように顔を上げた。

「さっきも言ったが、南雲さんとはなにもない。だがそれを信じてもらえないのは信頼関係を築けていなかったからだな」

「それは仕方ないよね、私たちはお見合いで……」

「そこからすれ違っているのか。澄夏は、俺が家や将来の出世のために結婚したと思っているんだろう？」

「うん。だってそうでしょ？」

　父が見合いの席を設けなかったら、一哉と結婚できたわけがない。再会すらなかっただろう。しかし一哉は首を横に振った。

「違う。出会いは見合いだったが、俺は相手が澄夏だったから結婚したんだ」

「え？」

「澄夏は覚えてないかもしれないけど、俺たちが初めて会話をしたのは、もっと昔なんだ」

　思いがけない一哉の言葉に驚きながらも、澄夏は口を開く。

「覚えてるよ。私が中学生の頃にボランティアの集まりで会ったんだよね。でも一哉さんは忘れてるのかと思ってた」

　彼の方も澄夏が覚えているとは思っていなかったようで、「覚えていたのか」としみじみした様子でつぶやいた。

「あれは俺にとって印象的な出会いだった」

　澄夏は目を見開いた。

「嘘……だって、そんなこと一度も。お見合いの席でも初対面の人の挨拶だったし。だから覚えてないんだろうなって思ったんだけど」

「俺も澄夏の様子を見て覚えてないだろうなと思ったんだ。それにあのときはお義父さんも同席していたから、ボランティア活動のとき一緒にサボってなんて言い出しづらいだろ？」

「あ……それはそうかも」

（お互い言い出さなかっただけで、忘れていなかったんだ）

「澄夏のことはよく覚えてる」

「あまりいいイメージはなかったでしょ？　あのとき、私生意気なことばかり言ったし、だらしないところも見せたし」

「そうか？　俺は励まされたよ。あの頃は進路に悩んでいたんだけど、澄夏の言葉で吹っきれた」

　いったいどうしてそんな話になっているのだろう。澄夏はたいしたことは言っていないはずだ。

（あの頃は中学生だったのだし。それとも私が覚えていないやり取りがなにかあった？　いやまさか）

「その後澄夏と会う機会はなかったけど、よい思い出として残っていた。だから本来なら気が乗らない見合いを受けたんだ」

「……お見合いの相手が私だから受けたの？　本当に？」

「正直言えば、受けたときに結婚まで考えていたわけじゃない。ただ澄夏に会いたいなと思ったんだ。久しぶりに会って驚いたよ」

「どんなふうに？」

「大人の女性になってたから。もちろん昔のままじゃないとわかっていたけど、でもあまりに綺麗になっていたから驚いた」

　真っすぐ見つめられて、澄夏は言葉に詰まった。

　一哉が直接的な褒め言葉をくれるのは初めてな気がして、頬に熱が集まる。

「澄夏は控えめであまり自己主張はしなかったけど、そのぶん人の気持ちに敏感で、誰にでも気遣いができる優しさを感じた。一緒にいると俺まで優しい気持ちになれた」

「……そんなふうに思ってくれていたの？　私知らなくて」

「俺が悪い。はっきり言葉にしてこなかったからな。態度では表していたつもりだが、澄夏に伝わっているかどうか確認していなかった」

「どうして言葉にしてくれなかったの？」

「それは気持ちのままに迫ったら澄夏が困ると思ったから。婚約してからも、澄夏は俺に対して一定の距離を保ちながら接しているように感じたんだ。だから結婚して少しずつ距離を縮めていこうと思った」

　一哉の話を驚愕しながら聞いていた澄夏は、ふとある事実に気がついた。

（もしかして一哉さんは、私の気持ちに気づいていない？）

　そんなはずはないと思っていた。彼は澄夏と違い過去に恋愛経験があるだろうし、頭の回転が速く洞察力がある。人の感情の機微に鈍感なはずがないと。

　けれど今の話ではどうも違うように感じる。

（私の気持ちに気づいてなかったのって聞いてみる？）

　浮かんだ考えを、澄夏はすぐに打ち消した。そんな回りくどいことをせずはっきり言おう。最後に正直になると決めたのだから。

「私は初めて一哉さんが走る姿を見たときから憧れていて、神社で初めて話をしたときに好きだって思った。お見合いして結婚してもっと気持ちが大きくなっていった。離婚した方がいいと思いながら気持ちは消せなかった。だから一哉さんが迫ってくれたらうれしかったのに」

「……え？」

　今度は一哉の方が驚愕したようだった。

　予想外の言葉を聞かされ、対応できない様子。

　ああ、この瞬間がもっと早くくればよかったのに。澄夏が家を出るよりも前に。

（もしそうだったら、少しは自信が持てたかもしれない）

　実家が大変で不安なときに彼の前で弱音を吐いて泣けただろうし、真咲の宣戦布告のような発言にも、言い返すことができたはず。

　そうでなくても、一哉に訴えて不安を解消できたのだ。

　でも現実は、一哉との間の絆を感じることができなかったから、別れを考えた。

　その方が夫のためになると思ったから。

（一哉さんがもっと早く伝えてくれたら……いえ、彼のせいにするのは違う）

　澄夏だってなにも言わなかったのだから。

　勇気を出して伝えていたら、彼は今言ったことを打ち明けてくれたはずなのだ。

（すれ違ったのは私自身の弱さが原因なんだ）

　感情的に泣く姿を見せたくなかったしそうしてはいけないと思い込み、できるだけ分別ある対応をして、別れても彼の記憶の中の自分の評価を下げたくなかった。

　本音で向き合って傷つくのが怖かった。

「澄夏……それは本当？」

　一哉が恐る恐るといった様子で確認してくる。いつもならつい目を逸らしてしまいそうな張りつめた空気が漂っていて、自分の心臓の音がドクンドクンと聞こえてくる。

　それでもしっかりとうなずいた。

　一哉がつらそうに顔をしかめて、直後深く頭を下げた。

「ごめん。俺は自分が思ってるよりも鈍感みたいだ」

「え、そんなことは。私が言わなかったのが悪いのだし」

「澄夏が言えなかったのは俺の態度が原因だろ？　それに仕事ばかりであまりに家庭を顧みなかった。こんなふうに話し合うのも初めてで。結婚して一年経つけど、ふたりで過ごした時間は驚くほど少ないんだなと今改めて感じている」

「それは私も思ってた。同じ家に住んでいても顔を合わす時間は本当に少なくて、一哉さんは私よりも同僚の南雲さんと一緒にいる時間がはるかに長いんだよね」

　信頼関係を築く機会は妻よりも同僚の方が多いのだ。

　一哉は虚を突かれたような表情をした後、澄夏を真っすぐ見つめた。

「この仕事を続けていく限り、ほかの家庭に比べてどうしても夫婦の時間は少ないかもしれない。だけど今よりも澄夏との時間を取って、不安に感じることがないよう努力する」

　澄夏はうなずいた。

「わかってる。一哉さんが仕事に生きがいを感じていつもストイックにがんばっていることは。応援もしていたつもり」

「支えられていたよ。激務でも家では癒やされていた。それなのに澄夏に甘えて、どんな気持ちで待っているかを思いやれなかった」

「忙しいのは結婚する前から覚悟していたの。お父さんにも、官僚の妻になるのだから覚悟しなさいと言われていたし。それなのに耐えられなくなったのは、一緒に過ごす時間がなかったからじゃなくて、心が離れていると感じたから。だから私は自分が不要な存在なんだって思ってしまったの」

「もし澄夏が許してくれるのならやり直したい。夫婦で過ごす時間が少なくても、ゆるぎない信頼関係を築けるように努力したいんだ」

「一哉さんは私に怒ってないの？　勝手に傷ついて出ていって、相談せずに離婚を決めて」

　今思うとなんて勝手なんだろう。相手の気持ちも考えずに逃げ出すなんて。

「今回の件のショックは大きかったけど、澄夏に対しては怒っていない。怒りがあるとすれば自分自身にだ」

　一哉の目は真剣で、彼が本心を言っていると信じられる。

「私は南雲さんとの関係も疑って、一哉さんを信じられなかったんだよ？」

「それも俺が悪い」

　胸が切なくなる。夫がすべてを自分の責任にしようとするから。

「もう一度……やり直せるのかな？」

「澄夏、必ず幸せにすると約束する。俺に嫌気が差していてすぐに気持ちが戻らないかもしれないが、いつかまた好きだと思ってもらえるように尽くす。俺には澄夏が必要なんだ」

「今でも私を必要としてくれるの？　この先父が力を失ったままでも？」

「当然だ。将来お義父さんの地盤を引き継ぐという話が出ているのはわかっていたが、それだけで結婚を決めるほど、俺は割りきれるタイプじゃない。澄夏を愛しているから妻に望んだんだよ」

　視界がじわりと滲むのを感じた。涙が頬をぽろぽろ伝っていく。

　一哉が動揺する気配が伝わってきた。

「ごめん、困らせたか？　気持ちを押しつけるつもりはないんだ。ただはっきり言葉にして伝えたかった」

　澄夏は涙を拭いながら首を横に振った。

「困ってなんてない。ただ、ほっとしたせいか涙が勝手に出てきて……」

　止めようとしても、なかなか止まらない。

「澄夏……そっちに行ってもいいか？」

　一哉が遠慮がちに問いかけてきた。

「……うん」

　澄夏が答えると、一哉が椅子を引き腰を上げた。

　それから澄夏の座る椅子の隣に来て、その場で膝をつく。

　ふたりの視線の高さが合い、間近に彼の端正な顔がありどきりとした。

　夫はそっと手を伸ばし、澄夏の涙を拭ってくれる。

「澄夏……ごめんな」

「……大丈夫。悲しくて泣いてるわけじゃないから」

「ああ、ほっとしたんだよな。それだけ不安だったってことだ」

　彼はその不安は自分のせいだと思っているのだろうか。

　澄夏を見つめる目は労わりにあふれている。

（いつもこんなふうに私を見ていてくれたの？）

　思い込みと自信のなさから、少しも気づいていなかった。

（ああ……私、一哉さんが好き）

　改めて強く強く感じる。

　離婚すると、彼から離れて新しい人生を送ると固く決心したはずなのに……今目の前の彼に抱きしめてもらいたいと願っている。

（私、本当は離婚したくない。一哉さんが引き止めてくれてよかった）

「ご、ごめんなさい……」

「え？　澄夏、どうした？」

　一哉が戸惑いを浮かべる。

　彼は澄夏の肩に手を置こうとしたが、ためらうように引っ込めてしまった。

　あきらかに遠慮をしているその距離感が切なくて、澄夏は衝動的に一哉の胸に飛び込んだ。

「離婚するなんて言ってごめんなさい。許してくれるなら取り消してください。今でも一哉さんが好きなの。だから……」

　一哉の顔に驚愕が浮かび、直後強く抱きしめられた。

「澄夏……よかった」

　心から訴えかけるような声だと感じた。彼の温もりに包まれて、澄夏の胸に喜びと、彼への愛おしさがあふれる。

「一哉さん……好き」

　たまらない気持ちになって告げると、応えるように強く抱かれる澄夏の胸は早鐘を打っているけれど、それは彼も同じだった。

　しばらくするとどちらからともなく体を離し、見つめ合う。

　それが合図になり顔を近づけ唇を重ねた。

　結婚して一年になる夫婦だから、キスは何度もしたことがある。

　それなのにまるで初めてのときのように胸がときめき、緊張していた。

　初めは優しかったキスが激しくなるのはあっという間だった。

　彼の舌が澄夏の小さな口に侵入して、蹂躙する。舌を絡められて、澄夏の体がびくりと跳ねた。

「んんっ……はあっ」

　一度解放されてもすぐに奪われる。

　繰り返されるうちに、だんだんと澄夏の頭の中には靄がかかっていった。

　息が苦しいのに気持ちいい。気づけば、彼の首のうしろに手を回して体を押しつけていた。普段の澄夏からは考えられないほどの積極的な行動だ。

　それが一哉に火をつけたようだ。

「あ……」

　一哉は澄夏を抱き上げてベッドルームに向かった。

　足早な彼はすぐにベッドにたどり着き、澄夏をそっと横たえ、覆いかぶさってくる。

　見たことがないような鋭い眼差し。それはきっと彼が欲情している証拠だ。

　本能的な部分を刺激されたように体が震えた。

　恐れのようなものと同時に期待を抱く澄夏の気持ちを彼は察しているのか、言葉はなくいきなりキスが始まった。

　先ほどまでとは違い、ベッドの上で組み敷かれた状態では逃げ場がない。

　さんざん彼の激しさに翻弄され続け解放された頃には、息も絶え絶えですっかり体の力が抜けていた。

　一哉の手が澄夏の頬をそっとなで、そのまま胸もとに移っていく。キスは激しかったのに、澄夏の服を取り去る手はとても優しい。

　気を使ってくれているのがわかる。それは愛情からだと言葉はなくても感じられ、幸福に満たされる。

　澄夏の着ていた服を取り去った一哉が、額にそっとキスを落としてきた。

　くすぐったいけれどうれしい。彼が離れるのと同時につむっていた目を開くと、一哉に見つめられていた。

「澄夏、愛してるよ」

　澄夏の頬にかっと熱が集う。一哉がくすりと笑った。

「かわいい、赤くなってる」

　そう言う彼はあまりに幸せそうな表情で、澄夏はますます恥ずかしくなった。

「だって、一哉さんが赤くなるようなことを言うから」

　一哉は優しく目を細めた。片手で自分の体重を支え澄夏に負担がかからないようにしながら、もう一方の手で澄夏の髪をなでる。

「気持ちは伝えるようにしようって決めたから実践してる。澄夏も言葉にしてほしいって言っただろ」

「そ、そうだけど」

　だからといって、いきなりこんなに甘くなるなんて、どうしていいのかわからなくなる。

　うれしいけど照れてしまって、だめ。

「澄夏からも伝えてほしい」

　一哉は澄夏に触れたまま言う。そういえば先ほどから、彼は常に澄夏に触れている。これも愛情の表れだろうか。

「一哉さんが好き。大好き」

　彼は顔を輝かせた後、澄夏をうっとりさせる甘くて深いキスをした。




「あっ、ああ……」

　澄夏は一哉の丁寧すぎるほど執拗な愛撫に翻弄されて、絶え間なく声をあげていた。

　直接肌を合わせお互いの熱を感じ合い、もうかなりの時間が過ぎている。

　一哉は澄夏の体を十分溶かしてから入ってきたので、それだけで澄夏は気が遠くなるような快感に襲われたのだけれど、それは始まりに過ぎなかった。

　お互い一度果てた後も、彼は澄夏の中から出ていかないまま情熱的に責め立ててくるのだ。

　乱暴ではないけれど、的確に弱いところを責める律動に、澄夏はすすり泣いた。

「あ……もう、無理……」

　息も絶え絶えに訴える澄夏を一哉は抱きしめる。

「嫌なのか？」

　耳もとにぞくりとするような色気のあふれる声でささやかれ、びくりと体が震えた。

　澄夏は必死に首を振る。

「違うけど、でももうだめ」

　少し休ませてほしい。そうでないと本当にどうかしてしまいそうだ。

　彼がこんなに貪欲で激しいなんて知らなかった。

　一哉がゆるゆると動かしていた腰を止める。

　ほっとひと息つく澄夏に、一哉がそっと触れるだけのキスをした。

「ごめん。澄夏が愛しくて止まらなかった」

「……私だって一哉さんが好きだけど」

「澄夏、そんなふうに言われたら、離せなくなる」

「えっ……それはだめ」

　彼に抱かれるのは幸せだ。これほど求められるのは初めてだけれど、ずっと望んでいたことなのだ。心も体も満たされて、この時間が永遠に続けばいいとすら思っていた。だけど……。

　一哉と澄夏の体力差は大きくて、もう体力の限界だ。

「わかった。これで最後にする」

　汗ばんだ澄夏の額についた前髪をかき上げながら彼が言う。

「……うん」

　自分からお願いしたのに、離れると思うと寂しくなる。

（でも、もうどうしても無理）

　脚ががくがく震えてしまっているのだ。

「一哉さん、これからもずっと一緒にいられるよね？」

「ああ。嫌って言っても離してやれない。覚悟しろよ？」

　不敵に笑う彼に、澄夏も微笑んだ。

「うん。一哉さんもね」

「俺は望むところだから」

　彼はそう言い、中断していた律動を再開した。

「えっ？　ああっ！」

　収まっていた快感が一気にぶり返して澄夏は悲鳴をあげる。

「澄夏、愛してる」

　一哉は激情を叩きつけるように澄夏の中を蹂躙する。

　夫の強い愛を受け止めた澄夏は、そのまま気を失うように眠りに落ちた。




　やり直すと決めた話し合いの三日後に、澄夏は実家からふたりが暮らすマンションに戻った。

　一哉はとても喜び、その日も早く帰宅してくれた。

　新しい気持ちで始めた生活は順調だ。

　仕事がハードで夫婦の時間が少ないのは変わらないけれど、お互い会話を欠かさないように努力している。

　彼は宣言通り言葉で愛情を伝えてくれるようになったから、ふたりの間には頻繁に甘い空気が漂うようになった。

　食後のコーヒーを飲んでいるときや、テレビを見ているときなど、彼は澄夏にとても自然に触れてくる。

　気づけば肩を抱き寄せられて、夫の逞たくましい胸に引き寄せられていたり。

　澄夏はそのたびに胸をときめかせ頬を染めて、一哉はそんな澄夏を優しく見つめながらキスをしてくるのだ。

　スキンシップのような数回のキスで終わるときもあれば、そのままソファーに押し倒されて深いものになるときもある。

　彼に抱かれると澄夏はためらいなく気持ちを口にしてしまう。愛しさが膨らんで抑えられなくなるからだ。

　もちろん一哉もそれに応えるように、正気のときなら恥ずかしくて居たたまれなくなりそうな、情熱的な告白をしてくれる。

　まるで新婚夫婦のようにイチャイチャしているが、本当に幸せだった。




「澄夏……大丈夫か？」

　夫の声ではっとした。

　目を開くと目の前に心配そうな顔がある。

「あ……うん、平気だよ」

　澄夏は恥ずかしさを感じながらうなずいた。

　行為の途中に一瞬意識がなくなってしまったようだ。最近、よくこんなふうになる。

（一哉さんがたくさん抱いてくれるから）

　決して乱暴ではないけれど、丁寧で情熱的。そんな彼の行為に、澄夏はいつも頭が真っ白になるのだ。

　ベッドでの彼は、以前から余裕があって澄夏はリードされっぱなしだったけれど、最近その傾向がとくに強い。

　彼に愛されているという実感がそうさせるのかもしれないけれど、抱き合っていると深い一体感を覚え、深く陶酔するのだ。

　一哉は澄夏の隣に仰向けになると、逞しい腕で抱き寄せてきた。

　触れ合う肌の感覚が心地よくて、澄夏はうっとりと目を閉じた。

「明日、早く上がれそうだから、久しぶりに外食しようか」

　澄夏はぱちりと目を開けた。

「本当？　うれしい」

　別居を解消してから仲よくしているけれど、外でのデートはまだしていない。

　どうしても一哉の仕事の都合がつかなかったからだ。

「澄夏の好きなイタリアンのレストランを予約しておくから」

「仕事中にするのは大変でしょう？　私が予約しておくよ？」

「大丈夫。俺に任せて」

「……うん」

　忙しい合間に澄夏のためになにかしてくれる気持ちがうれしい。

　自然と笑顔になると一哉も微笑み、キスをしてきた。

「ん……」

　一哉は澄夏の頬や髪を愛おしそうになでながら、何度もキスをする。

「かわいいな」

　ときどきそんなふうにつぶやくから、恥ずかしくなる。

「澄夏、また照れてるのか？」

「だって、一哉さんが褒めてばかりだから」

「そう思うんだから仕方ないだろ？」

　一哉はくすりと笑って今度は澄夏の首筋に唇を這わす。

「あ……」

　熱い唇の感覚に体が震えた。

　一哉はますます大胆に、澄夏の肌に触れる。唇は首から胸に移動し、あきらかに痕をつける意図を感じる強さで吸い上げる。

　初めはじゃれ合う感じだったのに、気づけばベッドルームには濃密な空気が漂っている。

「い、一哉さん、もう寝なくちゃだめだよ。疲れが取れなくなるよ？」

　このままではさらに先に進んでしまいそうだ。すでに息が弾み始めている澄夏は、彼を留めようと腕を伸ばし突っぱねる。

　しかし一哉のスイッチはもう完全に入ってしまっているのか、止まる気はさらさらない様子。

「澄夏に触れていると疲れが取れるんだ」

「え、そんなわけ……」

「澄夏は嫌なのか？」

　少し悲しそうに言われ、澄夏の抵抗が緩む。

「嫌なわけないよ。私だって一哉さんと抱き合いたいと思ってるもの。でも明日も仕事で……」

「よかった」

　一哉は澄夏の言葉を遮り、強く抱きしめてきた。

　そんなふうにされると澄夏の心も愛しさにいっぱいになって、彼を拒むなんて考えられなくなる。

（しょうがないよね……好きなんだもの）

　目を閉じて胸もとに唇を寄せる夫の頭を抱き寄せた。

　翌日。一哉は約束通り銀ぎん座ざにあるイタリアンレストランを予約してくれた。

　それほどかしこまった店ではないが、イタリア帰りのシェフが一年前にオープンした人気店だ。

　せっかくのデートだからといつもよりもおしゃれをして待ち合わせ場所に向かった澄夏は、すでに到着していた夫の姿を見つけ、惚れ惚れとした気持ちになった。

　遠目からでも目立つ長身で、スーツの着こなしも洗練されたものだ。

　無表情のせいか顔立ちの端正さがよりはっきりとしていて、近づきがたい雰囲気が漂っている。しかし澄夏に気づいた途端に打って変わった明るい笑顔に変わった。

　その表情がとても美しく見えて、澄夏の心臓はさらに激しく高鳴った。

　彼は足早に澄夏に近づき、目もとを緩める。

「その服を着ているの初めて見るな……よく似合ってる」

「ありがとう。少し派手かなと思ってたんだけど、たまにはいいかなと思って」

　実は着てきたワンピースは、昔一哉に買ってもらったものだ。

　一緒に買い物に出たときに目に留まったものだが、体のラインが出るデザインが澄夏には難しいと思いやめようとした。しかし一哉が似合うから買った方がいいと、当時にしては珍しく強引に主張した。

　それでもやはり自分には似合わない気がして、これまでクローゼットに眠らせていたのだが、せっかくのデートなんだから彼の好みの服を着ることにした。

「一哉さんに褒めてもらえてうれしい。メイクも合わせて少し大人っぽくしてみたの」

「それでこんなに色っぽくなってるんだな。本当に綺麗だ。でもほかの男に見せたくないな」

　一哉は澄夏の腰を抱き寄せ、耳もとでささやいた。最近の夫の言動は本当に糖度が高い。

「そんな……褒めすぎだし、ほかの男の人は私なんて気にしないよ」

「自己評価が低すぎるぞ。澄夏はとても魅力的だ。少しは警戒心を持ってもらわないと俺が困る」

　照れくさくて目を伏せる。一哉は周囲の視線など気にもならない様子で、自分の妻だと主張するように澄夏の腰を抱いたまま歩き出す。

　そう時間をかけず到着したレストランは古い洋館をリノベーションした造りで、澄夏をロマンチックな気持ちにさせた。

　アンティーク家具と温かな明かりが居心地のいい雰囲気を漂わせる店内で席に着き、夫と向き合う。それだけでいつもと違うような新鮮な気持ちになった。

　食事を楽しむ間も、テーブルの向かいに座る一哉から目が離せない。容姿はもちろん表情物腰すべてが素敵で、この人が自分の夫なのだと改めて感慨深くなる。

　しかも今は澄夏に惜しみない愛を伝えてくれるなんて……。

（なんだか信じられない……幸せすぎる）

「どうしたんだ？」

　見つめていたのに気づいたのか、一哉が尋ねてきた。

　彼の眼差しは相変わらず優しくて、澄夏だけを見つめている。

「幸せだなと思って」

「気に入ってくれたんだな。よかった」

　彼は澄夏がこのレストランについて喜んでいると思っているようだ。

「もちろん気に入ったよ。タラバガニのスパゲッティも、この子牛のローストもおいしい」

「そうか。また連れてくる。これからはもっとふたりで出かける機会をつくるよ」

「でも無理はしないでね。仕事が忙しいのはわかってるから」

「思うように時間がつくれないのは確かだけど無理はしてない。澄夏と過ごす時間は俺にとって大切だから」

「一哉さん……ありがとう。あのね、さっき幸せだって言ったでしょ？」

「ああ」

「このお店が気に入ったのもあるけど、一番は一哉さんと一緒なことがうれしいの」

　彼は目を細め、とても幸せそうに微笑んだ。

「ありがとう……今夜は澄夏を楽しませたいと思ってたのに、俺の方が喜ばせてもらってるな」

「私もうれしい」

　ふたり揃って笑い合う。少し前まで、どうして距離を感じていたのか思い出せないほど、彼と心が通っているのを実感していた。

　食後のドルチェは定番のティラミスと旬のフルーツ。香りのよいコーヒーを飲みながら、相変わらず楽しい会話を続けた。

　彼の仕事は機密事項が多いので妻でも詳しい話はしてもらえないけれど、職場での出来事などは話してくれる。

「同僚の高畑って覚えてるか？」

「うん。結婚式に来てくれた人でしょう？」

　結婚してすぐに一哉が紹介してくれた同僚の男性だ。同じ経済産業省の官僚で、一番気が合うと言っていたのを覚えている。

　一哉とはタイプが違うけれど、なかなか目立つ容姿をしている男性だ。がっちりした体格で、官僚というよりスポーツマンのようだった。

「最近見合いをしたんだけど、気が合う相手だったらしく結婚に進みそうだ。派手な式をするそうだ」

「そうなんだ。お互い乗り気ならよかった。結婚式が楽しみだね」

　それにしても〝派手な〟というのはどんなものなのだろう。澄夏たちの式は両家の意向が強く影響していたため、好きにというわけにはいかなかった。コーディネーターが提案するプランの中から選んだくらいで、経験済みとはいえあまり詳しくない。

「まだ先の話になるだろうが、俺たちを招待するって張りきってる」

「俺たち？　私も招待していただけるの？」

「ああ。夫婦仲がよくなったんだしぜひふたりでって言われた」

「え？　高畑さんに私のこと話してるの？」

　驚く澄夏に、一哉は怪訝そうな顔をした。

「嫌だったか？」

「ううん。そうじゃないけど意外で。一哉さんが同僚に家族の話をするとは思わなかったから」

「さすがに誰にでもペラペラ話したりはしない。高畑くらいだな。あいつとはプライベートの話を結構するんだ」

「そうなんだ……」

（一哉さんは私のことをどんなふうに言ってるんだろう）

「最愛の妻って言ってるよ」

　まるで澄夏の思考を読んだように一哉が言うから驚いてしまった。

　目を丸くする澄夏に、一哉は楽しそうに笑った。




　食事の後は、近くのバーに移動して少しだけお酒を飲んだ。

　普段はあまり飲まないのだけれど、大人っぽい雰囲気にのまれたせいかアルコールが進む。一哉と一緒だから帰りの心配がないというのも大きかった。

　ロックのグラスを傾ける一哉の仕草があまりに様になっていて、かっこよくて、目が離せなくなる。

　気持ちが高まり、他愛ない話でも楽しくて、あっという間のひとときだった。

　バーから出ると、上機嫌の一哉に腰を抱かれた。少し酔って大胆になっているせいか、澄夏にも抵抗はない。

　彼に身を任せていると耳もとでささやかれた。

「早く帰ろう。今夜はあまり寝かせてやれないかもしれない」

　夜への期待が生まれ、澄夏は頬を染めた。そのとき、一哉のスマートフォンが着信音を鳴らした。

　邪魔をされたとでも思っているのだろうか。一哉は不服そうに小さなため息をつき、スーツからスマホを取り出す。

　画面を確認したその途端に嫌そうに顔をしかめたので、澄夏は少し驚いた。

（誰からなんだろう）

　気になって見守っていたが、一哉は応答せずにスマホをスーツのポケットに戻してしまった。

「出なくていいの？」

「ああ、仕事相手だけど、こんな時間に対応する必要はない内容なんだ」

「それならいいんだけど」

「ムード壊してごめんな」

　一哉は何事もなかったように澄夏の肩を抱き歩き出す。

「早く帰ろうって言ったけど、少し散歩しようか」

　彼は美しくライトアップされた通りに目を向けていた。

「うん」

　澄夏は笑顔でうなずいたものの、先ほどの電話が心にひっかかっていた。

（本当に仕事の相手だったのかな？）

　仕事の連絡であんなに迷惑そうにするなんて。普段から熱心に働いている彼の行動としては違和感がある。

　だけどせっかく穏やかになった雰囲気を、追及することで壊すのは嫌だった。

　澄夏は生まれた疑問を胸にとどめ、美しいイルミネーションを楽しんだ。










第四章　変化した関係　一哉 side




　一時は離婚危機だった夫婦関係だったが、どうにか持ち直すことができた。

　お互いが努力しているおかげで、以前よりも仲が深くなっている。

　昨日は仕事帰りに待ち合わせをしてデートをした。

　振り返ってみれば、いつも仕事ばかりで、ふたりで楽しむといったことがほとんどなかった。

　妻が理解してくれていると都合よく考えて甘えていたと反省した一哉が、なんとか時間をひねり出し実現させたもので、妻への感謝イベントのような感覚だったが、実際は一哉の方が楽しんでいたと思う。

　普段はあまり飲まない澄夏だが、お酒の席でも満足そうにしていたし、やはり夫婦で過ごす時間は大切なのだと感じた。

　マンションに帰ってから常備していたワインで飲み直し、それから心行くまで抱き合う至福の時間を過ごした。

　初心だった彼女も、最近は一哉の求めに積極的に応えてくれる。健気でありながら女の色気を感じる彼女の姿にますます高まり、つい無理をさせてしまう。

　まさに第二の新婚生活といったところで、一哉としてはこの蜜月が当分終わらないでいてほしいと願っている。

　これからはもっと澄夏と過ごす時間を増やしていきたいと思う。

　翌日の仕事のしわ寄せは大きいが、それくらいどうってことない。

　昨夜も深夜まで寝かさず抱いてしまったのだが、澄夏はいつも通りに起きて朝食を作り笑顔で見送ってくれた。

　別居中、ひとりで家を出ていたときと比べてなんとやる気が湧くことか。

　何気ない日々の生活で、彼女にどれだけ支えられていたのかを改めて感じ感謝を覚える。

「今日はかなり遅くなると思う。先に寝ていて」

「うん、わかった。いってらっしゃい」

　にこりと微笑む妻が愛しくて、気づけば腰を抱き寄せキスをしていた。

　これまでそんな行動を取らなかったからか、澄夏はとても驚き、そして照れていた。

　頬を染める様子がかわいすぎる。一哉は上機嫌で家を出た。




　霞ヶ関駅で降り、経済産業省の庁舎に向かっていると、背後からポンと肩を叩かれた。誰かと思い振り向くと、朝から重い空気をまとった高畑がいた。彼は目の下にクマをつくり、いかにも不健康そうな表情をしている。

（昨夜は遅くまでかかったみたいだな）

「おはよう」

　力ない声で挨拶をされて、一哉は苦笑いになった。

「おはよう。トラブルでもあったのか？」

　一哉が退庁するときには余裕がありそうに見えたのだが。

「そろそろ帰ろうとしたタイミングで急にデータをまとめろって言われてさ、いつものことだけど」

「それはついてなかったな」

　一哉は同情して相づちを打った。

　そういうのはよくあることだ。今回どこからの要求だったのかは知らないが、いずれにしても急ぎで報告書の提出を求められたら、本当に一刻の猶予もないのが一哉たちの仕事だ。

　帰宅できず徹夜なんてざらにある。

「フォローできず、悪かったな」

「いいって。昨日は念願の奥さんとのデートだったんだから。で、どうだった？」

　高畑はくすんだ顔色をしながらも、興味深々といった様子で目を光らせた。

　昨日、なぜ早く帰るんだとしつこく聞いてくるので、隠すことでもないので話したため、聞かれるのは予想はしていたが。

「よかったよ」

「え、それだけ？」

「ほかになにが聞きたいんだ？」

「どこに行ったのかとか、奥さんの反応とか？」

　一哉はあきれて肩をすくめた。

「そんなことべらべら話すか」

「だよね」

　苦笑いをした高畑はその後すぐに神妙な顔になった。

「奥さん、少しは元気になったみたいでよかったな。岩倉先生は歯に衣着せぬ発言が支持されていた反面、敵も多かったから、落選後の手のひら返しは結構あったって聞いてるよ。先生本人は覚悟があっただろうけど、奥さんと娘さんはきっとつらい思いをしてるよな」

　高畑は以前所属していた部署で義父と関わる機会があった。加えて一哉の義父でもあるということで、親身になっているようだ。

　結婚式のときに顔を合わせただけの澄夏を、気にかけてくれている。

　適当なようで、情に厚いタイプなのだ。

（俺は仕事にかまけて澄夏に寄り添ってなかったっていうのに）

　自己嫌悪に陥りながら、高畑に「ありがとう」と礼を言った。

「助けが必要だったら遠慮なく言えよ。仕事もフォローできるところはするから」

「ああ、助かるよ」

「それと、聞いておきたいんだけど」

　高畑はどことなく聞きづらそうに声を潜めた。彼にしては珍しい。

「お前、南雲さんともめたりしてる？」

「……なんでだ？」

　気持ちがずしりと沈んだが、表に出さないように返事をする。

「お前たちベストパートナーって感じだったのに、最近やけによそよそしいから。けんかでもしたのか？」

　一哉は内心ため息をついた。

「なにもない。ただ彼女に頼りすぎないようにしているだけだ」

「別に一哉が頼ってるわけじゃないだろ？　南雲さんの方が一哉の仕事のやり方を覚えたいって言って、関わろうとしてるんだから」

「もう彼女に伝えることはないからな」

「ふーん。まあ本来長々レクチャーなんてしてる暇ないしな」

　高畑の関心が薄くなったのを感じ、一哉はほっと胸をなで下ろした。

（南雲真咲か……）

　高畑の指摘通り、ここ最近彼女との間には気まずい空気が流れているが、原因は一哉にある。

　彼女が澄夏に意図して誤解を与える発言をしたことや、勝手にプライベートな電話に出た件を聞いて以来、警戒しているからだ。

　澄夏に話を聞いたときは、真咲に対しての怒りが大きかった。しかし時間が経つにつれ冷静さを取り戻し、彼女の言い分も聞くべきだと思うようになった。

　一哉はどうしても澄夏の気持ちに寄り添いたくなるが、真咲の仕事の姿勢に敬意を抱いているし、何度かフォローしてもらい助けられていたのは確かだからだ。

　昨日の業務中もそんなふうに葛藤しながら、打ち合わせに向かう途中スマートフォンを自席に置き忘れたと気づいて取りに戻ったときのこと。

　真咲が一哉の席の前に佇み、スマートフォンを手にしていたのを見た。

　驚き声をかけると、彼女はびくりと肩を震わせた。

　それでも次の瞬間には微笑み、会議室に届けようと思っていたと説明されたが、一哉は信じることができなかった。

　彼女は一哉が呼びかけるまで、画面をじっと見ていた。本当に届けるだけならそんな動きをするだろうか。

　彼女は以前、澄夏からの電話に勝手に出たことがある。

　履歴が残っていなかったため、澄夏に言われるまで気づかなかった。そのせいで誤解させてしまったのだ。

（あれは南雲さんが消した可能性がかなり高い）

　そうしなければ、澄夏からの電話を取り次がなかったと発覚するから。

　証拠もないのに疑うのはだめだと理性ではわかるが、ほんのわずかな時間手放したスマートフォンを手にしていたこと。

　声をかけたときの不自然な態度。どちらも一哉の疑惑を深めるには十分だ。

　今もなにかしようとしていたのだろうか。

　すぐさま彼女を問いつめたい衝動にかられた。うまく誘導尋問し、しらを切らないようにさせたい。しかし話し合いがもめて争いに発展した場合、彼女がどんな態度を取るのか予想がつかない。

　もし仕事を放棄するようなことがあったら？　彼女が抜けた穴は同僚たちが埋めることになるし、仕事のクオリティが低下するだろう。

　そんな事態にはならないと信じたいが、今の一哉は真咲を信用できない。

　感情のまま動くのは危険だった。

　六月になれば今より余裕ができるから、そこまで待とう。そう決めて真咲に詰め寄るのは避けたが、彼女は一哉の心情の変化を敏感に察したようだった。その後もこちらを探る様子をときどき見せるなど、彼女側も態度が変化していた。

　それを高畑に気づかれていたとは。

「お前、今回異動の可能性高いよな」

　心の中で憂鬱なため息をついたのと同時に、高畑の声が耳に届いた。

「ああ……そうだな」

　霞が関では七月に人事異動がある。年度末でもない中途半端な時期なのは、通常国会の閉会後としているからだ。

　官僚は結構異動が多く、ひとつの場所にとどまるのは長くても三年程度。多くは二年以内だ。

　一哉は現在の部署に所属してそろそろ二年になるから、今回異動命令が下る可能性が高い。

「ああ、一哉が抜けるのきついな」

　高畑が肩を落としてつぶやく。彼は異動してまだ一年なのでおそらく動かない。

　一哉だけでなく、部署の半分程度の人員入れ替えがあるので、半月くらいはばたばたするから高畑の負担は大きくなりそうだ。

「がんばってくれ。半月もあればみんな慣れる」

　というより、早くなじみ業務を把握していかないとやっていけない。

「まあやりますけど？　一哉はどこになるんだろうな」

「さあな」

　海外赴任でもない限り、辞令は結構ギリギリに出る。同じ省庁内の異動が多いが、別の省庁への異動もある。そうなるとやり方がまったく違うという場合もあり、新人のように覚えることが山積みになりしばらく苦労する。

　そんなふうに通常業務以外で手間を取られる異動だけれど、一哉は結構楽しみにしている。そろそろ新しい仕事をしてみたいと思っているからだ。

　希望は官僚を目指した頃から変わらず、地方の企業活動促進を担当する課だが、どこに行っても真摯に取り組むつもりだ。そうやってこれまでやってきた。

　異動になれば、真咲と関わる必要はないし、なにかあっても仕事で迷惑をかける心配はなくなる。その日まで現在の微妙なバランスを保ち、時間の経過を待つつもりだった。

　しかし昨夜、澄夏と過ごしているプライベートの時間に、真咲が電話をかけてきた。応答しなかったけれど、今日にでも彼女からなにか言われるかもしれない。




　忙しいのはいつものことながら、今日は予定外の業務が入り、息をつく間もないほどだった。

　法案作成は官僚の重要な仕事だが、ただ席でパソコンに向かっていればいいというわけではない。下調べはもちろんのこと、関連部所との連携や民間人へのヒアリングなど、やることは山積みだ。部下の仕事に気を使う必要があるし、いくつもの案件を平行して行っている場合、まったくと言っていいほど余裕がない。

　一哉がパソコンの画面から視線を上げ、何気なくフロアの様子に目をやると、自分と同じような状況の高畑が不機嫌そうに眉をひそめていた。

（完全な人手不足だよな）

　世間では暇な公務員とか、浮世離れした感覚のエリート官僚などと言われるが、実際はそんな気楽で優雅なものじゃない。

　一哉が入庁したときに比べてひとりあたりの業務量と責任は増えているのに、増員はない。どこも人はあまっていなくてギリギリの人数で回している。

　本当はもう少し余裕を持ってきめ細かな仕事をしたい。しかし実際はそうもいかないのが悩ましいところだ。

　きりがいいところで一哉は席を立った。時刻はすでに午後十時三十分。少し休憩を取ってからラストスパートに入ろうと、リフレッシュコーナーに向かう。

　ほかの職員の姿は見あたらずガランとしていた。

　自動販売機でいつもの缶コーヒーを購入して、適当なソファーに腰を下ろす。

　それほど長居する気はないので、一気にコーヒーを飲み干し立ち上がろうとしたとき、人が近づく気配を感じた。目をやると南雲真咲がこちらに来るところで、一哉は思わず眉をしかめた。

　真咲は対照的に楽しそうな笑みを浮かべている。

「お疲れさまです」

「お疲れさま」

　一哉が答えると、彼女は断りなく隣に腰を下ろしてきた。

「まだかかりそうですか？」

「あとひと息だ」

　気は乗らないが、ごく普通の同僚同士の会話のため、邪険にできない。

　適当に相づちを打っていると、真咲が小さなため息をついた。

「最近そっけないですね」

　声音の変化に気づき隣を向くと、彼女は一哉を見つめていた。

「もしかして私、避けられてますか？」

　空気を読んで彼女の方からも距離を置いているのだと思っていたから、ストレートな問いに少し驚いた。

　それにしても、問いつめたい気持ちをぐっと抑えているところにわざわざ踏み込んで来るとは、なんてタイミングの悪い。

「私、失礼なことをしました？」

　黙ったままの一哉に、真咲がさらに重ねて問うてくる。

（今の時期にもめたくなかったが）

　この状況で愛想笑いをして流せるほど、一哉は忍耐強くない。

「妻からの電話に勝手に出た上に、俺に取り次がなかっただろう。正直言って、君に対して不信感がある」

　これでもかなり抑えて伝えたつもりだが、真咲はショックを受けたように目を見張った。

「奥様から聞いたんだと思いますが、誤解されています」

「そうは思わない。電話に出たことに理由があったとしても、その件について俺にいっさいの報告がなかった。君がうっかり忘れるなんて考えられないから故意なんだろう」

　人気のない休憩スペースに、冷え冷えとした一哉の声が響いた。

「悪気はなかったんです」

　真咲はそう言い、目を伏せた。

　もっと言いたいことはあるが、一哉はそれらをのみ込み立ち上がった。

「公私混同になっていたようだ。これからはお互い気をつけよう」

　彼女は落ち込んでいる様子だし、これで収めるしかなさそうだ。

　澄夏に誤解を与え苦しめたのは許しがたいが、同僚として助けられてきた事実は間違いない。そもそも一番悪いのは、真咲を伴い自宅に帰ったり、携帯の管理が甘かった自分なのだから。

　不服な思いを割りきり去ろうとしたそのとき、真咲が勢いよく立ち上がり一哉の腕を掴つかんできた。

「待ってください！」

　驚きながらも一歩うしろに下がり、彼女の腕から離れ顔をしかめた。

「落ち着け」

「私がどうして、奥様から電話がきたと伝えなかったのかわかりますか？」

　真咲の今までにない必死な様子に違和感を覚えながら、一哉は答える。

「悪いが、最近の君の行動は理解できない」

「それはあえて気づかないふりをしているからでしょう？」

「どういう意味だ？」

　真咲は挑むような眼差しで一哉を見つめた。

「私は須和さんを同僚としてではなく、ひとりの男性として見ています。その気持ちは隠さず態度で表してきました。あなたなら気づかないはずありませんよね」

　真咲の発言は、少し前までの一哉なら思いもしなかったことだろう。けれど澄夏から話を聞いてからは、もしかしてと考えるようになっていたため、驚きはしなかった。

　とはいえ、ここで声高に訴えてくるとは予想外だ。

　一哉はすばやく周囲に人がいないのを再確認してから、真咲に視線を戻した。

「俺にとって南雲さんは同僚でしかない」

　冷たい態度と自覚しているが、はっきり断らないときっと彼女には伝わらない。

　真咲は傷ついたように顔をしかめながらも、すがるように手を伸ばしてくる。

　一哉はそれを交わし、厳しい声を出した。

「今後、こういうことはやめてくれ」

「……どうしてそんなふうに切り捨てるような言い方をするんですか？　少し前までは私たちうまくやっていたのに。仕事の息が合って皆もベストパートナーだって。実際その通りで、私もあなたに好かれていると思ってました」

「同僚としては信用していたし、感謝していた。その関係を壊したのは君の方だ」

　真咲は赤く色づいた唇を噛みしめた。

「奥様の電話を取り次がなかっただけで、嫌われてしまうんですか？　それほどひどいことをしたとは思えません。私の言い分も聞いて……」

「ひどいと思わないなら価値観があまりに違うということだ。これ以上話し合う気はないから」

　取りつく島もない一哉の態度に、それまで悲しそうにしていた真咲が目を吊り上げた。

「急に突き放すなんて。須和さんだって私に好意を持っていたのに」

　怒りの滲む声に、一哉は眉をしかめた。

　危惧していた方向にどんどん話が進んでいく。感情的になっている真咲にこれ以上なにを言っても無駄だと感じた。

「話は終わりだ」

　一哉は睨みつけてくる彼女を置いたままその場を去ったが、胸の中には嫌な予感が広がっていた。










第五章　蜜月と覚悟




　六月に入ってからはどんよりした曇り空の憂鬱な天気が続いていたが、澄夏たち夫婦の関係は順調そのものだった。

　楽しかった銀座でのデート以降、イベントのようなものはないし、依然として彼が自宅にいる時間は少ないけれど、短時間でも夫婦の時間を取っているのですれ違いはない。

　結婚二年目にしてようやく、一哉との絆を実感できるようになっている。

　今日は彼の帰宅が比較的早かったので夕食を一緒に取れた。

　最近は澄夏の家事が終わるタイミングに合わせて一哉がコーヒーを淹れてくれて、リビングでゆったり過ごす。

　それは心地よくて幸せな時間だ。ただ楽しい話ばかりをしているわけにもいかないのが残念なところ。

「今日ね、お父さんから連絡があったの」

「なにかあったのか？」

　一哉が少しかしこまった顔をする。

「ううん。むしろなにも進展がないんだけど、寂しそうにしているから近いうちに顔出してくるね」

　マンションに戻ってからはまだ一度も実家に帰ってないので、気になってはいた。

「そうだな。俺も来週に国会が閉会したら余裕ができるから、一緒に行くよ」

「ありがとう」

「礼なんていらない。あたり前のことだからな」

　彼の気遣いがうれしかったけれど、澄夏は顔を曇らせた。

「お父さん、まだ須和家に連絡していないみたいなんだけど、お義父様たちなにかおっしゃってた？」

　夫婦関係は良好なものの、お互いの実家の問題に進展はないのが、心の奥で引っかかっていた。

　須和家には一哉の方から、父の進退がどうであれ離婚はしないと伝えることになっていたが、納得してもらえたのだろうか。

　澄夏の問いに、一哉は困ったような表情を浮かべた。あまりよくない状態なのだと想像できる。

「うるさく言ってたけど、澄夏は気にしなくていいから」

「そうは言っても気になるよ。一哉さんがかばってくれているのはわかるんだけど。やっぱり私からも話した方がいいのかな？」

「澄夏に対してなにか言ってるわけじゃないし、離婚を強要されてるって話でもないんだ。ただ澄夏も知ってる通り、うちの親はせっかちで行動的だろ？　今の状況がもどかしくもあるんだ」

　一哉の両親は、地元の活性化のための活動をずっと前から進めている。数々のプロジェクトに関わり、精力的に動いているのだ。

　それは地元を豊かに盛り上げたい一心だ。将来のビジョンが近い澄夏の父とのコネをフルに活用して、だいぶ先の計画まで立てていた。それが父の落選で見通しが立たなくなった。

　実際は代議士じゃなくなったからといって、コネや影響力すべてを失ったわけじゃない。以前ほどではないが父にもできることがあるだろう。

　ただ問題は本人がやる気を喪失しているところなのだ。だからこそ一哉の両親は、早く立ち直り前を向いてほしいと思っているのだと思う。

　焚きつけるような言い方になるのは性格によるもので、きっと悪気はない。

「お父さんも早く前向きになってくれたらいいんだけど。そうすればお母さんも元気になるはずなのに」

「お義母さんが？　けがで入院しているんじゃなかったのか？」

　一哉が不思議そうな顔をした。

「入院したきっかけはけがなんだけど、メンタルもあまりよくなくて。お父さんの無気力に影響されてるみたいなの」

　母は必要とされていない状況がつらいと言っていた。その気持ちは痛いほどわかるからこそ、回復へ向かうには父の変化が必要なのだと確信している。

「そうなのか。でもお義父さんに無理を言ってもいい結果になるとは思えないしな」

「そうなんだよね」

　ため息をつきたくなるような話だけれど、以前よりは気が楽だった。

　それは一哉が寄り添ってくれているのを感じるようになったから。

「あまり考えていても仕方ないか。なんとかなると信じよう」

「うん」

「隠し事はなしだからな？　なにか言われたらすぐ俺に言えよ？」

　念押ししてくる彼に、澄夏は微笑んでうなずく。彼の前向きさが伝わってきて、重苦しい気持ちが和らいだのだ。すると肩を抱き寄せられた。

「早く諸問題を解決させて、澄夏とのんびり過ごしたいな」

「さっきテレビで見た、南の島のヴィラでゆっくりなんてよさそうだよね。昼間はプライベートプールで過ごして、夜はおいしい食事をして」

　想像するだけで気持ちが浮き立つ。

　一哉の仕事の都合で新婚旅行がなかったのもあり、いつか夫婦で旅行に出かけたいと思っていたのだ。

　うきうきしている澄夏の耳もとに一哉が口を寄せた。

「食事の後は朝までベッドで過ごそうな」

「え……」

「楽しみだな」

　やけに色っぽい声で言われて、澄夏の頬に熱が集う。南国のホテルの大きなベッドで抱き合う様子をつい想像してしまったのだけれど、それはもちろん彼には秘密だ。

（でも、私も楽しみ）

　時間を気にせずふたりで思う存分過ごせたら、どれだけ幸せだろう。

（まあすぐには難しいよね、可能性があるとしたら夏休みかな？　あ、でも……）

「一哉さん、今回異動になりそうだって言ってたよね？」

　澄夏の肩を抱いたままの一哉に尋ねる。配属が変わったら、新たに仕事を覚えたりとさらに多忙な日が待っているのではないかと思ったのだ。

　霞が関にも比較的余裕のあるポジションはあるらしいが、そういう部署は育児のため時短勤務にしているなど事情のある職員が優先で配属されるだろうし、彼が指名されることはなさそうだ。

「まだ辞令は出てないけど、かなり可能性が高いな」

「海外赴任なんてことはないよね？」

「その場合、さすがに異動一週間前に辞令なんてことはないから、もう知らされてるはずだ。今回は国内だな。地方勤務もないとみてる」

「そっか……いいところだといいね」

　彼だったらどこに行ってもうまくやりそうだけど。

「心配してくれるのか？」

　一哉はそう言いながら、澄夏の頭をなでた。最近の彼はすぐに澄夏に触れたがる。

「一哉さんなら大丈夫なんだろうけど、そうは言っても心配になるよ」

「ありがとう」

　彼が澄夏の前髪をさらりと上げ、額にキスを落とす。それから唇にも触れてきた。

　端正で男らしい顔は何度見つめ合っても見惚れてしまう。

　うっとりと目を閉じた澄夏に、一哉は口づけを深くする。

　何度もキスを交わすうちに、肩を抱いていた彼の手が背中に回りぎゅっと強く抱きしめられ、最後は彼の膝の上に横向きにのせられていた。

　そうすると見下ろされていた視線が合うようになる。澄夏は一哉の逞しい首に腕を回した。

　こんな格好は恥ずかしいはずなのだけれど、繰り返されたキスでぼんやりしている頭ではあまり気にならない。

「ベッドに行く？」

　そう尋ねてきた一哉の目には欲情が滲んでいた。

　こくりとうなずくとそのまま抱き上げられて、寝室に運ばれる。

　ベッドに降ろされたのと同時に、彼が覆いかぶさってきて、服を取り払われるまであっという間だった。

　肌を重ね合うのは気持ちいい。夫を求める気持ちが高まり、いつになく積極性が湧いてくるのだ。

　澄夏のそんな姿を一哉は好ましく感じているらしく、さらに強く抱きしめられて愛撫が深くなる。

　熱い唇が体を這っていく感覚に震えながら、澄夏はたまらない気持ちになり声を漏らした。

「好き……一哉さんが好き」

　澄夏の胸の近くを吸い上げていた一哉が動き、愛の言葉を伝える澄夏の口を塞ぐ。

　しばらく口内を探り、さらに澄夏を陶酔させた彼は、とても大切そうに見つめながら「愛している」と言う。

「私も愛してる」

　照れてしまうようなセリフもためらいなくこぼれた。

　一哉の手が脚の間に向かっていく。潤っている場所に触れられると、澄夏はもうまともな言葉が発せなくなる。その前にどうしても言いたかった。

「一哉さん、どこにも行かないで、ずっとそばにいて」

　彼はぴくりと動きを止めて、それから澄夏を見つめてやわらかく微笑んだ。

「あたり前だろ。ずっと澄夏のそばにいるよ。気が変わったって言われても離さないから覚悟しろよ」

「うん……」

　幸せで涙がこぼれそうになる。もっと近づきたくて、彼の首に腕を回し大きな彼を引き寄せる。

　たやすく抗えるはずの彼は澄夏の望み通り体を寄せて、愛情を伝えるようなキスをする。

　その間にも愛撫は進み、澄夏の思考が真っ白になった頃、体の中に入ってきた。




　朝、目覚めたと同時に感じたのは喉の渇きと気だるさだった。

　昨夜の一哉はいつにも増して激しく、なかなか寝かせてもらえなかったのだ。

　カーテンから漏れる光に目を向けた後、視線を壁にかけてあるお気に入りの時計に移す。

　五時三十分。そろそろ起きて身支度と朝食の準備をしなくてはいけない。

　腰に回る彼の腕からそっと抜け出し、バスルームに向かう。シャワーを浴びる前に、ふと鏡に目を向けると胸もとに赤い印がいくつも見えた。

　朝、冷静になってみると急に恥ずかしさが湧いてくる。最近イチャイチャしすぎではないだろうか。

　平日だろうが関係なく抱き合っているし、ベッド以外でもくっついてばかりだし。

　こんなあからさまな痕まで残して。

　あっさりした新婚時代をやり直すかのように、いつも触れ合ってはなにかとキスをして。

（ちょっと浮かれすぎ？　いや夫婦なんだからいいんだよね）

　半ば自分に言い聞かせるように結論し、シャワーを終える。

　一哉も使うだろうからあまりのんびりしていられない。

　手早く部屋着を着て、髪の気をタオルドライしていると、ドアの向こうから声がかかった。

「澄夏、入っていいか？」

「あ、うん。大丈夫」

　応えたのと同時にドアが開き一哉が入ってくる。

　彼は澄夏の裸なんて見慣れているし、今さら照れもないだろうに、ノックをしてドアを開ける前に声をかけてくれる。

　このような気遣いはありがたいし、夫のよいところのひとつだと感じている。

「ごめんね、待たせちゃった？　もう終わるから」

　澄夏は洗面台を整えて出ていこうとした。夫が早くもＴシャツを脱ぎ始めたからだ。

　だけど彼はくるりと背中を向けた澄夏の体を抱き寄せ、自分の腕の中に閉じ込めた。

「一哉さん、どうしたの？」

　呼びかけると、一哉はくすりと笑った。

「どうもしない。ただ抱きしめたくなっただけ」

「あ……そうなの？」

「そう」

　一哉は澄夏の向きを変えさせて、裸の胸に抱き寄せる。

　澄夏は服を着ているけれど、隙間なく密着してたちまち胸が早鐘を打つ。

　朝だというのに彼は何度もキスをしかけて、最後は舌まで入れるという徹底ぶり。

　彼が満足してシャワールームに入っていった頃には、澄夏の足腰からはすっかり力が抜けていた。朝からの濃密な触れ合いに呆け、体にはまだ余韻が残っている。

　このままソファーに倒れ込みたい気持ちを抑えてキッチンに向かった。

　いろいろと落ち着かないけれど、とにかく朝食の準備をしなくては。

　澄夏はあまり食欲がないけれど、一哉はきっとしっかり食べるだろう。

（すごく元気だったし）

　昨夜の疲れなんていっさいない感じで、澄夏を貪り、そして上機嫌でシャワーを浴びに行った姿にはかなりの余裕を感じた。

　もともと陸上選手だった彼は、きっと澄夏の何倍も体力があるのだろう。

（体力がないと激務をこなせないし、いいんだろうけど）

　さすがに少しは手加減してほしいと、毎回翌朝思う。

（でも抱き合ってるときは次の日の予定なんて考えられない。一哉さんのせいで）

　瀬奈に愚痴ったらただの惚気だと言われるのは間違いなしなことを考えながら、朝食の準備をする。

　厚切りベーコンエッグと野菜スープを作り、それからトーストを準備した。

　しばらくすると一哉がシャワーを終えて、ダイニングにやって来た。

　かなり顔色がいいし、テーブルの上のボリュームあるベーコンを見てうれしそうにしているから食欲があるのだろう。

　思った通り彼はトースト二枚と、澄夏が食べきれなかったベーコンエッグを綺麗に完食した。

　その後てきぱきと支度をして、澄夏とともに玄関に向かう。

「今日はトラブルがなければ九時頃に帰れると思う」

「わかった。予定変更になったら教えてね」

「ああ」

　一哉はうなずくと、あたり前のように澄夏の腰を抱き寄せキスをした。

　夫婦をやり直すと決めてから毎朝の儀式のように行っている、いってきますのキスだ。

（一哉さんがこんなに甘いだなんて知ったら職場の人はみんな驚きそう）

　隙がないエリート官僚という表現が似合う彼には、ほかの人が知らない姿がある。知っているのは澄夏だけだと思うと、くすぐったい気持ちになるのだ。

「いってきます」

「いってらっしゃい」

　澄夏は笑顔で手を振り夫を見送った。




　六月も下旬になり雨の日が続いている。

　なかなか晴れ間がなく憂鬱な日々だったが、夫との仲は良好だ。

　彼の仕事は山場を越えて、新しい部署への辞令も出た。経済産業省内での異動で希望したところではないそうだが、やりがいはあると言っていた。

　新しい環境になじむまではいくら彼でも気苦労があると思うので、せめて家庭ではゆっくり過ごせるように澄夏は努めるつもりだった。

　そんなふうに張りきっていたある日の夜、実家から母の体調が悪化したと知らせが入った。

　今すぐどうこうというほど深刻ではないが、なるべく早く帰省してほしいと言われたので、澄夏は翌日帰ることにした。

　夫を見送った後、最低限の家事を済ませてからすぐに出発するつもりでいる。

　玄関で靴を履き終えた一哉は、澄夏を見下ろし気まずそうな顔をした。

「約束したのに、一緒に帰れなくてごめんな」

「急な帰省だから仕方ないよ。私の方こそまた家を空けてしまってごめんね」

「俺は大丈夫。でも心配だから夜電話して」

「わかった」

　彼はうしろ髪引かれる様子で、一度振り返ってから玄関を出ていった。

　ドアに鍵をかけると澄夏は急ぎ朝食で使った食器を洗い、部屋を簡単に片づけた。

　向こうに長居する必要があるとしてもいったん戻るつもりだが、念のため冷蔵庫の中身をチェックしておき賞味期限が切れそうなものは冷凍した。

　昨夜のうちにまとめておいた荷物の確認を終えたのは午前九時過ぎ。一哉が家を出てから一時間ほど経っていた。

「そろそろ出なくちゃ」

　何時に着くと約束したわけではないが、母が心配なので少しでも早く出たい。

　レインコート代わりの薄いトレンチコートを羽織り家を出ようとしたそのとき、インターホンが鳴った。

（こんな時間に誰だろう）

　そう思いながら応答すると、画面が映したのは思いもしない人物だった。

　スーツ姿の若く美しい女性。夫の同僚の南雲真咲だ。

　動揺して心臓がドクリと軋む。

　彼女は一哉と付き合いがあると、澄夏に堂々と宣言した相手だ。ほかにも無礼と思う態度を取られた。

　一哉の話では、彼女の虚言で過去も合わせて男女の関係にはなっていないそうだけれど、澄夏にとっては警戒せざるをえない相手であるのは変わりない。

　その彼女がなぜ今ここにいるのだろう。

（一哉さんの指示で、忘れ物でも取りに来たの？）

　自宅に来るのはそれくらいしか考えられない。しかし彼は真咲が澄夏を嘘で騙だましたのを知っているから、彼女に使いを頼んだりするとは思えない。

　困惑する澄夏に、画面の向こうの真咲は微笑みを浮かべた。

「ご無沙汰しております。経済産業省の南雲です」

　よく通る声で、気まずさなど微み塵じんも感じない堂々とした口ぶり。

　澄夏はためらいながら口を開く。

「お久しぶりです。夫はもう家を出ているのですが」

「ええ、承知しています。今日は奥様に話があり伺いました」

「私に？」

　澄夏は眉をひそめた。

（話ってなんなの？）

　真咲とふたりきりで話すのは苦痛でしかない上に、嫌な予感までする。

「あの、これから外出の予定があり時間がありません。申し訳ありませんが、御用件は夫に伝えていただけますか」

　異動を控えて多忙な一哉をわずらわせたくないが、この場合は仕方ないだろう。

「突然押しかけたのはこちらです。お時間は取らせません」

　他人の頼みでも断るのが苦手な澄夏にしては、はっきり拒否したつもりだった。それなのに、真咲は引き下がるつもりはないようだ。押しの強さが言葉に滲み出ている。

　澄夏はあきらめてため息をつき、仕方なくエントランスのドアを開錠する。

　今拒否しても真咲がすぐに帰るかわからないし、下手したら待ち伏せするかもしれない。出かけようとしたときにつかまりその場で強引に話を始められたらたまらない。

　だったらさっさと言い分を聞いて、帰ってもらった方がましだと思ったのだ。

　真咲はすぐに部屋の前にやって来た。迎え入れ、ソファーに案内する。

　彼女はいつかのように、慣れた様子で腰掛けた。澄夏も正面に座り、挨拶もそこそこに切り出す。

「お話とはなんでしょうか」

　普通にしていようと思ったけれど、声が硬くなってしまった。

　はっきり言って感じが悪い態度だが、真咲は気にした様子もなく、余裕そうに微笑んだ。

「奥様にお願いがあって来たんです」

「私にお願い？　夫の仕事と関係があるとは思えないのですが」

　怪訝に思い問うと真咲は「ええ」とうなずく。

「プライベートでです」

「……なおさら私がお役に立てるとは思いませんが」

「いえ。奥様にしかできません。単刀直入に言いますが、須和さんと別れてほしいんです」

　澄夏は呆気に取られて言葉を失った。発言の内容はもちろんだが、彼女のあまりにも堂々とした態度に驚愕したのだ。

（どうしてこんなことを言えるの？）

　澄夏の常識からすると考えられないことだ。

「以前にもお話ししましたよね。私は須和さんを尊敬し慕っています。ソウルメイトとすら感じているんですよ」

　動揺する心を落ち着かせようと澄夏は息を吸った。彼女のペースに巻き込まれるのはよくない。

「ソウルメイトというのはよくわかりませんが、それよりも今は仕事中ではないんですか？　あなたが今ここで家庭を壊すような発言をしていると、夫は知っているのですか？」

　予想外の発言ばかりをする真咲のペースにのまれてはいけない。

「私は今日休暇を取っているんです。須和さんには事後報告するつもりですよ」

　真咲はうしろめたさなど感じさせない平然とした顔で返事をする。

「夫に話して問題にならないと思っているんですか？」

「ええ、私の気持ちを理解してもらえると思います」

　惑わされてはいけないと思いながらも、真咲の自信にあふれた態度を見ていると気持ちが揺らぐ。

（一哉さんは本当に彼女の行動を納得してるの？）

　とてもそうとは思えないが、真咲に恐れる様子はない。非難されるわけがないと思っているからだろう。

（どうして一哉さんが自分の味方をすると思うの？）

　彼は彼女とはただの同僚だと言っているのに。

　突然尋ねてきて、無礼な発言をする真咲に対して苛立ちが募る。

　でも相手は夫の同僚だと思うと、感情的に責めることが澄夏にはできなかった。

「あなたの言い分はわかりました。でも私は離婚するつもりはありません」

　だから自分の意思だけ簡潔に伝えた。すると真咲は顔をしかめた。

「あなたは政略結婚なんでしょう？　今の状況を鑑みたら身を引くべきでは？」

　一度引いた。でもそれは一哉が望まなかったのだ。しかし真実を告げても彼女は都合よく曲解するだけな気がする。

「現状は把握しています。その上で離婚しないと決めました。話がそれだけでしたら、ここまでにさせてもらえますか？　次の約束がありますから」

　真咲は不満をあらわにしながらも、ソファーから立ち上がり玄関に向かった。

　帰り際澄夏を振り返り「また伺います。それまでにもう一度考えてください」と念を押してくる。

　勝気な彼女の姿が見えなくなると、澄夏は大きくため息をついた。

　すぐに一哉に連絡をして今の出来事を伝えたい。彼女の前ではなんとか冷静でいたけれど、どうしようもなく動揺しているのだ。真咲の勘違いからくる暴走で、離婚なんてありえないと一哉にはっきり言ってほしい。

　だけど仕事の邪魔はしたくない。それに感情のまま電話をして、もし彼が出たとしても誤解が生まれるだけな気がする。

　今夜は顔を合わせることができないのだし、こういった話は直接話し合わないとだめだということは以前の失敗で学習したのだから。




　予想外の真咲の訪問で出発が遅れたものの、午後二時前には実家に着いた。

　前もって連絡を入れておいたので、家政婦の中元和子が玄関まで出迎えてくれた。

「澄夏さん、おかえりなさい」

「ただいま帰りました」

「外はムシムシしているから喉が渇いたでしょう。冷たいものを用意しますね」

「ありがとう。お父さんは？」

　荷物はとりあえず玄関に置いたままリビングに向かう。

「奥様の病院に行ったきりまだ戻りません。昼過ぎには戻るとおっしゃっていたんですが」

「そう……お父さんが病院に長居するなんて珍しいけど、お母さんは安心していそうだわ」

　父は毎日見舞いに行くが、十分程度で帰ってしまうそうだ。母のためにももっと寄り添ってほしいと常々思っていたから望みが叶ったのだけれど、それだけ病状がよくないのかと思うと心配だった。

「お父さんは家で待つように言ってたけど、病院に行った方がいいのかな」

　ソファーに座りながら独り言のようにつぶやく。

「旦那様から、澄夏さんが出かけようとしたら引き留めておくようにと言われています」

「そうなの？　行き違いにならないようにかな……」

　和子はてきぱきと冷たい緑茶を用意して、澄夏の前に置いてくれた。

「お父さんは相変わらず？」

　澄夏が尋ねると、和子は困ったように眉を下げてから、オットマンに腰を下ろした。

「ええ。外出も奥様の病院くらいで……最近は来客も少なくなってきているので、私以外と話さない日もあると思います」

「そう……困ったわね」

　母がいてはっぱをかけてくれたら、父も動くかもしれないのに、その父の態度が母を病ませている悪循環に陥ったまま変化がない。

　経済的に今すぐ困るようなことはないけれど、父はまだ六十歳だし引退には早い。無気力で日々を過ごすのはよくないと思うのだ。かと言って、頑固な父は娘の助言なんて受け入れないだろうし。

　考え込んでいると近づいてくる足音に気がついた。

「お帰りのようです」

　和子がそう言い、オットマンから腰を上げる。そのタイミングでリビングのドアが開いた。

　澄夏に気づくと、「来たか」とつぶやく。相変わらず覇気がない。

「おかえりなさい。お父さん、お母さんの様子は？」

「ああ。元気だから心配しなくていい」

「え？　でも病状悪化したから連絡をくれたんでしょう？」

「いや……」

　父はなぜか気まずそうに口ごもる。怪訝に感じながら待つこと数分。ようやく父が重い口を開いた。

「昨日、母さんが発作を起こした」

「発作？」

「病室でいつも通りに会話をしていたら、急に激高したんだ。大声を出したりそこら辺に置いてあったものを投げたり、なだめるのにかなりの時間がかかった」

「え……そんなことが？」

　澄夏は顔をしかめた。とてもじゃないが、母の行動とは思えない。

「母さんがあれほど取り乱すのは初めて見た。驚いてお前に電話をしてしまった。一哉君の世話もあるのにすまない」

　父は自嘲するように言った。

「大丈夫。前も言ったと思うけど一哉さんはなんでもひとりでできる人なの。私が一日二日家を出たところで、問題ないから」

「そうか」

「うん。それよりもお母さんがどうして激高したのか、理由は聞いた？」

　澄夏がそう言うと、父の表情があきらかに暗くなった。

「聞いたが理解しがたい内容だったな」

　父は戸惑っているように見えた。その姿を見ていたらいつか母が話していたことを思い出した。

『なにがつらいって、お父さんが落選してすっかり落ち込んでいるのに、助けになってあげられないところね』

（もしかしたら直接お父さんに話したのかも）

　日頃はあまり自分の気持ちを表に出さない母だが、父との会話でヒートアップして口論になったのかもしれない。

「母さんは今回の件で参ってるからな。この先の生活の心配はいらないと言ってるんだが、安心できないらしい」

「……お父さんはお母さんにいつもそんな言い方をしているの？」

「そんな言い方？」

「心配はいらないとか」

「なにかおかしいか？」

　父は怪訝そうにする。

「漠然と心配いらないって言うんじゃなくて、もっと詳しい話をした方がいいんじゃないかと思う」

「どういう意味だ」

「例えばお父さんが今どんな考えを持って、この先どんな仕事をしようとしているとか。あとお父さんの悩みを相談するのもいいかもしれない」

「お前はなにを言ってるんだ。病気の母さんに悩み相談をしてどうする」

　あきれたような父に、澄夏は首を横に振ってみせた。

「お母さんは、お父さんにもっと頼ってもらいたがってるんだと思うよ。そう言ってなかった？」

「なにを考えているのかわからないとは言われたが……」

「だったらもっと会話をした方がいいと思う。会話がなかったら夫婦でもお互いの考えがわからなくて、誤解が生まれてだめになるかもしれない」

　それは澄夏にとってもよく覚えのある話だ。心が弱っているときはどんどん悪い方に考えがちだ。それが間違った方向でも気づかないし止まれない。

　止めてくれる人が必要なのだ。

「だめになるってなにを言ってるんだ。まさか母さんが離婚したがっていると言うのか？」

「今はそこまで考えてなくても、この先ありえるんじゃない」

「くだらないことを言うな！　だいたい娘といえど夫婦のことに口出しはするな」

　澄夏の発言が気に障ったのか、父は顔を赤くして早口にまくし立てる。

　以前から短気ではあったものの、ここまでむきになるのは父自身が心の片隅ででもその心配をしているからだろう。

　澄夏は困って口を閉ざした。頑固な父がこうなってはなにを言っても話が通じない。

（こういうところをパワハラって誤解されたっていうのに）

　痛い目に遭い弱ってしまっている今、少しは変わったのではないかと思っていたが、そうでもなかったようだ。

「そういえば、お前も離婚したいとか言っていたな」

　澄夏はがっかりと肩を落とす。話が違うところに飛んでしまった。

「それはなくなりました。心配かけてごめんなさい」

「あたり前だ。一哉君のようなできた夫はそうそういないんだから、お前は余計なことを考えず尽くしなさい」

「素晴らしい旦那様なのはその通りなんだけど、今の発言をほかの人にするのはやめてね。また問題になるだろうから」

　まったく今の時代に見合っていない。完全に間違いとは思わないけれど、不快に思う人がいるのは確か。

（長く政治家をしてるのに、ときどきとんでもない失言をするんだよね）

　これじゃあトラブルが耐えないのではないかと心配になる。次の選挙で再選を狙うとしても、足を引っ張りそうだ。

（それとももうそんな気力はないのかな）

　父はこのまま引きこもり、立ち直ることができないのだろうか。

「お父さん」

「なんだ。また余計なことを言う気か？」

「……周りからあれこれ言われたらわずらわしいと思うかもしれないけど、みんな心配して言ってるんだよ」

「わかってる」

　父は不機嫌に答え腕を組んだ。

「なにも言わないままだったらみんなも助けの手を差し伸べられない」

「わかってると言ってるだろう？　先のことは考えてるからお前は気にしなくていい」

　声にはたぶんに苛立ちが含まれている。これ以上しつこく言うのは無理だと、澄夏は口を閉ざした。

「お母さんが心配だから、病院に行ってくるね」

「今からか？」

「面会終了までまだ時間があるから」

　澄夏はソファーから立ち上がり、玄関に向かった。父はなにか言いたそうにしていたけれど、結局声をかけてこなかった。




（本当に頑固なんだから）

　自分の父親とは言え、あきれてしまう。

（しかも偉そうだし）

　上から物を言うことに慣れているせいか、居い丈たけ高だかなところが目にあまる。きっと母にもあんな言い方をしたのだろう。

　精神的に負担がかかり、相当体調が悪化しているだろうと心配しながら母の病室に向かう。

　広々とした個室。カーテンを開けた窓からは雨上がりのやわらかな日の光が差し込んでいる。母は上半身を起こしたベッドにゆったりと座り、穏やかな表情で読書をしていた。

　老眼用の眼鏡のレンズの向こうで、忙しく視線が移動している。ずいぶんと本にのめり込んでいるようだ。カバーがかかっているのでなんの本かはわからないが、母のこんな姿は久しぶりに見る。

「お母さん」

　声をかけると、母はようやく澄夏に気づいた。

「あら」と驚いたような声をあげ、直後笑顔になる。

　母は読みかけの本を閉じて、サイドテーブルに置いた。

「いつ帰ってきたの？」

「ついさっき。お母さんの具合が悪化したって聞いたんだけど」

　返事をしながらベッド脇の椅子に座る。

「お父さんね。ごめんなさいね、澄夏だって忙しいのに」

「私のことはいいんだけど、本当に大丈夫なの？　お父さんからお母さんの様子がおかしかったって聞いたんだけど」

「ヒステリックに喚いたって？」

「似たような言い方をしてた。だけど具体的にはなにも教えてくれなくて」

　そう言うと母は苦笑いになった。

「教えないんじゃなくて、答えられないのよ。私がなんで怒ったのかわかってないから」

「お父さんの言葉少ななところに頭にきたの？」

「はっきり言わないと伝わらないって気づいたの。お父さんは昔から頭がよくて、仕事ができるけど、人の感情に鈍感だから。私が変わるしかないからね。今までお父さんに逆らったりしなかったけど、初めて勇気を出して言いたいことを言ったわ。緊張していて感情的な言い方になってしまったけど、でも吐き出してすっきりした」

　母のやわらかな表情を見ていると、その通りひと皮むけたように見える。

「それならよかった。お母さんの不調は精神的な面と密接に関わっているって言ってたから、よくなるかもしれないね」

「そうね。早く退院したいし、もっと元気にならないとね」

「その調子」

「澄夏にも心配かけたわよね。でももう大丈夫だから」

「よかった……」

　ほっとする澄夏に、母は申し訳なさそうな顔をした。

「うちのごたごたで、一哉さんとも気まずくなってしまったでしょう？　この前長く帰ってきていたのは、なにかあったからじゃないの？」

　なにも言われなかったけれど、母は気づいていたようだ。

「あのときはいろいろ悩んでいて。でももう解決したから」

「そう。一哉さんとうまくいってるのね」

「うん」

　真咲のことがあるので、完全に大丈夫とは言えないけれど、でも以前のような焦燥感はない。

　それはきっと彼との信頼関係が深くなったせいだ。

「よかった」

　母は安心したように微笑んだ。




　その日の夜八時過ぎ、実家で和子と一緒に夕食の後片付けをしていたときに来客があった。

　岩倉家は昔から人の出入りが多い方だけれど、夕食時にやって来る者は少ない。

　誰だろうと首をかしげながら応対すると、そこにいたのは予想外に夫だった。

　急いで門を開錠し玄関に向かう。外に出るとちょうど門からこちらにやって来ていた彼と落ち合った。

「一哉さん、どうしたの？」

　疲れているだろう彼がここまで来たということは、なにか緊急事態が起きたのだろうか。

　慌てる澄夏を彼は愛しそうに見つめる。

「心配だったから追いかけてきた。お義母さんの具合は？」

　少し驚いた。澄夏に親身になってくれているのはわかっていたけれど、まさか実家にまで来てくれるなんて。以前の彼は澄夏の実家に法事などにはしっかり参加していたものの、一定の距離を置く、そんな姿勢だったのに。

「ありがとう」

　驚くのと同時にうれしかった。そして心強くもある。

「当然だろ」

「一哉さんが来てくれてうれしい。でもお母さんの体調面は問題なかったの。お父さんが勘違いしていたみたいで。せっかく来てくれたのにごめんなさい」

　彼は申し訳なく感じている澄夏の頭にそっと触れた。

「謝るなよ。誤解だったならその方がいいだろ」

「でも、仕事に支障があるでしょ？」

　ここから東京まで、日帰りできない距離ではないが時間と体力に負担がかかる。

「明日は日曜だし、問題ない」

「そうだけど……」

　繁忙期の彼は、土日だって仕事の場合が多かった。異動になる今はその時期ではないのだろうか。

「一番の目的は澄夏に会いたかったから」

　彼はぐいっと澄夏の肩を抱き寄せて、耳もとでささやいた。

　急にきた甘い言葉に、澄夏は頬を染める。そのとき玄関のドアがそっと開き、和子が顔をのぞかせた。

　おそらく来客応対に出た澄夏がなかなか戻らないので、心配して見に来てくれたのだろう。

「澄夏さん、なにかありましたか？」

　澄夏は急いで一哉から離れた。夫婦とはいえ、玄関先でのスキンシップなんて見られるのは恥ずかしい。

「和子さん、夫が来てくれたの」

「まあ。一哉さんご無沙汰しております」

「中元さんお久しぶりです」

　一哉が感じのよい笑みで応えると、和子は父に伝えるため室内に戻った。澄夏も一哉を促し後に続く。

「一哉さん、うちに泊まってくれるの？」

　お互いの実家が近いため、帰省の際はそれぞれの家で寝泊まりしている。でも今夜はできれば彼と一緒にいたい。

　そんな澄夏の気持ちを汲み取ってくれたのか、一哉はうなずく。

「ああ。そうしたいけど、かまわないか？」

「もちろん」

　うれしくなって一哉の手をぎゅっと握る。すると慌ただしい足音が聞こえてきた。

「一哉君！」

　和子から知らされて来たのだろうが、父は一哉の登場にかなり驚いている様子だ。

「お義父さん、ご無沙汰しております」

「ああ。今日は澄夏に言われて？」

　父はそう言いながら、じろりと澄夏を見た。父は考え方が古風な上に仕事第一な人間だった。そのせいで仕事を理解しない妻に対して非常に厳しい。

　今も澄夏がわがままを言って一哉を呼び寄せたと思い込み、怒りが湧いているのだろう。

「いえ、彼女には来なくていいと言われていたんですが、心配で追いかけてきてしまいました」

　一哉は父の性格を把握しているのか、自ら来たというところをはっきりとアピールしてくれた。

「そうか。娘が心配ばかりかけてすまないね」

　父の言い方に少し不満を覚えたけれど黙っておく。一哉も困ったように眉を下げただけだった。

　その後、父は一哉だけを誘い、ふたりでリビングを占領して遅くまで飲んでいた。

　澄夏が首を長くして待つ中、彼が部屋に来たのは日付が変わろうとする頃。

「遅くなってごめん」

「こっちこそお父さんに付き合ってくれてありがとう。大変だったでしょ？　疲れてるのにごめんね」

　父は酒にそれほど強くない体質ですぐに酔っぱらってしまう。しかも酔うと絡みだすのでたちが悪い。本人も自覚しているようで出先では気をつけているようだが、自宅だと油断して遠慮なく飲む。

　それに付き合ったのだから、一哉はかなり大変だったことだろう。見たところ彼がひどく酔っぱらっている様子はないけれど。

　澄夏は一哉をソファーに座るよう促し、用意しておいたミネラルウォーターのペットボトルを差し出した。

「ありがとう」

　一哉はペットボトルのキャップを開けながら、物珍しそうに室内を見回した。

　澄夏の部屋は、個室にしては広めの十畳。すっきりしたインテリアが好みのため余計なものはいっさい置いていない。

「どうしたの？」

　なにが気になったのだろうと思い問うと、一哉は「いや」と首を横に振った。

「澄夏は結婚するまでここで過ごしていたんだなと思って」

「そういえば、入るのは初めてだったよね。それに私も一哉さんの実家の部屋に行ったことないんだよね」

「今度招待すると言いたいところだけど、俺の部屋はすでにないんだよな」

「え、どうして？　帰省したときはどうしてるの？」

「俺が使ってた部屋は、母の荷物置き場になってる。帰ったときは客間で寝てるよ」

「そ、そうなんだ……」

　義母は一哉の帰省を望んでいると思っていたけれど、反面ドライなところもあるのが意外だった。

（でも、独立した子どもの部屋をいつまでも残してる方が珍しいのかも）

　父は厳しい人だけれど、甘い面もあるのだ。

「お父さんとなにを話してたの？」

「主に愚痴を聞いてた感じかな。お義父さん、相当ストレスがたまってるみたいだな」

「うん。でもなにを考えているのか全然教えてくれなくて。一哉さんにはなにか言ってた？」

「少し酔っていたからか、話してくれたよ」

「本当に？　なんて？」

　思わず驚いて声が高くなる。

「詳細までは言えないけれど、お義父さんはしっかり将来について考えていたようだ。決してやけになんてなってない」

　澄夏は思わず目を見開いた。

（お父さん……そうだったんだ）

「よかった……」

「だいぶ前から考えていたようだが、お義父さんは自分の気持ちを周りに伝えるのが苦手みたいだな」

「うん。それにみんなで責めるように言ったのが気に入らなかったのかもしれないね」

　頑固でプライドが高い父には、我慢ならなかったのだろう。

「でも家族にくらいは話してくれてもよかったのに。私もお母さんもたくさん悩んだのに」

　一哉が困ったように苦笑いをする。

「お義父様とお義母様も安心してくれそうだね」

　父がどんなビジョンを持っているかはわからないけれど、見通しが立ったのは大きい。これで一哉との離婚なんて考えは捨ててくれるとうれしいのだけれど。

「俺の両親は口出ししすぎなんだよな。でもお義父さんの許可を得たからそのうち説明はするよ」

「え？　すぐに説明に行かないの？　せっかく地元に帰ってきてるのに」

「明日は澄夏と一緒に帰る。異動になったらまたしばらく忙しい日が続くから、今のうちに夫婦の時間を持ちたいだろ？」

「うん……私も」

　彼の申し出にうれしくなって、寄り添う。

　温かな胸に抱き寄せられて、胸がとくんと打った。

　このまま幸せに浸っていたい気持ちが大きいが、彼に話しておかなくてはならないことがある。

「ねえ一哉さん、話があるんだけど」

「どうした？」

　話題を変えようとする意図に気づいたのか、彼が相づちを打つ。

「実は今朝、マンションに南雲真咲さんが来たの」

「え？」

　一哉はまったく把握していなかったようで、驚いたように肩を揺らした。

「一哉さんが仕事に出て一時間くらいしてからだったかな。突然尋ねてきて、話があるって言うから部屋に上がってもらったんだけど」

「そういえば今日彼女は珍しく休みを取っていたな。でもまさかうちに来ているなんて。俺にはなんの話もなかった。彼女はなんの用だったんだ？」

「……一哉さんと離婚してほしいって」

「は？　……嘘だろ？」

　彼の顔色が変わった。おそらく想像していたよりも、はるかにひどい内容だったのだろう。

「私も衝撃を受けたんだけど、彼女は真剣にそう言ったの。私が一哉さんに告げ口したらどうするつもりなのか聞いても、彼は理解してくれると言って平然としていた」

　澄夏は夫を信じているけれど、彼女の堂々とした態度には恐怖を感じる。

　真咲がなぜそこまで平然としていられるのか理解できないからだ。

　一哉は右手で口もとを覆い考えに沈んでいた。しばらくすると澄夏と視線を合わせる。

「澄夏、俺と南雲さんの間には本当に同僚以上の関係はない」

「うん、信じてる。だから私落ち着いているでしょう？」

　一哉はほっとしたように表情を和らげた。

「……よかった」

「え？」

「澄夏が信じてくれて」

「それは一哉さんが私を大切にしてくれているって感じることができるから」

　以前だったらきっと真咲に惑わされて、悲観的になっていただろう。

　信じるのは難しい。ほんの少しの綻びでも、失いたくないと思えば思うほど、悪い方向へ考えてしまうものだ。

（でも、一哉さんはたくさん愛をくれた）

　日々の積み重ねで、夫婦の絆ができていたのだ。

（うれしい）

　微笑んだ澄夏を見て、一哉が戸惑う。澄夏は一哉の首に腕を回し、驚く彼に告げた。

「私信じてる。これからもずっと一緒にいられるって」

　一哉が澄夏の体をきつく抱きしめた。温かな温もりに包まれる瞬間はなによりも幸せだ。

　どちらからともなくキスを交わし、隙間なく抱き合う。

　一体感と胸を震わすようなときめきでいっぱいだ。

「澄夏」

　彼に名前を呼ばれるのが好きだと思う。

「一哉さん……」

　強引とも言えるような激しいキスに息が弾んだ頃、そっと体を離された。

　離れがたくてもう一度キスをねだる澄夏に、一哉は熱のこもったため息をつく。

「これ以上澄夏に触れていたら、押し倒してしまいそうだ」

　それは澄夏も同じ想いだった。もっと彼に抱きしめてもらいたい。このまま抱いてもらいたい。

　だけど、さすがに父がいる実家でそういうことに及ぶのはためらわれる。

　澄夏は体勢を整えて一哉から少し距離を置いた。残念そうにしている澄夏の心情に気づいたのか、一哉が肩を抱きささやく。

「明日帰ってからゆっくり過ごそう」

「うん……」

「離さないから覚悟しろよ？」

　色気のこもったささやきに澄夏の頬に熱が集う。

（一哉さんったら過激すぎる）

　動揺する澄夏に甘い表情でくすりと笑ってから一哉は立ち上がった。彼用の布団を敷いた客間に移動するのだろう。

「おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　うっとりするような優しい笑みを向けられて、澄夏はときめかずにはいられない。

　夫が出ていき閉じたドアを呆けた気持ちで見つめていた。




　翌朝。

　和子を手伝い朝食の準備をしていると、身支度を整えた一哉がリビングにやって来た。

「一哉さんおはよう。よく眠れた？」

「おはよう。ゆっくり休めたよ」

「よかった。もう少しで朝食の準備ができるから」

「ありがとう」

　彼にはソファーでくつろいでもらっている間に、ダイニングテーブルに配膳していく。その間に父も起きてきて、一哉となにか話していた。

「用意できました」

　澄夏が声をかけると、ふたり揃ってやって来て席に着いた。

　父は機嫌がよさそうで、穏やかな空気が流れている。

「いただきます」

　和食の朝食を、男ふたりが勢いよく食べていく。

　最近の父はあまり食欲がなかったようだけれど、今朝はよく食べる。

（一哉さんと話したのがよかったのかな。愚痴を吐き出せたみたいだし）

　ほっとしながら箸を動かしていると、父に話しかけられた。

「今日、母さんのところに行ってくる」

　意外だった。母とは言い合いになってしまったと言っていたから。

　プライドの高い父が自分から折れるのは珍しい。

「お母さん喜ぶと思う」

「これからのことについて、話してくる」

「本当に？　よかった」

　しかもそのことを澄夏に報告してくるのは驚きだ。一哉との話がよほど影響しているのか。

　うまく仲直りしてくれて、岩倉家が少しでもよい方向に向かえばいいと思う。




　朝食の後、澄夏は父に挨拶をして実家を出た。これから一哉と一緒にマンションに帰る。

　彼は明日仕事だから、今日は家でゆっくり過ごすつもりだ。

　しかし最寄りの駅に近づいたとき、一哉の携帯が着信を知らせた。

　画面の表示を確認した彼が、不快そうに顔をしかめる。

「どうしたの？」

　穏やかではないその様子に聞いてみると、彼はスマートフォンをスーツのポケットにしまい、澄夏に気遣わしげな視線を送ってきた。

「澄夏、少しもめることになるかもしれない」

「もめる？」

　意味がわからなくて首をかしげる澄夏に、一哉はため息交じりに言う。

「望まぬ客がいそうなんだ」

「え？」

　ますますわからない。だけど彼は澄夏の背中を支えるようにして、いつもの帰り道を進む。

（今の電話は誰からだったんだろう）

　あきらかに彼は迷惑そうにしている。そんな顔をするような相手は……。

（もしかして南雲さん？）

　昨夜澄夏が突然押しかけてきたときのやり取りを話してしまったから、一哉は彼女に対して怒りを持っているかもしれない。

（だけどもめるってどういうこと？）

　先の展開が読めずに戸惑っていると、マンションが見えてくる。

　同時に、エントランスの前に佇む見覚えのある女性のシルエットに気がついた。

「え？」

　思わず声が漏れる。

「南雲さん？」

　信じられないけれど、そこにいたのは真咲だったのだ。

（どうしてここに……）

　先日澄夏を訪ねてきたことといい、行動があまりにおかしい。

　隣の夫の様子をうかがうと、彼も真咲に気づいているようで険しい表情を浮かべていた。

　しかし止まることはなく、エントランスに真っすぐ向かう。

　距離が近づくと、真咲もこちらに気づいたようで近づいてきた。

　澄夏たちの前で立ち止まると、堂々とした態度で顔には余裕を感じる笑みを浮かべている。

「おかえりなさい」

　平然と挨拶してくる彼女に、澄夏は驚き動揺した。

　一哉は苛立ちを隠さずに表に出している。おそらくあえてなのだろう。

　それをずっと同じ仕事をしていた彼女がわからないはずがない。

（わかっていても、平気なの？）

「よかった会えて。メッセージの返信がないからどうしようかと思っていたんです」

　むしろうれしそうにしている真咲に面食らう。

「どういうつもりだ？」

　澄夏はあぜんとして声も出ないが、一哉は普段聞かないような低い声で答えた。

「え？」

「昨日妻に無礼な発言をしたと聞いた」

「……どんな発言ですか？」

　ここでようやく真咲の視線が澄夏に向く。美しいけれど、暗い光をたたえた瞳で見すえられてドキリとした。

　一哉は真咲の視線から澄夏をかばうように立ちはだかる。

「離婚しろと迫ったのだろう？　ありえない発言だし、君にそんな要求をする権利はない。これ以上プライベートに踏み込み妻に不快感を与える気なら、俺にも考えがある」

　厳しい口調で脅すような言いように、真咲が初めて動揺を見せた。

「考えって、どういう意味ですか？」

「同僚の君とは争いたくなかった。だが警告を聞かず二度までも……こちらも我慢の限界だ。これ以上嘘で妻を傷つけるのなら、君がやったことを公にして責任を取ってもらう」

　真咲が信じられないといったように目を見開く。

「そのときは須和さんだって無事ではすみませんよ。こういった問題は一方だけが責任を取るということはほとんどありません。もし処分されるとしたら両者ともです。それは須和さんだってご存じでしょう？」

　話しているうちに余裕を取り戻したのか、真咲は笑みすら浮かべていた。しかし一哉は動じない。

「もちろん承知している。だからといって君の身勝手な行動を見過ごす理由にはならない」

「嘘をつかないで！　須和さんには野心があると私は知っているわ」

　一哉はため息をついた。

「たしかに上に行きたいとは思っていたよ。だがそれ以上に妻を傷つけたくない。そんなことで俺を脅そうとしても無駄だ」

　真咲は衝撃を受けたように息をのみ、唇を噛みしめた。

「どうして……だって奥さんなんて愛していなかったでしょう？　須和さんのそばにいるようになって一年以上経つけれど、あなたが大切にしていたのはいつだって仕事だったじゃない！」

　一哉は顔色を悪くする。

「私は真剣に仕事に取り組む須和さんを尊敬しているし、理想の人だと思っていた。それなのに最近は奥さんにかまけてばかり。あなたに合うのは同じ目線で語り前に進める私だわ。家柄だけが取り柄の妻じゃないでしょう？　目を覚ましてください！」

「妻を侮辱するな」

　一哉が低い声を出したが、真咲は動じない。

「本当のことだわ。その家柄も今は力を失った。もう結婚している意味はないのだから早く別れて」

「なぜ君にそんな指図をされなくてはいけない？　なにか勘違いしているようだが、俺は君をパートナーだと思ったことはない。当然妻と比較もしていない」

「嘘！　いつも私がいると助かると言ってたじゃない」

「社交辞令もわからないのか？　君がそんなに空気の読めない人間だとは思わなかった」

　プライドが傷ついたのか、真咲の顔がかっと赤くなる。しかし一哉は追及の手を緩めなかった。

「俺に君は必要ない。これが最後の警告だ。今すぐ立ち去って二度と俺に関わるな」

　あまりに冷酷な一哉の言葉は、隣で聞いているだけの澄夏が怖さを感じるほどだった。

　当事者の真咲は顔をゆがめた後、反論しようとしたのか口を開きかける。けれど声が出ないのか、踵を返して走り去った。

　嵐のような時間が終わり沈黙が訪れる。

「澄夏、ごめん。嫌な思いをさせたよな」

　動揺が抜けない澄夏に、一哉が気まずそうに話しかけてきた。

　澄夏は戸惑いながら首を横に振った。

「驚いたけど、一哉さんのせいじゃないから」

「とりあえず部屋に戻ろう」

「うん」

　夫に手を引かれて、マンションのエントランスをくぐる。エレベーター内はほかに誰もいなくてシンとしている。神経質になっているからか沈黙を苦しく感じた。

　部屋に戻りリビングに落ち着くと、一哉は改まった様子で頭を下げてきた。

「本当にごめん。俺のせいで澄夏に迷惑をかけた」

「迷惑だなんて思ってないよ。でも今のはなんだったのか教えてほしい。一哉さんは南雲さんはただの同僚だって言ってたけど、彼女はそう思ってないみたいだったから」

　あれは嘘をついているというより、本当にそう思い込んでいるようだった。なぜそんな勘違いをしているのか。

「そうだな。正直言って俺もどうしてこうなったかわかっていない部分があるが、すべて話すよ」

　そう言って彼が話したのは、真咲との出会いから現在までの経緯だった。

　南雲真咲は一哉の半年ほど後、時期はずれの異動でやって来た。

　官僚はひとつの部署に長くいるということはなく二年から三年で異動するが、新しい部署では以前のやり方が通じない場合もあるので、初めは必死になって仕事を覚える。新人でもない限りはひと月もしないうちに要領を掴むといったパターンだそうだ。

　真咲は初め、一哉の仕事のノウハウを盗むと言って積極的に関わってきた。一哉も向上心のある人は好ましく思うので、できる限りフォローしたりしていたそうだ。

　彼女は能力が高く瞬く間に戦力になったが、十分独り立ちできるようになっても一哉と関わるのはやめず、はたからみたらパートナーのような関係が続いていた。

　真咲について努力家の同僚と認識していた一哉は、仕事のフォローがし合え刺激にもなる彼女との関係をいいものだと思っていた。もちろん異性としては見ていない。

　しかし女性の体力が少ないのはわかっていたので、場合によってはさりげなくフォローする場面はあったとのこと。

　それは一哉だけでなく、高畑をはじめとしたほかの同僚にもその傾向があるそうだ。

　男女平等と言われる世の中だが、家庭を持った女性は残業が少ないポジションを自ら望む場合が多く、結果として一哉が所属するハードな部署には女性が少なくなる。そんな中で人一倍働く真咲は目立っていたし、好意的に見られていた。

「先日まで彼女は普通の同僚だったんだ。必要以上に近づくこともなかったし、常識的な態度だった。ところが急に距離を縮めてきて、不可解な発言が多くなった」

「どうして急に……」

　澄夏にはまるで理解できない。ただ一哉には言わないけれど、彼女はかなり前から一哉を好きだったのではないかと思う。

　岩倉神社の御守りを持っていたのは、一哉の生まれ育った環境を見たくて町を訪れたのではないだろうか。

　ただ秘めていた想いを、突然隠さなくなったきっかけが謎だ。

（……もしかして、私と会ったから？）

　真咲には容姿端麗でエリート官僚という肩書がある。自分自身に相当の自信を持っているだろう。彼女が唯一持っていなかったのが、一哉の政略結婚の相手になりうる出自だと考えていたのだとしたら……。

　そんなときに澄夏と顔を合わせて、それまで漠然としていた妻の存在がリアルになった。

　真咲はおそらく澄夏より自分の方が勝っていると判定したはずだ。しかも妻は代議士令嬢という肩書を失っている。

（一哉さんをあきらめる理由がなくなったから？）

　深読みしすぎだろうか。だけど一度浮かんだ考えはなかなか消えない。

「あの、以前、南雲さんを連れてうちに寄ったでしょう？　今さらだけど、どうして彼女を連れてきたの？」

　そもそもあの帰宅自体が不自然だった。彼が仕事途中に家に寄るなんて、結婚して以来なかったのだから。

　一哉は思い出すように目を細めた。

「あれは企業を訪問する途中だった。珍しく時間に余裕があって、取りに来たいものがあったから寄ったんだ。南雲さんにはすぐ済むから待っていてと言ったんだが、澄夏に挨拶したいと言われて連れてきてしまった。俺の判断が甘かった」

「それは仕方ないよ。だってあのときは南雲さんを普通の同僚だと思ってたんだから」

「忘れ物もどうしても取りに来なくてはならないものではなかったが、澄夏の様子が気になって……せっかく家に寄れるんだから顔を見たいと思った」

「え……」

　思いがけない彼の発言に、澄夏は目を見開く。

「澄夏はずっとふさいでいたし、あの日の朝はとくに顔色が悪かったから。大丈夫なのか顔を見て安心したかった」

「私を心配してくれていたの？　知らなかった」

　彼はそんなこと、ひと言も言ってなかったから。

「あたり前だろ？　でも自己完結しないで言葉に出して伝えていれば、澄夏と別居しなくてよかったかもしれないな」

「……うん」

「南雲さんが澄夏に対して非常識な態度を取ったのを知ってから、距離を置いていたんだ。本音を言えば、彼女に対して不快感が大きかったが、もめて事を大きくするつもりはなかった。俺は近々異動で彼女と関わる機会が格段に減るだろうとわかっていたから」

「そうなんだ……でも今日はかなりはっきりしたことを言ったよ。大丈夫かな」

　真咲に少なくないダメージを与えているだろう。

「今回は我慢の限界だった。夫婦関係に干渉してきて、澄夏に離婚しろと迫るなんて許せないだろ？　澄夏が俺を信じてくれたからよかったけど、場合によっては離婚騒動にだってなりうる。確実に夫婦仲に亀裂を入れる悪意ある行動だ」

「うん……」

　間違いなくその意図があっただろう。

（きっとそれだけ一哉さんが好きだったんだろうな）

　賢い彼女を狂わせるような強い想い。目の前でしっかり拒絶している姿を見たとはいえ、夫にそんな想いを向ける相手がいると思うと気が重くなる。

「この件は、上司に報告しようと思ってる」

「でも異動するんだし、そこまで大げさにしなくても。南雲さんが言った通り、一哉さんの評判に傷がつくかもしれない」

　そうしたら出世にも影が差すはず。一哉は地方再生に尽力するために、今の仕事に就き順調にキャリアを積んできたというのに。

　希望を通すには出世は必要不可欠と以前彼が言っていた。実際そうなのだろう。

「またいつこちらに関わってくるかわからない。プライベートのもめ事だからと声を出さなかったら、なあなあになって同じことの繰り返しになる」

「でも……」

「いくら警告しても一年中見張っているわけにはいかないだろ？　また澄夏のところに来たらどうする？　俺は心配で仕事が手につかなくなる」

　そう言う一哉の顔には苦悩が表れている。彼も悩んだ末の結論なのだ。

「わかった。一哉さんがそこまで言うなら。結果がどうなっても私はついていくから」

　澄夏がそう言うと、一哉が少し驚いたような顔をした。

　それから笑顔になると、ぐっと澄夏の体を抱きしめた。

「ありがとう」

　澄夏も彼の逞しい体を抱きしめる。

「ごめんな、心配ばかりかけて。余計な苦労も」

「苦労なんて……一哉さんがはっきりとけじめをつけようとするのは私のためでもあるでしょう？　その気持ちがうれしいよ」

　そんなことはないと思うけれど、もし彼が左遷のような状況になっても澄夏は迷いなくついていこうと思う。

　実家だけでなく夫も危機的状況なのかもしれない。でも悲観はしていない。

（だって一哉さんの気持ちが私に向いていると信じられるから）

　今のふたりなら、周りの妨害なんかで壊れないという自信があった。




　翌日一哉は、上司と高畑に真咲との一件を報告したそうだ。異動後に関わらずに済むように深刻な状況であると詳細に伝えた。

　上司はそんなことになっていたのかと大層驚きながらも、一哉を疑うことなく信じてくれて、真咲を呼び出し話をしてくれた。

　実は上司も真咲は優秀だがどこか危ないと、感じる点があったのだそう。高畑も真咲を注意して見ていると請け負ってくれた。

　上司が自分のところでとどめておくとしたため、大事とまではならなかったが、周囲の協力を得られるようになったのは一歩前進となるだろう。

　一哉は気がかりを残さず新しいエネルギー関連の部署に異動になった。経済産業省所属に変わりはないが建物が違うため、真咲と会う機会は各段に減ったとのこと。

　上司に釘を刺されたからか、真咲が一哉の帰りを待ち伏せしたり、日中澄夏を訪ねてくるというようなことは今のところ起きていない。

　高畑の話では意気消沈した様子で、仕事にも精彩を欠いているらしい。

（まだ完全に安心はできないけど、これで終わったんだよね）

　真咲にされたことは澄夏にとってショックだったし、忘れられそうにない。

　彼女と和解することは、この先もないだろう。けれど彼女を憎む気持ちはない。

　どうかこれからは一哉を忘れて、以前のように仕事に邁進してほしいと願っている。

　そしていつか彼女を愛してくれる相手と出会ってくれたらいい。そんなふうに思うのだ。




　一哉は新部署に対応するために、半月ほど毎日終電だったが、八月に入ると少し余裕ができたため、各自スケジュールを組んで取る夏季休暇を取得して、夫婦で帰省することにした。

　三泊四日の予定で一日目は別行動、二日目は一哉が澄夏の実家に。最終日に澄夏が一哉の実家に行くという予定だ。

　澄夏は初日、久々に瀬奈と会う約束をしていた。離婚騒動のときに相談に乗ってもらったし、その後の説明をしたいと思ったのだ。それがなくても親友に会うのはうれしいのだけれど。

　カフェで待ち合わせて、店自慢のコーヒーを頼む。最近ではテイクアウトできるフィナンシェがおいしいと口コミが広がっていると聞き、それも注文する。

「あーこのフィナンシェ本当においしいね、バターの香りが濃厚で」

「そうでしょ？　今ではここの看板メニューなんだって」

　あっという間に食べ終えて、ふたつ目を頼んでしまった。口に運びつつ、「それで……」と事情の説明をした。

　黙って聞いていた瀬奈は、話し終えるとうんうんとうなずいた。

「やっぱりね、予想通り」

「え？」

「絶対によりを戻すと思ってたよ」

「そうなの？」

　瀬奈は澄夏が新しい生活の基盤を築くのに協力的で仕事まで紹介してくれようとしていたほどだったから、そんなふうに考えているとは思わなかった。

「だって一哉さんって、あきらかに澄夏に惚れ込んでたもん」

「ええっ？」

「気づいてないのは本人だけってことよ。一哉さんの澄夏を見る目って本当に優しくて、私はいつも澄夏愛されてるなーって思ってたんだよ。まあそれでも澄夏がやりたいようにした方がいいと思って協力したけど。だって周りがなんと言ってもあの頃の澄夏は聞かなかったでしょう？」

「……そうかも」

　たしかに当時の自分は離婚しなくてはいけないという強迫観念のようなものにとらわれて、視野が狭くなっていたと今ならわかる。

　離婚後の生活に前向き……という変な方向に向かっていた。

「いつもの余裕のある澄夏に戻ってよかった」

「うん、ありがとう」

「ところで仕事はどうするの？　元さやに戻っても働きたいって言ってたじゃない」

「それなんだけど、今でもなにかをしたい気持ちはあるけど急がなくていいかなと思って。家庭を守るのも大切な仕事だしね」

　あのときは将来の不安から自立しなくてはならないと思っていたし、自分を必要としてくれる居場所が欲しいという気持ちが大きかった。

　だけど、夫婦として生きていくと決めた今は、ふたりでひとつだと思っている。澄夏を必要としてくれている夫を支えていきたい。

「その考えもありだよね」

　仕事に生きる瀬奈には共感できない意見かなと思っていたけれど、意外にも彼女はしみじみとうなずいた。

「私も今は仕事命だけど、出会いがあれば変わるかもしれないな。ああ、一哉さんみたいな人現れないかな」

「一哉さんみたいな人って？」

「妻を大事にしてくれる人」

「現れるよ」

　愛している人には誰だって優しくなるし、大切にしてくれると思うから。




　瀬奈と別れた後、真っすぐ実家に帰った。

　今夜は二日前にようやく退院した母のお祝いだ。

　両親がどんな会話をして和解したのかは聞いても教えてくれないのだが、それなりにうまくいっているのは見ていたらわかる。流れる空気が穏やかなのだ。

「お母さん、退院おめでとう」

　テーブルを囲んでちょっと豪華な食事を楽しむ。

　母はまだ食欲はそれほどないようだが、にこにことうれしそうにしている。

「お母さんが元気になってよかった」

「ありがとうね、澄夏にも心配かけてごめんなさいね」

「いいって。それより退院したからといって無理をしないでね。しばらくはゆっくりして」

「ええ。と言いたいところだけれど、やることはたくさんだから」

「やること？」

　澄夏は首をかしげた。母は父に含みをもった視線を送る。

「お父さん」

「……再選を目指すと決めた」

　ぼそっとつぶやくように言われた言葉に、澄夏は目を見開いた。

　再選を目指すとはつまり、次回の選挙に挑戦するということだ。

「本当に？」

　落選したときは先のことなど考えられないと言い、どんなに周りが言っても前向きにならなかった。だから周りは父が政界に復帰するのは無理だろうと判断していた。

「一時は引退を決意していたが、まだやり残したことがある。未練をなくせなかった」

「そうなんだ……私はいいと思う」

　強力なライバルがいるから再選はきっと簡単ではないけれど、それでも目標を持って進んでいる父を見たいと思う。

　母が張りきっているのは、そんな父の決意がうれしいからだ。

「まあ、一哉君に断られたってのもあるが」

　父は少し照れたのかぶっきらぼうに言う。

「一哉さんに？」

　なんのことかわからず澄夏は首をかしげる。

「彼に地盤を託して引退すると伝えたらまだ早いと言われた。もう一度がんばったらどうかと勧めてくれたのも彼だ」

「もしかして、以前ふたりで飲んでいたときのこと？」

「ああ。自分はまだまだ未熟だからと言っていたな。だがおそらく俺の未練を見抜いていたんだろうな」

「そうなんだ……そういえば、一哉さんはあまりお父さんにあれこれ言わない方がいいって言ってた。本人がしっかり考えているだろうから周りは見守ろうって」

「そうか」

「お父さんの気持ちを一番わかってたのは一哉さんだったんだね」

　親子でもない彼がなぜわかったのかは不思議だけれど。

「この町をよくしたいという気持ちは一緒だからな」

「そっか……」

「とにかく母さんにも協力してもらいながら活動を再開する。当分選挙はないが、日頃の活動が重要だからな。早速明日……」

　父は張りきって母にスケジュールの説明を始めた。かなりの早口だが母は困った様子もなく受け答えをしている。

（そういえばお父さんたちって昔からこんなふうだった）

　まるで社長と秘書のような感じ。夫婦にもいろいろな形がある。

　明るさを取り戻しつつある岩倉家の未来を考えると、心が温かくなった。




　翌日、夕方に一哉がやって来て彼を加えた皆で食事をした。その後男性陣は以前のように飲み会に突入。澄夏は母と一緒にスイーツタイムだ。

「お父さんが元気になってよかったね」

「そうね。一時はどうなることかと思ったけど」

「お母さんもね。足はもう問題ないんでしょ？」

　母が入院したのは骨折がきっかけだ。退院まで長引いたのは精神的な不調があったからでけがはそこまで心配していなかったけれど、支持者を増やす活動をするとなると大丈夫なのか気になる。

「大丈夫。無理はしないわ」

「それならよかった」

「澄夏の方も順調そうでよかったわ。でも一哉さんの仕事が忙しいのは変わらないだろうから、あまりストレスをためないようにしなさい」

「うん、気をつけるね」

　一哉と父は深夜まで飲んでいたようだ。父がダウンしたので一哉が戻ってきた。母はあきれたようにしながらもかいがいしく父の世話を焼いている。

　今夜は澄夏の部屋に客用布団を用意した。けれど話し込んでいるうちに眠くなって、結局澄夏のベッドでふたり並んで眠っていた。

　少し狭いけれど、夫の温もりを感じられて幸せなひとときだった。

　その次の日は、須和家に向かった。

　義実家を訪問するのは久しぶりだ。不義理をしているとしかられるのを覚悟したが、温かく迎えてもらえた。

「澄夏さん、元気そうでよかったわ」

　満面の笑みを浮かべて玄関で待ち構えていた義母に、澄夏は頭を下げた。

「お義父さま、お義母さま、ご無沙汰しております」

「あら、そんなにかしこまらなくていいのよ？　澄夏さんは相変わらず律儀ね。でも元気そうでよかったわ。岩倉先生のことだけで大変なのに、お母様も入院したと聞いて、心配していたのよ？」

　会って早々早口でまくし立てる義母に、澄夏はたじたじになってしまう。

　そんな澄夏を隣で見ていた一哉は、はあとため息をついた。

「母さん、落ち着いてくれ」

　まだまだ話足りなそうな義母を、義父と一哉が止めて応接室に移動した。

　そこで改めて父の再選活動を伝えると、義父も義母も喜び急遽お祝いが始まった。

　義母はあまり料理が得意ではないけれど、澄夏と一緒に腕を振るった。




　怒涛の帰省を終え戻ったマンションは、数日離れていただけなのに懐かしく感じた。

　ここが自分の家になったのだと実感する。

　食事と入浴を終えた後のリラックスタイム。

「なんかほっとするね」

　夫とのんびりソファーでくつろいでいた澄夏はしみじみと言った。一哉も同じ気持ちのようで「ああ」と微笑む。

　澄夏は夫の肩にもたれ、安心して目を閉じた。

「両親が気力を取り戻してよかった。お義父さんとお義母さんに安心してもらえてよかった。今回の帰省はうれしいことだらけだったな」

「そうだな」

「一哉さんも安心して仕事に戻れるね。新しい部署は慣れたといっても大変でしょう？　エネルギー関係って今世間でもいろいろ言われてるものね」

「ああ、だけど俺が官僚になったのは、大切な人たちの暮らしを少しでもよくしたいと思ったからだ。実際なってみると理想通りになんてできないとわかったけど、それでも夢を捨てる気はない」

「うん。理想を持って働く一哉さんはすごいよ」

　尊敬できる夫でよかったと心から思う。

「澄夏がいるからがんばれるんだ」

「本当に？」

　夫の支えになれているなら、澄夏にとってこれほど幸せなことはない。

「ああ」

（一哉さんは私を必要としてくれている。もちろん私も……）

　幸せで一哉と微笑み合い、あたり前のように顔を寄せてキスを交わす。

「大好き、一哉さん」

「俺の方が想ってる。昔も今も」

「それはないから。私の方が好き」

「今日はずいぶん負けず嫌いだな」

　一哉はくすっと笑ってから澄夏の体を抱き上げた。

「じゃあ俺がどれだけ妻を愛しているか教えてやる」

　彼は長い脚で寝室に向かう。澄夏はうっとりと夫を見上げた。

　ベッドに降ろされた後は、待ちきれないように彼に腕を伸ばし抱き合う。

　翌日は休みだったので夫婦の夜はいつまでも更けなかった。

　楽しかった夏休みが終わり、日々は平常運転になった。

　一哉は朝から晩まで仕事で、澄夏は家のことをこなしていく。

　相変らず一緒に過ごせる時間は少ないけれど、お互いを尊重して信じる今、家庭は円満で波風などいっさい立たない。

　そんな順調なある日、澄夏は深夜帰宅した夫を玄関で出迎えた。

　深刻な表情になっていたのか、一哉の顔がたちまちこわばる。

「どうした？　大丈夫か？」

　疲れているはずなのに、そんなことを忘れたように澄夏を心配する夫。

　澄夏はにこりと微笑んだ。

「大丈夫。すぐに伝えたくて」

「伝えたい？　怖い顔をしていたが」

「だって油断してたら顔が緩んじゃうから。一哉さん、私たちの赤ちゃんができたの」

　まだぺたんこのおなかにそっと手を添えながら言う。

　すると彼は信じられないといった様子で息をのみ、それから破顔した。

「すごい……すごいぞ、澄夏！」

　一哉は喜びを抑えきれないというように、澄夏をぎゅっと抱きしめる。

　夫は喜ぶと信じていたけれど、それでも彼にしては珍しいほど感情があらわになっている。

「ここに俺たちの子が……感無量だよな」

「うん」

「早く会いたいな。名前も考えないと」

「一哉さんったら気が早いよ」

　くすりと笑いながら言うと、一哉も微笑み澄夏を優しく抱きしめる。

　いつだって澄夏を守ってくれる頼りになる腕。きっと子どものことも慈しんでくれるだろう。

　三人で笑い合う家族の光景が浮かんでくる。ああ、幸せだと心から感じた。




END
















特別書き下ろし番外編










幸せな家族




　秋の気配が増してきた十月の半ば。

　妊娠五カ月を迎える澄夏は、一哉の運転で実家に帰省した。

　子どもが無事生まれてくることを願って帯祝いをするためだ。

　もともとは自宅マンション近辺の神社で行おうとしていたところ、須和と岩倉両家から地元でやってほしいと強く頼まれたため、一哉がなんとか有給を取得して帰ることになった。

「澄夏、疲れてないか？」

　一哉は妊娠中の澄夏の体をかなり気にして細かに気を配ってくれる。

「大丈夫だよ」

「でもずっと座っていたら疲れるだろう。次のサービスエリアに寄ろう」

　過保護気味の一哉は時間をかけて実家への道を運転する。

　朝八時に家を出て、休憩を何度か挟み岩倉家に到着したのはお昼過ぎになっていた。

「ようやく来たか。遅いから待ちくたびれたぞ」

　外出用のスーツ姿の父が車寄せまで出てきて、大きな声を出す。後に続いてきた母は苦笑いだった。

「あなた、そんな言い方はだめですよ。心配だったと素直に言えばいいんですよ」

「余計なことを言うな」

　澄夏が車から降りるのを手伝った一哉が、焦った様子の父に笑顔を向ける。

「お義父さん、お義母さん、心配をかけて申し訳ありません。今日はよろしくお願いします」

「ああ一哉君、よく来てくれたね」

　父は一哉がお気に入りなので途端にうれしそうに顔をほころばせる。

「澄夏も元気そうだな」

「うん」

「悪阻はもういいの？」

　母の問いかけに澄夏はうなずいた。

「もともと軽い方だったからね」

　検診での様子などを話していると家の玄関が開き、一哉の両親がやって来た。

　今日の安産祈願は岩倉神社で行い両家とも参加するので、いったん岩倉家に集まったのだ。

「一哉、澄夏さん」

　義母が小走りで近づいてくる。相変わらず声が大きくエネルギーにあふれていた。

「母さん、毎回言うけど、少しボリュームを下げてくれよ。おなかの子どもが驚くだろ？」

　嫌そうに言う一哉の言葉をスルーして、義母は澄夏のおなかに手を添えた。

「まだおなかが膨らんでないのね。澄夏さんはもともと痩せてるからあまり目立たないのかしら」

「どうでしょうか。友人の話では急に目立つようになったと言ってましたけど」

「そうだったかしらねえ」

　依然として澄夏の腹部に手を添えている義母の手を、一哉が掴んだ。

「母さん、もっとデリカシーを持ってくれ」

　一哉は義母には結構厳しい。気を悪くしないか心配だったが、普段からこんな調子なのか、義母は気にしていないようだ。

「もう、口うるさいわね。そんなんだと澄夏さんに嫌われるわよ」

「澄夏には言うわけないだろ？　言う必要もないしな」

　一哉が澄夏に目を向けながら甘く微笑む。両親の前だというのに胸がときめいてしまった。

「もういいだろ？　そろそろ向かおう」

　義父の言葉をきっかけに、車二台に分かれて岩倉神社に向かう。

　神社では神主に祈祷をしてもらい、その後は少しだけ境内を散歩することになった。

　岩倉神社はかなり広い。高い樹々が続き清涼な空気が辺りに漂う。昔から、ここにいると心も体も浄化されたような気分になった。

　澄夏は樹々の匂いのする空気を味わいながら、のんびりと池の方に向かった。

　もちろん隣には一哉がボディーガードのごとく付き添い、澄夏が転ばないか、誰かにぶつかられないか目を光らせている。

「あれ？　お父さんたちがいない」

　つい先ほどまでうしろの方を歩いていたはずなのに。はぐれてしまったのだろうか。

「大丈夫だ。駐車場で落ち合えばいいんだから」

「探さなくていいのかな？　せっかく私たちのために集合してくれたのに」

「気にするな。父さんたちも夫婦水入らずで楽しんでるから。お礼は夜にすればいい」

「そうだね」

　夜は会食の席を設けている。一哉の言った通りお礼の名目だが、実際は懇親会のようなもの。澄夏の父と義母はたくさん飲みそうだ。

　想像して澄夏は微笑んだ。

「どうした？」

「幸せだと思って。この先どうしようって悩んでた頃が嘘みたい」

「俺も今が一番幸せだと思ってる。澄夏との仲は順調だし、子どもも生まれる……ありがとうな」

　一哉が澄夏の肩を抱き寄せ、腰をかがめて頬にキスをした。

「い、一哉さん、誰かに見られたら……」

「大丈夫、誰もいないよ」

　彼の言う通りたしかに近くに人の気配はない。それでも屋外で堂々とキスは澄夏にとって恥ずかしいこと。

　けれど一哉に甘く見つめられて「愛してる」なんて言われると抗えなくなる。

　唇同士が触れ合い、澄夏はうっとりした気持ちで目を閉じた。

（一哉さんが愛おしい……幸せ）

　妊娠がわかってから彼のキスは優しいものになった。

　激情を隠さない激しい口づけもいいけれど、そっと触れ合うものも澄夏は好きだ。

　甘く満たされた気持ちを伝え合える気がするのだ。

　唇が離れ一哉を見上げて微笑んだ。彼もきっと同じように幸せに満たされているはず。

　そう思ったけれど、一哉は「はあ」とため息をつき、澄夏の体を抱き寄せた。

「一哉さん、どうしたの？」

「澄夏がかわいい、愛しくてたまらない」

　そういうわりにため息をついていたので、内心首をかしげる澄夏の耳もとで彼がささやく。

「でも澄夏不足で限界がきそう」

「え？」

「ずっと澄夏を抱いてない」

「あ……」

（そういえば、最近は別々に寝てるんだよね）

　妊娠がわかる前は蜜月のような第二の新婚生活期間で、毎夜のように抱き合いそのままひとつのベッドでふたり身を寄せ合って眠っていた。

　でも今は澄夏の体調を考えてひとりでゆっくり眠っている。

　おなかの子どもに意識が向いているせいか澄夏はあまり気にしていなかったけれど、一哉にとってはつらい状況だったのだろう。

「ごめんなさい、気づかなくて」

「澄夏のせいじゃない。俺たちの子をおなかで育ててくれてるんだから」

「うん……」

「ただ俺が澄夏を好きすぎるだけだ」

　切ない声が耳に届き、澄夏は頬を染める。

「あの……一哉さん、無理をしないなら大丈夫だって先生が」

「え？」

「悪阻もないし、私も一哉さんと抱き合えなくて寂しかったから」

　抱いてほしいとはっきり言うのが恥ずかしくて、回りくどい言い方になってしまう。

　けれど彼はしっかりと気持ちを受け取ってくれたようで、幸せそうな笑顔になった。

「澄夏、愛してる」

「私も一哉さんを、あ、愛してる」

「今夜、ふたりになったらゆっくり過ごそう」

「うん」




　駐車場で待っていた両親たちと合流した後は、予定通り食事をするため移動した。

　場所は岩倉家が昔からお祝い事で利用している地元の由緒正しい料亭だ。

　個室なので皆リラックスして、無礼講の宴会のような様子になった。

　一時は気まずかった両家の親も、今はすっかり打ち解けて盛り上がっている。

　澄夏と一哉はお酒を飲まなかったけれど、楽しそうな様子を見ていると心が弾んだ。

「完全に酔っ払いだ。仕方ないな」

　一哉はあきれていたけれど。

　でもきっとみんな生まれてくる子どもを大切にしてかわいがってくれるのだろう。

　にぎやかな未来が頭に浮かんだ。




　宴会が終わり、一哉と澄夏は両親たちと別れて移動をした。

　行き先は自宅マンションとの中間地点にある観光地のホテル。

　予定では岩倉家に一泊するつもりでいたのだけれど、昼間の会話で気持ちが盛り上がり、お互いすぐにでも抱き合いたい気分になったのだ。

　一哉が予約してくれた部屋は広々したデラックススイートルーム。

　急だったのによく確保できたなと感心する素晴らしい部屋だ。

「こんな豪華な部屋に泊まって大丈夫？」

「ああ。いい思い出になるだろう？」

　一哉はそう言いながら、夜景を眺めていた澄夏の隣に立ち肩を抱き寄せる。

　頭ひとつ高い彼を澄夏が見上げると、キスが降りてきた。

「ん……」

　優しいキスがだんだんと濃厚なものに変わっていく。

　澄夏の背中は一哉の腕に囲われ、澄夏の手は彼の首に回っている。

　舌を絡め合う濃厚なキスが澄夏の体から力を奪う。

　崩れそうになったとき、一哉に体を支えられた。

「ベッドに行こう」

　色気あふれる眼差しでささやかれ、澄夏の鼓動がとくんと跳ねた。

「うん……」

　広いベッドに優しく横たえられる。

　一哉は澄夏に体重をかけないように気をつけながら覆いかぶさってきた。腹部をそっとなでられる。

「この子が驚かないようにしなくちゃな」

「そうだね。お手やわらかにお願いします」

「善処する」

　一哉はそう言うと唇を寄せてきた。

　体中を大切そうに触れられながら、何度も唇を塞がれる。

　いつもは体をきつく抱きしめられながらのキスだけれど、今は代わりに手を握ってくれている。

　彼の丁寧で優しい愛撫に、身も心も溶けていくようだった。

「今夜は離せなくなりそうだ」

　色気にあふれた彼が吐息交じりにささやく。

　澄夏も彼から離れられそうにない。

　愛しさが込み上げて、澄夏は逞しい夫の体を抱きしめた。




　帯祝いが無事終わり、日常が戻ってきた。

　一哉は仕事に取り組み、澄夏は体調に気をつけながら家事をこなす。

　十二月になり寒さが厳しい日が続いているが、妊娠の経過は順調で、澄夏もおなかの中の赤ちゃんも元気に過ごしている。

　出産時に必要なマタニティ用品とベビー用品もだいたい揃い、赤ちゃんを迎える準備は万端の状態だ。

「問題は名前よね」

　食後の夫婦でゆっくりくつろぐ時間。澄夏はリビングのソファーに腰掛け、ノンカフェインのお茶を飲んでからつぶやいた。

　妊娠がわかってすぐに名付けについて考え始め、調べ尽くしたものの、いまだ決めることができないでいるのだ。

　子どもが一生使う名前だと思うと責任を強く感じて、とても難しい。

　一哉と澄夏の意見が一致しないのも決めかねる原因のひとつだった。お互いこんな感じがいいな、などの漠然としたイメージはあるのだけれど、どうにも噛み合わない。

「予定日は三月だから、まだ日がある。一度時間を置いてみたらいいかもな。新しいアイデアが浮かぶかもしれない」

　澄夏の隣でコーヒーを飲んでいた一哉がそんな提案をしてきた。

「でも、一哉さんは古風な名前がよくて、私が男女どちらでもいい中性的な名前希望でしょ？」

　双方の希望を満たす名前なんてあるのだろうか。

「前から言ってるけど、澄夏が気に入った名前で決めていいんだぞ？」

「でも、できればお互い納得して決めたいよね」

　ふたりの間に生まれる子どもなのだから。

「私、こだわりすぎなのかな？」

「こだわるのは子どもの将来をしっかり考えているからだろう？　焦らずゆっくり考えよう」

「ありがとう……名付けって思ったより大変なんだね」

「そうだな。でも俺は結構楽しんでるけどな」

　一哉の顔にやわらかな笑みが浮かぶ。

「そうなの？　私は楽しむ余裕はないよ。どうしようって考えちゃって」

「澄夏は真面目だからな。俺は名前を考えながら、三人家族になったときのことを想像してるよ。きっと楽しいだろうなって」

「あ……そうだね。三人家族になったら、にぎやかになるだろうな」

　一哉の休みの日には、家族でピクニックに行ったり、動物園に行ったり。生まれてくる子にはたくさんの経験をさせてあげたい。

　澄夏は運動が苦手だけれど、一哉の才能を受け継いでいればきっと運動神経抜群で運動会には活躍できるだろう。豪華なお弁当を持って見学に行き、応援するのは楽しそうだ。

　一哉に似た小さな男の子が一生懸命走る姿が思い浮かび、澄夏の顔が綻んだ。

「笑顔になったな」

　一哉がそう言って澄夏の肩を抱き寄せた。

「うん。いろいろ想像しちゃった」

「どんなこと？」

「幸せな未来かな？　一哉さんと私と少し大きくなった赤ちゃんのこと。三人で楽しく暮らしてるの」

　そう遠くない未来だ。

「きっと叶うよ。もしかしたら家族が増えてるかもしれないしな」

　一哉が澄夏の頬にソフトなキスをする。産後も夫婦生活が続くことを示唆されたように感じ、うれしさと恥ずかしさで、澄夏は少しだけ頬を染めてうなずいた。

「そういえば子どもの頃、名前の由来を聞いてくるって宿題があったな」

「あったね、懐かしい。一哉さんの由来はどういったものなの？」

　こだわりが強そうな義母のことだから、きっと考え抜かれた名前のはず。

「ひとりめの子どもだから〝一〟。〝哉〟は父の名前から一文字もらったんだそうだ」

「え……それだけ？」

　たしかに義父の名前は俊哉だけれど。予想よりずっとシンプルな名付けだ。

「そう。適当だよな」

　一哉は苦笑いになり「澄夏は？」と聞いてきた。

「私は夏生まれだから。澄は清らかな人になってほしいと思ったからだそうなの」

「清らかか……澄夏にはそんなイメージあるな」

　納得するようにつぶやく夫を見て、澄夏は首をかしげた。

「本当に？　そんなふうに思ったことはないけど」

「初対面のとき、思ったよ」

「花火大会の片付けのとき？　あのときそんな良い印象を持ってもらうようなことしてないと思うけど」

　どちらかというと、変な面ばかり見せてしまった気がする。

　一哉はくすりと笑った。

「澄夏は目立っていたよ。清楚で綺麗でかわいいと思った。言動はちょっと年寄りっぽいところもあったけどな」

「え……そうだね、否定はできない」

「あのとき会えてよかった」

　うっとり見惚れてしまうほど、一哉が優しく微笑む。

「私も……」

　澄夏は最愛の夫に巡り合えた幸せを噛みしめながら、彼にキスをした。




　まだ寒さの残る三月中旬の早朝。

　澄夏は無事に出産した。父親に似たのか、平均より身長がある元気な男の子だ。

　懸命に泣く声を聞いたら、澄夏は涙が止められなかった。

　感動したのは一哉も同じようだ。

「ありがとう」

　澄夏にそう言う彼の目は潤んでいた。

　散々悩んだ子どもの名前は蒼あお生いになった。

　ふたりであれこれ候補をあげて話し合いをしているときに、澄夏がなんとなく出した名前だった。けれどふたりともしっくり感じて、これだと決めたのだ。

　幸せな人生を歩んでほしいと心から思う。

　一週間の入院を終えた後は、一哉に迎えに来てもらってマンションに戻った。

　夫が仕事柄不在がちなので、里帰り出産もちらりと考えたけれど、最終的には家族三人で一緒に過ごすことを選んだ。

　実際新生児のいる生活が始まると想像以上に大変で、何度もくじけそうになる。

　だけど一哉もできる限り協力してくれているし、母と義母もときどき来て手伝いをしてくれたので、なんとか乗りきれた。




　無我夢中で過ごした半年が過ぎ九月。蒼生も多少はまとまった睡眠を取れるようになってきた。

「あーあー」

　蒼生は最近声を出すようになった。意味のある言葉ではないものの、赤ちゃんなりに意思を伝えてくれる。

「蒼生ー、どうしたのかな？」

　澄夏が覗き込むと、うれしそうににこりと笑う。

「ママだってわかってくれてるのかな。視力がどんどん発達してくる時期だと聞いたけど」

「自分を愛してくれる人だっていうのはわかってるんだよ。だからこんなに安心した顔をしてる」

　澄夏の隣で蒼生を見つめる一哉の目は優しい。彼もすっかり父親が板についてきた。

「着替えるんだろ？　蒼生は俺が見てるから大丈夫だ」

「うん、ありがとう」

　今日は一哉の友人の高畑が遊びに来ることになっている。

　家族以外では、二人目のお客様だ。

　蒼生の面倒を見ながらおもてなしの料理を作るのは難しいので、一哉がケータリングを手配してテーブルセッティングまで済ませてくれた。頼りになる旦那様だ。

　澄夏が身支度を整えて十分後に高畑がやって来た。約束の時間通りだ。

　一哉が玄関で出迎える。

「いいマンションじゃないか。ではお邪魔しまーす」

　高畑の明るい声が聞こえ、澄夏も続いて顔を出した。

「あ、澄夏さん、お久しぶりです」

　高畑は一哉と話していたときの気楽さからがらりと変わり、礼儀正しく頭を下げた。

「いつも主人がお世話になっております」

　澄夏もかしこまって頭を下げる。一哉が高畑の背を押した。

「ほら挨拶はその辺にして、中に入れよ」

「ああ」

　ダイニングのテーブルには、いくつかの料理がセンスよく配膳されている。

　高畑はそれを感心したように眺めた。

「すごいごちそうだ」

「一哉さんが用意してくれたんです。たくさん召し上がってくださいね」

　澄夏が笑顔で言うと、高畑は目を丸くした。

「意外に家庭的だったんだな」

「ケータリングに決まってるだろ。とにかく座れよ」

「では遠慮なく」

　高畑も一哉と同じキャリア官僚だそうだが、とても気さくな雰囲気で三十分もしないうちに澄夏は打ち解けた。

　一哉が蒼生を抱っこして連れてきたときは、目を輝かせて「かわいいな」と連呼していた。どうやら子ども好きらしい。にこにこしながら蒼生に話しかけている。

「蒼生ちゃーん」

「あーぶー」

「返事してくれた！」

　はしゃぐ高畑に一哉があきれたような視線を送る。だけど蒼生を視界に入れるとたちまち優しい眼差しに変わった。

「かわいいなー。この純粋そうな目なんてとくにいい。一哉と澄夏さんどっちに似ているんだろうな」

「実家でもまだはっきりしないねって話題になっていて、でもおでこの形は須和家の遺伝だって話してるんですよ」

　澄夏が答えると、高畑がなるほどとうなずく。

「言われてみれば。どちらに似ても将来はいい男になりそうだな」

　わいわいと盛り上がり、しばらくすると突然蒼生が泣き始めた。

「眠くなったみたい。向こうで寝かせてきますね」

　澄夏は蒼生を抱っこして寝室に向かった。

　授乳後、蒼生はすぐに眠ってしまった。ベビーベッドに横たえると気持ちよさそうにスヤスヤ眠っている。

「かわいい……ゆっくり寝ていてね」

　澄夏はベビーカメラを確認してからリビングに向かったが、ドアがしっかり閉じていなかったのか、ふたりの会話が漏れ聞こえてきて足を止めた。

「南雲さんなんだけど」

　今では滅多に思い出さなくなった名前だが、それでも嫌な記憶は消えていない。

　高畑は彼女と同じ部署で仕事をしているらしいから話題に出てもおかしくはないだろうけど、分かっていても心が騒ざわめいてしまう。

「今度の異動で九きゅう州しゅうに出向になるそうだ」

「九州？」

「そう。本人は気が進まないみたいだけど拒否はできないだろうな、聞いた話だと」

　そこまで言って高畑は声を潜めた。もしかしたら澄夏が戻ってこないか様子をうかがっているのかもしれない。ますます出ていけなくなっている中、高畑の小さな声が聞こえてきた。

「民間企業のお偉いさん相手にトラブルを起こしたんだと。同僚ともうまくいってなくて、今までと違う環境でやり直せってことらしい。いわゆる左遷だ」

　澄夏は小さく息をのんだ。

（一哉さんの話ではすごく仕事ができる人だったのに）

　彼女はいまだに心の平穏を取り戻せていないのだろうか。

　考え込んでいるとガタンと誰かが動いた音が聞こえた。それからすぐにリビングのドアが開き、一哉が出てきた。

　彼はドアのすぐ近くに佇んでいた澄夏を見て、わずかに目を開く。

「あ、あの……」

　恐らく話を聞いていたと気づかれた。気まずさを覚える澄夏に、一哉は気づかわしげに声をかけてきた。

「大丈夫か？　遅いから様子を見に行こうとしてたんだ」

「うん、蒼生はぐずらず寝たから」

　一哉はうなずいたもののリビングには戻らず、澄夏を寝室に連れていった。

「どうしたの？」

　蒼生を起こさないように小声で問いかけると、一哉もひそめた声を出す。

「今の話、聞こえてたんだろ？」

「あ、うん……」

「ごめんな、気分が悪くなるような話を聞かせて」

「私こそごめんなさい、盗み聞きみたいなことをして」

　一哉は首を横に振ると、澄夏の頭をそっとなでた。

「もちろん悪気がないってわかってる」

「……南雲さんは一哉さんとのこと引きずっているのかな。まだ一哉さんに未練があるのかな？」

「わからない。あれからいっさいの関わりを断っているからな。でももしあのときのことが原因で彼女の仕事がうまくいかないのだとしても、それは彼女自身の問題だ。澄夏が気にやむ必要はないからな」

　夫の優しい声を聞いていると、騒めいていた心が凪ないでくる。

「そうだね。南雲さんも私に同情されるのなんて嫌だろうし、考えないようにする」

「ああ。澄夏には俺のことだけ考えてほしい。なんて言ったら父親失格だな」

　彼はそう言いながら澄夏にキスをした。澄夏はにこりと微笑んだ。

　一哉が誰よりも愛情深い父親であるというのをよくわかっているからだ。

　この先もきっとどんなときも澄夏と蒼生を守ってくれる。

　そう信じられる自分はなんて幸せなんだろうと思った。

　高畑を駅まで見送りに行った一哉が帰宅した後に片付けをしたり、簡単な夕食の準備をするとあっという間に夕方になった。

　蒼生が昼寝から目覚め泣き始めたので、あやしたり沐浴をしたりと忙しく過ごす。寝かしつけを終えて、ようやくひと息ついた。

　一哉がコーヒーを淹れてくれて、ソファーにふたり並んで座りのんびりとする。

　澄夏は彼にもたれかかるのが好きだ。

「今日はありがとう。疲れただろ？」

「ううん。高畑さんは気さくな人で話上手だし、すごく楽しかった」

　会話をしながらも、ときどき優しいキスをする、彼と心も体も寄り添う幸せな時間。

　何度目かに唇を重ねた後、彼は切なげに目を細めて、澄夏の肩に自分の頭をのせた。

「一哉さん、どうしたの？　なんだかつらそうだけど」

「澄夏が好きすぎると思ってた」

「え……」

「愛しくて大切にしたいと思うのと同時に、激しく抱いてしまいたくなる」

　耳もとでささやく声が妙に色っぽくて、澄夏の心臓がドクンと波打つ。

（そういえば、もうずっと抱き合ってないんだった）

　スキンシップがあり、彼からの愛情をひしひしと感じている澄夏の心はいつも満たされていて、セックスレスの状態でも不満なんて少しもなかった。

　というよりも、気にしていなかった。

　それに出産後は寝不足が続いていて、一哉の帰宅を待たずに寝てしまうことが多い。

　彼は澄夏の体調を気遣ってくれていたのか、自然と夜の誘いをしてこなくなった。

　けれど我慢していたのだろう。

（私、自分のことで精いっぱいで、一哉さんの気持ちを考えられていなかった）

　申し訳なさが込み上げる。澄夏は一哉の手を握って彼を見上げた。

「一哉さん、今日は一緒に寝よう？」

「気を使わなくていい。澄夏に無理はさせたくないんだ」

「無理なんてしてないよ」

　彼は最初は戸惑っていたけれど、澄夏が「私も一哉さんと触れ合いたい」と訴えると、久しぶりの濃厚なキスを仕掛けてきた。

　ソファーに倒れ込み求め合う。

　その後は彼のベッドに移動して、久しぶりの温もりに喜びを感じながら眠りに落ちたのだけれど、蒼生の泣き声で目を覚ましたときは全身疲労感でいっぱいだった。

（一哉さんはなんていうか、すごく情熱的だったから）

　澄夏への愛情をこれでもかというほど、言葉と態度で伝えてくれた。




「澄夏、おはよう」

　授乳のあとに蒼生を抱っこしていると、一哉も起きたようだ。

　少し掠れた声が色っぽくて朝からどきりとしてしまう。

「あー」

　蒼生が機嫌のよさそうな声をあげた。

「今日も元気そうだ」

　一哉がくすっと笑って、澄夏の腕に抱かれた蒼生にやわらかな眼差しを向ける。

「一哉さん、もう少し眠れるんじゃない？」

　時刻はまだ五時を過ぎたところ。

「せっかく起きたから早出して、仕事を片づけてくる」

「それなら今日は早く帰ってこられるの？」

「順調に行けば。だけど澄夏は無理して起きてなくていいからな」

　彼の声音はとても優しくて、澄夏への労わりにあふれている。今日は寝不足気味だから体調を気遣ってくれているのだろう。

「ありがとう。でも起きて待っていたいな。昨日、これからはもっと一緒に寝る日を増やそうって約束したでしょう？」

　一哉はとてもうれしそうに微笑んだ。

「全力で仕事して絶対早く帰ってくる」

　待っていてと耳もとでささやく声は、朝だというのに艶やかで、澄夏の胸は甘くときめいた。

　ふたり目の子どもができるのもそう遠くない未来なのかもしれない。




END










あとがき




　こんにちは、吉澤紗矢です。

　このたびは『エリート官僚は政略妻に淫らな純愛を隠せない～離婚予定でしたが、今日から夫婦をはじめます～』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。お楽しみいただけたら幸いです。

　今作のヒーローはエリート官僚で、ヒロインは代議士令嬢。

　離婚を決意して出ていくヒロインを、ヒーローが追っていく……というお話です。

　当初は追いすがるヒーローに塩対応をするヒロインにするつもりだったんですが、書いているうちにちょっと違うなと思い、今作のような形になりました。

　ヒロインは控えめで夫の浮気疑惑があっても感情的に責めたりはしないタイプです。政治家の令嬢なので幼い頃から周りの目を意識する機会が多く、振る舞いにも注意を受けていたんだろうなと想像しながら人物像を考えたらそのようになりました。

　そのぶん、ライバルの女性が強烈になったと思います。

　あとがきを書いている今は六月なんですが、すでに三十度を超えぐったりです。

　冷たい飲み物ばかり飲んでます。

　最近気に入っているのが、炭酸水にグレープフルーツ味の氷菓を入れたもので、溶け切る前のシャーベットのような食感がおいしいんです。とはいえ飲みすぎは体に悪いし、体重増加も心配なのでほどほどにしなくてはいけませんが。

　まだまだ暑い日々は続くそうなので、皆さまもご自愛くださいね。




　最後にお礼をさせてください。

　本作の表紙を描いてくださった逆月酒乱先生。雰囲気のある美しい表紙をありがとうございました。ヒーローヒロイン、背景すべて素敵で本当にうれしいです。

　担当編集さまをはじめとする出版にあたり携わってくださったすべての皆様、ありがとうございます。毎回なんですが大変お世話になっています。

　そしてこの本の読者様。また、日頃サイトで応援してくださる読者様。心から感謝しています。どうもありがとうございました。

　またお目にかかれることを願って。




吉よし澤ざわ紗さ矢や
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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